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第1章研究の概要
第1節　研究の日的
江戸時代末期から大正時代にかけて、現在の富山
県滑川市を拠点に3代にわたって堂宮大工として活
躍した岩城家に伝来した膨大な史料が富山県滑川市
立博物館に所蔵されている。岩城家の3代目に当た
る岩城庄之丈は、東京帝国大学教授伊東忠太が「天
才建築家」と評した堂宮大工であり1）、明治12（1879）
年の京都東本願寺御影堂及び同19（1886）年の阿弥
陀堂の再建では、それぞれ伊藤平左衛門、木子株嘉
の下で建築肝煎役を、同30（1897）年の英照皇太后崩
御に際しては大喪使場所付などを務め、同33（1900）
年のパリ万国博覧会では伊藤平左衛門の下で日本建
築の製図を担当した2）。この様に中央で活躍する一
方で、養照寺（滑川市）、轢原神社（滑川市）、雪嶋神
社神輿（滑川市・市指定文イ出オ）、鷹野家住宅（滑川市
・国登録文イぴオ）、安成寺（魚津市）、射水神社（高岡
市）、日枝神社（富山市）などの富山県下に所在する多
数の神社仏閣や住宅建築にも携わった。これらの内、
現存する建築作品は当地域の景観形成にも大きく寄
与している。
周知の通り、江戸時代の建築界には、幕府の大棟
梁家である平内家と甲良家をそれぞれ頂点とする
「四天王寺流」と「建仁寺流」と呼ばれる二大流派
が存在した。各工匠家に伝えられた木割書に代表さ
れる建築技術書に関する研究は、戦後になって伊藤
要太郎氏によって本格的に進められた。氏は江戸幕
府の大棟梁職にあった四天王寺流・平内家の家伝書
「匠明」を取り上げ、研究成果を「匠明・匠明五巻
考」（鹿島出版会）にまとめ、この分野の基礎を築い
た。その後、この分野の研究は内藤昌・渡辺保忠・
中川武らの諸氏を始めとする多くの研究者により多
角的に展開されている。内藤氏は建築技術書の調査
・収集を行い、多数の建築技術書を分類し、それら
の変遷を書誌学的な観点から分析した。一方、中川
民らは木割法自体に着目した研究を進め、木割法の
発展過程を明らかにしつつ、建築生産における木割
の意義についても言及した。本研究で対象とする岩
城家文書には「建仁寺派家伝書」を始めとする「建
仁寺流」の木割書の他に多数の建築技術書が含まれ
ている。岩城家文書に含まれる建築技術書は幕末期
に属するものであることから、近世初・中期の建築
技術書と比較することによって近世全般を通した設
計理論の変遷を検討することが可能となる。
従来は上述の様に木割書（建築技術書）を主たる
対象とする研究が進展する一方で、木割書と遺構と
の関連性については必ずしも十分に明らかにされて
いなかった。富山県内には岩城家が関与した建築が
少なからず現存しており、それらの実施図面類も多
数残っている。本研究では、建築技術書とその設計
理論に対応する建築物が共に現存しているものを研
究対象とすることにより、これまで不明であった両
者の対応関係や木割の存在意義について具体的に明
らかにすることが可能であると考える。
以上、本研究では近世全般を通した設計理論の変
遷を解明することと、岩城家文書と同家が関与した
建築遺構の比較・検討を行うことにより、設計理論
と現存遺構との関連性について検討する。
［註］
1）大阪朝日新聞・石川富山版，大正15年1月29日
2）永井正晴「伝統の社寺建築に生涯をかけた岩城庄之丈」（『越
中人語【棟梁】』第52号，チューリップテレビ2002年10月）
第2節研究方法
1．岩城家文書の整理・分類及び写真撮影
岩城家文書は段ボール箱で50箱程の分量で、史料
総数も不明であったため、先ずは史料に仮番号を付
して整理・分類を行い、仮目録を作成した。史料の
内容は以下の通りである。
建築技術書類：神社、寺院、塔、住宅、規矩術、
絵様（彫刻雛形）、儀式、他
設計図面類：神社、寺院、住宅、橋梁、他
絵図類：・町絵図、村絵図、海岸絵図、測量図、他
岩城家関連：履歴書、大工道具、製図用具、儀式
時の装束、書簡類、他
史料の整理・分類と同時に、一部の史料について
は写真撮影を行った。
2．建築技術の分析
これまでに収集した室町末期から江戸時代末期迄
の建築技術書と岩城家文書の建築技術書類を併せ、
近世全般を通した設計理論の変遷を検討した。
3．岩城家文書の設計図面類と遺構の調査
岩城家が関与した建築の残存状況を調査し、一部
の遺構については実測調査を行った。実測調査した
建物の調査結果と岩城家文書に残された設計図面類
及び建築技術書との対応関係について分析した。
実地調査した建物
・日枝神社拝殿（富山市西水橋）
・杉木家住宅（富山市水橋石害の
・神明社拝殿（富山市水橋専光等）
・白山社拝殿（富山市開発町）
・神明社拝殿（富山市水橋堅田）
実測調査した建物
・轢原神社本殿（滑川市神明町）
・養照寺本堂（滑川市河端町）
t城戸家住宅（滑川市瀬羽町）
・旧宮崎家住宅（滑川市瀬羽町）
・鷹野家住宅（滑川市寺家町）
－1一
第2章古典建築技術書
第1節　対象とする古脚収要
室町時代の建築技術書は、長享3（1489）年の年紀
のある「三代巻」が最古の部類とされる
が、これは17世紀後半頃に編纂された
「愚子見記」に所収された写本である。
原本としては、洲本御大工の欝藤家に
伝えられた「木砕之注文（寿彰覚書）」
（永禄5（1562）一天正2（1574）年，淡路
文化史料館蔵）や「古河新兵衛覚書」（永
禄7（1564）年，高良大社蔵）などの存在
が知られるに過ぎない。
続く桃山時代のものは、「今福彦兵衛
伝来目録」（慶長12（1607）年，安田家
蔵）、「山田長右衛門覚書」（慶長
14（1609）年，高良大社蔵）、「孫七覚書」
（慶長20（1615）年，名古屋工業大学
蔵）、「山田九郎右衛門覚書」（近世初期
以前，高良大社蔵）の存在が知られて
いた。近年、京都の賀茂別雷神社や大
徳寺の大工であった林家の「林家伝家
図書」（「木子文庫」所収，東京都立中央
図書館蔵）の存在が知られるようにな
り1）、また庄内藩の大工棟梁職を代々
勤めた小林家に伝えられた史料の中か
ら山形の戦国大名最上義光の御大工頭
であった小澤光祐の建築技術書が多数
発見されるなど、これまで文献史料の
上で空白とされていた時期の建築技術
が明らかにされつつある2）。
江戸時代になると、江戸幕府の作事
方大棟梁職を勤めた平内・甲良の両家
が建築技術書の編纂を始め、江戸時代
中期には現在見られる「匠明」、「建仁寺
派家伝書」として体系化された3）。諸
藩に属する工匠家や諸家においても建
築技術書が残されるようになる。松江
藩御大工竹内家の「竹内右兵衛書付」
（寛永15－承応3（1638－1654），松江市役
所蔵）や前述の庄内藩小林家の「小林家
資料」（鶴岡市郷土資料館蔵）、加賀藩作
手方の要職を勤めた池上家の「池上家
所伝史料」（静義堂文唾蔵）、鎌倉の堂宮
大工河内家の「河内家文書」が早い例で
ある。江戸時代中後期では加賀藩御大
工頭清水家の「清水文庫」（金沢市立玉
川図書館蔵）、同藩荒木家の「荒木家史
料」（石川県立博物館蔵）、仙台藩御大工
朴沢家の「朴沢家史料」（仙台市博物館
蔵）、同港御大工千田家の「千田家史料」（同前）、秋田
藩御大工頭戸崎家の「戸崎家文書」（秋田県立図書館
蔵）、越中の堂宮大工岩城家の「岩城家文書」（滑川市
表2－1－1分析対象とする建築技術書
史 料 名 年代 （和暦） 年代 （西暦） 所　 蔵 備　 考
Ⅰ木枠之 注文 （寿彰 覚書）永禄 5以降 1562－1574 淡路 文化史 料鮨 斎藤 家文書
2木轍 大正 5 1577 東京 都立 中央図書館
木 子文庫
・林家伝家 図書
3（諸 ）木 くた き之事 慶長9 1604 鶴 岡市郷土 顔料館 小 林家資料
4 （唐 様価殿 其外諸 木枠）慶長 19 1614 鶴 間ホ郷 士資料館 小 林家資料
5（門形宵 形規式） 慶長 19 】614 鶴 岡市郷土 資料館 小林豪資料
6や しろ乃 目録 慶長 19 】614 鶴 岡市郷土 資料館 小林家資料
7（諸 木枠） 慶長 20 】615 鶴 岡市郷土 資料館 小 林豪資料
8（社 記集） 慶安4 165】 鶴 岡市郷土 資料館 小林家資料
9新編 雛形 明暦 1 1655 東 京都立 中央 図書 館 公 刊本
10建仁 寺派家 伝書 延宝 5－宝永 7 1677－1710 東 京都 立中央 図書 館 甲良豪伝 来
11大 工割方雑 集 天和 1 1681 東 北大学
】2宮殿 木割 貞享 1 1684 静 嘉堂文庫 池上豪所 伝
13禅家 伽藍木 割 眉宇 2 1685 静 嘉堂 文庫 池上家所 伝
14禅家 伽藍 凶 貞享 2 】685 静義堂 文嬢 池上豪所 伝
15諸 記集 元禄 10以降 1697以 降 静義堂 文庫 池上家所 伝
16新編 大工規 短 尺集 元禄 13 1700 東 北大 学 公刊木
17匠明 Ⅰ8世 紀前 半 1700以降 東京大 学 平内豪伝 来
18社 家図 江戸 中後期 1700以降 金沢市 立玉川 図書館 清水 文庫
】9禅 家金 山寺図 上 江戸 中後期 170D以降 金沢市 立玉川 図書館 清水 文庫
20建 地割法 江戸 中後期 1700以降 京都府 立総合 資料館
21建 地割法 江戸 中後期 Ⅰ700以降 京都府 立総合 資料館
22社 向集木割 宝永頃 1704－1710 東京都 立 中央 図書館 甲良家伝来
23諸堂社絵 凶 宝永4一寛 延 】 】＿707－1748 東京大 学
24諸堂 享 保2－享 保20 】717－1735 東京都 立 中央 図書館 甲良家伝来
25堂 社門 享保8－20 】723－1735 東京都 立 中火 図書館 甲良家伝粟
26諸堂宮武 家雛 形木割 元文 】 1736 仙台 市博物館 千田家史料
27社 類建 地割 元文4 】739 東京 大学 平内家伝粟
28諸堂建 地割 元文4 】739 東京大 学 平内家伝来
29金山寺 図 寛延3－寛政 1 】750－】789 静嘉堂 文庫 池 上豪所伝
30新撰大 工雛形 宝磨 9 1758 東北大 学 公刊 本
31神社椒 形集 明和8 】77】 仙台 市博物館 朴 沢家史料
32 （社殿 雛形 図集） 明和8以降 177】以降 仙台 市博物館 千田家史料
33壱社宮 木割 明和8以降 177】以降 仙台 市博物館 千田豪史料
34諸木割 明和8以降 177】以降 仙台 市博物館 朴 沢家史料
35匠豪雛 形中之 巻 延享4 1787 東京 都立 中火図書館 甲良家伝来
36 （社殿 建 図） 1世紀初頭以降 1800以降 秋 田県 立 図書館 戸 崎家文書
37宮 形一 19世紀初頭以降 lBOO以降 秋 田県克 図書館 戸 崎家文書
38宮形 19世紀初頭以降 1800以降 秋 田県立 図書餌 戸 崎家文書
39一番 19世紀初頭以降 1800以降 秋 田県立 図書館 戸 崎家文書
40二番 19世紀初頭以降 1800以 降 秋 田県立 図書館 戸 崎家文書
4】宮祉 地割 19世紀初頭以降 1錮 0以 降 東 北大学
42諸堂 （甲良棟全編 ） 天保 卜慶應4 】834－1868 東 京都立 中央図書館 甲良家伝 来
43新撰 早引匠家 雛形 「篇 安枚 3 1856 東 北大学 公刊本
44匠 蒙雛形 安政 4 柑57 東 京都立 中火凶 書館 甲良家伝来
45王子作 ノ事 安政 5 1858 仙 台市博物 館 千田家史 料
46匠道奥秘巻 江戸 後期 東 京大学
47禅 家伽藍 図 江戸 末～ 明治 滑 川市立 博物館 岩城家文 吉
48
建 仁寺七堂 伽藍 図
（禅宗 七堂之 図井木推）
江戸 末～ 明治 滑 川 市立 博物館 岩城家文 書
49壱間社 王子作仕様 囲 江戸 石 川県立博 物館 荒木家文 書
50工匠技術 之懐 明治 15 1882 東 北大学 公一†≠本
5】
禅宗七生 （大 店金 山寺
之間井作 形）
明治16 】883 滑 川市立 博物 館 岩城家 文書
52社家 明治 滑川 市立 博物 館 岩城家 文書
－2－
立博物館）などが存在している。江戸時代には、この
様に工匠家において建築技術書が相伝された一方
で、明暦元（1655）年に「新撰雛形」（瀬河政重撰）が木
版本として公刊されたのを囁矢として、以後数多く
の建築技術書が多種多様な形で出版された。内容は、
木割（神社・寺院・塔・数寄屋・小道具など）、規矩、
継手・仕口、絵様、規式、棚・建具・欄間雛形、番
匠往来物・家相など多岐にわたる。
本章の第2節では、上述の建築技術書の内、神社
建築については一間社の木割が記されているもの、
寺院建築については禅宗様仏殿の木割が記されてい
るものを対象とし、中世末期から近世全般を通した
建築技術の解明とその変遷の一端を明らかにした
い。分析の対象とする建築技術書は表2－1－1の通り
である。　　　　　　　　　　　　　　（永井康雄）
［註］
1）費迎慶，他「「木子文庫・林家博家蘭書」における神社の
設計方法に関する研究その1一間社の設計方法について」
（日本建築学会東北支部研究報告集，第70号，2007）、費迎
嵐他「「木子文庫・林家俸家圃書」における神社の設計方
法に関する研究その2三、五間社の設計方法について」
（日本建築学会東北支部研究報告集，第70号，2007）
2）永井康雄，他「庄内藩大工棟梁小林家旧蔵の慶長期以前の木
割書とそれらに見られる斗棟の木割」（日本建築学会技術報
告集，第1号，1995）、他。
3）永井康雄，他「「匠明・社記集」の成立過程について」（日本建
築学会計画系論文集，第487号，1996）
第2節　古典建築技術書に見られる設計方法
第1項　神社　一間社の平面決定方法
木割書を始めとする建築技術書類は、それらが記
された当時の設計原理を解明する上で不可欠なもの
であり、従来、そこに記される木割自体に着目した
論考が主として行われてきた1）。近年、木割書の研
究が進むにつれて、慶長期の木割書や『匠明・社記
集』の江戸前期の写本などの発見によって、それぞ
れの木割内容2）や『匠明・社記集』の成立過程が次
第に明らかにされつつある3）。
ここでは以上の研究を前提としながら、明治時代
以前に記された木割書を可能な限り収集し4）、それ
ぞれの設計方法について考究する。初めに神社本殿
の形式で最も基本的な一間社を対象とし、木割書に
みられる一間社の設計原理、建築形式及び木割書が
記された時代・流派の影響などを明らかにしたい5）。
木割書の中で、一間社の木割が記された木割書35
種類92項目を対象とし、はじめに各木割書の柱間決
定法について検討する。次に、建築形式毎に平面決
定法についての検討を行う。周知のように木割は枝
数や部材相互の比例関係等に基づく設計方法である
ため、異なる方法で設計された建築物も結果的に同
じ比例関係になる場合が往々にしてある。ここでは、
比率が同じかどうかといった結果的な点ではなく、
そこに至るまでの平面設計方法を中心に検討し、更
には種々の設計方法相互の関係及び発展過程を考究
したい。
1．研究対象とする建築技術書
表2－2－1は対象とする史料を区分（時代・流派）、
史料の書名・年代、建築形式、平面決定法等につい
てまとめたものである6）。これらの史料を時代・流
派によって分けると、初期木割書は3種類6項目で
ある。それ以降では、四天王寺流に属するもの4種
類13項目、加賀建仁寺流に属するもの1種類5項目、
江戸建仁寺流に属するもの8種類27項目、公刊本5
種類13項目である。諸藩・諸家の工匠などの史料に
は仙台藩の「朴沢家史料」、「千田家史料」と秋田藩の
「戸崎家史料」など14種類28項目が挙げられ、これ
らの内訳は、四天王寺流に属するもの6種類15項目、
江戸建仁寺流に属するもの2種類4項目、不明なも
の6種類9項目である7）。建築形式について、史料
には流造、腰紐造、見世棚造、神明造、向妻造、王
子造、熊野権現造と呼ばれるものが存在する。腰粗
造はいわゆる流造ではあるが、腰紐を有するもの、
向妻造と王子造は切妻造妻人であり、熊野権現造は
入母屋造妻人である。向妻道と王子造については、
史料によって、隅木が有る形式を向妻造、無い形式
を王子造と呼んでいるものもあれば、その逆の場合
もあり、名称と形式との関係が混乱している。従っ
て、本稿においては建築形式の上から、流造、腰紐
造、見世棚造、神明造、切妻造妻入（向妻造、王子造）
と入母屋造要人（熊野権現造）の6形式に分類する。
他には、形式不明のものがl項目ある8）。以降史料
の書名・項目名については表2－2－1の記号を用いる
こととする。
2．各木割書の柱間決定法
一間社の平面を分析するに当たり図2－2－1に示す
ように、各部位や部材寸法を以下のように表記する。
L：身舎正面の柱間心々距離
し．：身舎側面の柱間心々距離
L2：向拝側面の柱間（向
拝の出）心々距離
a】：身舎柱太さ
a2：向拝柱太さ
（1）正面の間（L）
ほぼ全ての木割書に
おいて正面の間には垂
木の枝数が示されてい
るが、さらに実寸も示さ
れる場合がある。
まず、十進について
検討する。正面の間が
実寸で表記される場合、
5、建29）、建3、建5）、
1010））、4尺5尺（初3、
■■■
身 舎 し．
L
L2向 拝
a∠
図2－2－1平面模式図
その寸法は、1丈（初2、初
9尺（四3、四6、四10、諸
6、公3、諸1）、2～5
尺（公13）11）の4種類である。実寸の記載は、初期
の木割書と四天王寺流に属するものに多くみられ、
江戸建仁寺流に属するものには記されていない。又、
「公13」にみられる2～5尺の値は他と比べ小さいが、
これは見世棚道の形式によるものと考えられる。柱
間の実寸が記されるものは、「諸10」以外は全てにお
いて枝数も指定されている。「初3」、「初6」では「五
尺四尺」、「公3」、「諸1」では「四尺五尺」と記述され
ているので、「五尺四尺」、「四尺五尺」は正面の間が
五尺、側面の間が四尺、或は、その逆とも考えられ
る。「初3」の側面の決定法は（L－2aI）であるので、
正面の間を五尺とすると側面の間は四尺になるが、
「初6」、「公3」、「諸1」の側面の間の決定法は（L－al）
であり、正面の間を五尺とすると、側面の間は四尺
にはならない。つまり、これは、正面の間が4～5
尺程度の規模であることを示していると考えられ
る。従って、「諸10」以外は正面の間の実寸指定はあ
くまでも目安であり、柱間の寸法を具体的に示して
いるわけではないと考えられる】2）。
次に、枝数について検討する。正面の間の垂木枝
数には4、8、12、16、17、18、20、21、22、24枝の
10通りある。中でも、正面の間の垂木枝数は22校
が最も多く38例あり、次いで20枝が24例ある。21
枝が7例、その内2例は初期木割書であり、残り5
例は全て江戸建仁寺流に屑する木割書である。24枝
が5例で、いずれも江戸後期の木割書である。その
他に、17、18枝は正面の間が4尺5尺の流造（初3、
4－
蓑2－2－1木割書に記される一間社の平面決定法
区分
11
記 号 雷 名 項 冒 名 年 代 所 蔵 ■ 書 ††ヰ
平 面 決定 法
正 面 のl椚（L）
側 面 の 間 rL．） 向 拝 の 出 札 ～） 向 樺 の 形式 身舎 柱 （且．）
向 拝
柱 〔a～）実 寸　　 抜 放
初
期
木
劉
暮
切 1
（M I亨 形 規 式 ）
（小林 家 史 蛸 ）
ー l吊やしろの 薯 よ 長 1獣1614〉 鶴 岡 市 郷土 責 杓 館 流 速 21 ∴＋■← 大 床 ＋博 子 Å 10／100」 0加 ．
初2
や しろ乃 日録
（小林 モ 史 料 ）
せ牒印やしろ之 事
慶 長 1賀1614） 鶴 岡 市 郷土 資 料館
流 造 1丈 20 L‾28． し．1 ．－（1／2）一2 A 10ノ100し
些
初」
玉 尺 四尺 の 一 間 や しろ之 事 飛 退 4尺5尺 十十 ト 2a． し．－ar （1′2）a⊇ A 18′100し
わ うし作 りの－ しや や しろ之 事 切 妻 造 il 20 18 し、－8．－（1／2Ja⊇ 不明 1（I／100L 不 明
細5 （緒 木砕 〕
（小林 零 史 料 ） ■2
一 間 や しろの 事
慶 長 2〔（1615） 鶴 岡 市 郷士 賃 料館
先 進 1丈 21 l・● 不 明 不明 10／10 L ？些
不 明初6 五 尺 四 尺の ミやの 雷 流 亮 ‾‾ ‾ 1尺5尺 17 L‾∂■ 不 明 不明 11／100L
四
天
王
寺
流
四 1 （社 記雛 ）
（小 林青 史 軋
吉 保n塵 しろ 之す
慶 安 4（1651） 鶴 間 市 郷 土 河 料館
切 妻 逢 妻 入 （循 大 入 ） 22 18 16 （Å） 10／180し 0．8且，
不 承 ‾四2 士 Ⅶ 亨上之笹】 鬼 窪‾‾ 22 福 ‾ 14 不明 不 明
四3 此 腰 ㈲ 之社 之眉 入 母 屋 逢 妻 入 g尺 22 16 不明 不 明 不 明
翠1
四5
は た 集 ■社 紀 1
（池 上等 史 料 〉
元 禄 10日 8971以 降 伸 嘉 望 文庫
10ノ100L
不 明
0＿Ba，
不 明
四6 9尺 ホ 明 不 明
lg1
匠 明 ・社 記 集
（平 内夏 史 料 〉
向 手 作 り・古 間 杜 三回
18世 紀 前 半 東 京 大 字 建 築 学科
切 手 通 f 入 （隕 大 入 ） 22 20 17 伯 ） 19／10 し
不 痍‾1▼ ■
不 明
0．虫■．
声 明
不 明
四8
盲 融 乏 回 玩妻 退 き 入 22 20 16 不明
四柑
四 10
平 作 ・壱 Ⅶ 社 之 図 東 森 22 18 15 不廃 ‾‾
之 図 ・熊 野 権現 入 母 屋 逢 妻 入 9尺 16◆12 盲㌃ ‾ ‾‾‾11■ 不明 不 明 不 明
四 日
社 類 遽 地 割
（平 内家 史 料 ）
き ノ回
元 文 1（1739〉 東 京 大 学 建 築 竿科
流 造 22 20 16 A 10／1（和し 不 明
四 12
王
之 回 入 母 屋 造雇 人 （腰 紐 ） 9尺 22 16◆12 16 A 不 明 不 明
四 13
王‾子 退 不明 不 明 16 A 10／100L 不 明
加
書
流 建
仁
寺
鱒
漣2
社 家 図
日雷水 モ史 料 ） ■3
見 世 相 作
二 戸 中 期 ■後 期
（＝℃トー ）
金 沢 市 立 玉 川 図雷 館
見 せ 棚 造 し▼21， い く3／2）a：－（1／2）82 1聖 10 L
10ノ1（出し
加わ
一間 社 王 子 作　　　　　 叫 切 f 追 要 人 澗 休 入 ） 1ヨニ 20 柑 （大床 十藷 子 ） A
燵ユ 一間 社 流 作 元 皇‾ 1丈 29 L‾al し大 床・庶子 ・宝鮭 妹総 司＿鮎 ．〉 io／10 L
薩i‾ 諸 国 神 明 社 託 造 」一2a． Lra】 e 9／1（泊Lt 0
娃 5 神 明 1土 神 明 遁 1丈 18 L】2a■ 向 拝 なし 8／1（旧し
江
建
仁
寺
流
叶 i
建 仁 寺 派 家 伝 卜 神社
〔甲 良 雲 史料 1
見 せ 欄 作 一 向 杜 之 事
廷 宝5～王 水 7（1677
・一1710）
文 京 都 立 中 央 国■ 館
見 世 柵 造 白 ト鶴 Ll▼■】 10′tOOL 0．8a■
墾 7＿
墜 苧
建 9
－▼
斎 恵 ‾‾ 1‾ 20 L‾白， 大 床 ◆愕 子 Å 10／1∞ L 0．的 ．
王子 作 三百 ‾ ‾ 切 妻 造 義 人 （隅 本 人 ） 21 22 大 鹿 ・精 子 A 18／10 L 0．ぬ ．
一輝吊社 神 明 作 神 明 造 12 し‾■． 向 拝 な し 12／1〔OL
建 10
大工 割 方 無 象
ーW i土
天 和 元 日681） 東 北 大 学個 暮 曙
先 達 22 18 （大 床◆階 子 ） A 10ノ1〔旧し
鰻 11 間 杜 流 作
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＊l諸藩・諸家の区分：四は四天王寺流、江建は江戸建仁寺流を表す　＊2類本：「孫七覚書」（名古屋工業大学）、「大⊥斗墨曲尺之次第」（『明
治前日本建築技術史』）　＊3類本二「社家」（岩城家史料・滑川市立博物館〉　＊4類本＝壱間社王子作什様国（荒家木史料・石川県う■′二博物館）
＊5類本：「宮殿木割J（池上家史料・静嘉堂文庫）　＊6類本：「大工雛形」、「新編官軌（東北大学）
初6、公3、諸1）と、正面の間1丈の神明造（建5）
と、2～5尺の見世棚造（公13）と、切妻造妻人の「諸
23」の7例にみられ、「建5」、「諸23」以外はいず
れも小規模な一間社である。4枝は1例、8枝は
4例で、いずれも見世棚道である。12枝は3例で、
いずれも神明造であり、16枝は流造の「諸22」と
切妻造妻入（向拝なし）の「公7」にみられる0尚、
正面の間について実寸も垂木枝数も記さない事
例が4例あった。
比例関係で部材寸法を決めていくことは木割
の最大の特徴である。比例関係で設計するのであ
れば、正面の間の大小に関わらず、正面の間の垂
木枝数は一定となるはずである。しかしながら、
正面の間1丈、9尺に配される垂木枝数は20、21、
22枝であり用、正面の間が4尺5尺になると垂
木枝数は17、18枝に減少し、正面の間が小さく
なった時には垂木枝数を減らす傾向が認められ
る。
（2）側面の間（Ll）
側面の間の決め方は、実寸で決める方法、正面－
の間（L）より身舎柱太さ数本分を減らしたり、増
やしたりするように、正面の間と身舎柱太さとの
関係で決める方法、垂木枝数によって決める方法
の3種類に大別できる。以後第1の方法を実寸
型、第2の方法を柱基準型、第3の方法を垂木基
準型と呼ぶこととする。
実寸型の事例は「諸10」の一例のみにみられる。
この木割法は正面の間を9尺、側面の間を1丈と
し、垂木枝数は示さず、1枝寸法を4寸5分と明
記している14）。
柱基準型における側面柱間の決定法には、
Ll＝L－（l／2）a．
L】＝Lal
L，＝L－2al
Ll＝い2al
の4種類があった。L－alは21例あり、L－2a．は9
例あり、L－（1／2）alは「諸22」のみ、L＋2alは「諸23」
のみである。初期木割書の内、切妻造妻人の「初
4」以外は全て柱基準型であり、又、神明造と見世
棚造の側面の間の決定法は全てが柱基準型であ
る。
垂木基準型における側面柱間の枝数は14、16、
18、20、22、24、26、28枝の8通りであり、最
も多いのは、18枝で32例である。次いで20枝
が8例あり、神明造、見世棚造以外の形式に見ら
れる。16、22枝は各7例ずつである。16枝の内、
「諸18」以外は全て流道である。22枝7例は全て
切妻造妻人である。28枝は5例で、いずれも入
母屋造妻入（四3、四615）、四10、四12、諸8）で
ある。24枝は2例で、いずれも切妻造妻入（建17、
建28）である。14、26枝は1例ずつで、前者は切
妻造妻入（向拝なし）の「公7」、後者は切妻造妻人
の「諸16」のみにみられる。16枝以下の事例はほ
－6
ぼ流道であることと、22枝以上の事例には流造
がないことから、流遇の側面柱間の枝数は他の建
築形式より少ない傾向が認められる。又、四天王
寺流の木割書の決定法は、記載がない「四13」以
外は全て垂木基準型である。尚、側面の間につい
ての記載がない事例が5例あった。
側面の間の決定法には、実寸型、柱基準型、垂
木基準型の3通りある。時代順に見ると、初期木
割書では側面の間の決定法が「初4」以外は全て
柱基準型である。江戸中期の四天王寺流の木割書
では側面の間の決定法は全て垂木基準型である。
同時期の加賀、江戸建仁寺流の木割書では側面の
間の決定法は柱基準型と垂木基準型の両方認め
られるが、柱基準型の方が多くみられる。江戸後
期の木副書では側面の間の決定法は垂木基準型
が多い。
（3）向拝の出（L2）
対象とする92例の内、87例は向拝を有するも
の、5例は向拝が付かないものである。
・向拝形式
側面から見た向拝柱と階の位置関係に着目す
ると、向拝の形式は以下に示す3種類に分けられ
る。
形式A：階と向拝柱の間に間隔を設けず、階の外
面と向拝柱の内面が接するもの（図2－2－2）。
形式B：擬宝珠柱外面と向拝柱内面との間に間隔
を設けるもの（図2－2－3）。
形式C：擬宝珠柱外面と向拝柱内面が一致するも
の（図2－2－4）。
向拝が付く87例の内、形式Aは53例、形式Bは
8例、形式Cは1例、20例は不明である16）。残
り7例は階が付かないものである。
‡　 鱒
ニ ■二二】 ヰ
－▲
＋丁
零■！L◆ゝ▼
．1＿．．
実 証
や無二
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・向拝の出の決定法
向拝の出の決定法については、向拝が付く　87
例の内、63例には向拝の出の決定法が示され、
残り24例には示されていない。向拝の出の決定
法としては、柱の太さによって決める方法（柱基
準型）、垂木枝数で決める方法（垂木基準型）、大
床・階と向拝柱の位置関係による決定法（位置
型）川が見出せたが、実寸型は見当たらなかった。
柱基準型の設計方法を示すものは16例であ
る。正面の間（L）、側面の間（L】）、身舎柱径（al）、
向拝柱太さ（a2）からL2を求める方法を数式で表
すと、
L2＝Ll－a】
LZ＝L1－a】一（1／2）a2
L2＝L】－（3／2）a，－（1／2）a2
L2＝L－（3／2）a「（1／2）a2
L2＝L1－1．5al
L2＝し
の6通りとなる。L「alは5例であり、初期木割
書と建仁寺流に属する木割書に多く見られる方
法である。し．一aI－（1／2）a2は3例で、いずれも初期
木割書「やしろ乃目録」に記されるものである。
し．－（3／2）al－（1／2）a2は4例、L－（3／2）al－（1／2）a2は
2例であるが、全てが見世棚道である。L■一1．5a】
は小規模な流造「諸1」のみに見られ、Lは「諸23」
のみに見られる。
垂木基準型における向拝の出の枝数は14、15、
16、17、18、20枝の6通りで合計39例である。
最も多いのは、17枝の17例であり、次いで16
枝の12例である。18枝は4例で、これらの建築
形式は全て異なるが、いずれも江戸後期の木割書
に記されるものである。15枝は3例で、いずれ
も流造（四5、四9、建11）である。木割書の年代
は江戸中期である。20枝は2例で、いずれも入
母屋造妻入（四6、四10）であり、14枝は1例で、
流造（四2）である。15校以下の事例は全て流迄で
あることと、20枝の事例には流道がないことか
ら、流迄の向拝の出の枝数は他の建築形式より少
ない傾向が認められる。尚、四天王寺流の木割書
の決定法は、記載がない「四4」以外は全て垂木基
準型である。
位置型の決定法が明記されている事例は9例で
あるが、「初1」、「公9」以外は全て江戸建仁寺流
の木割書である。このことから、位置型は江戸建
仁寺流の木割書にみられる特徴的な設計法であ
ると見ることができよう。
最後に、向拝の出の決走法が明記されていない
24例の内、16例には形式A又は形式Bの図が示
されている。形式Aの場合は、上述の位置型の場
合と同様に大床の広さ、階と向拝柱の位置関係で
向拝の出を決めていると考えることができ、形式
Bの場合も同様に向拝の出は大床の広さ、階、擬
宝珠柱と向拝柱との間隔によって決められてい
ると考えることができる。つまり、それらの内、
大床広さ、階の太さなど関連部材、部位の寸法決
定法が示されていれば、向拝の出が定まる（以降
位置一国型柑）と呼ぶ）。このような例は16例の内、
形式Aの位置一図型が8例ある。形式Bの位置一
図型が1例のみである。残り7例は大床広さ、階、
擬宝珠柱と向拝柱との間隔のいずれかが記載さ
れていないため、向拝の出が定まらないものであ
る。
又、前述した柱基準型の16例の内にも、立面
図が描かれ、形式Aの位置一図型の決定法と考え
られるものが1例ある。垂木基準型の38例の内
にも、大床の広さと階の太さが示されたものが
10例ある。その内、形式Aの位置一因型の決定法
と考えられるものが9例、形式Bの位置一図型の
決定法と考えられるものが1例である。
（4）身舎柱太さ（al）、向拝柱太さ（az）
92例の中、75例に身舎柱の決定法が記されて
いる。身舎柱の太さの決定法は、
al＝（10／100）×L
a．＝（11／100）×L
al＝（12／100）×L
al＝（8／100）×L
a．＝（13／100）×L
a，＝（11／100）×（L－a，）－9）
al＝（9／100）×L】
の7通りである。75例の内、（川／100）×Lは61
例、（11／100）×Lは6例、（12／100）×Lは4例、
その他は1例ずつである。
92例の中、60例に向拝桂の決定法が記されて
いる。向拝柱の柱太さの決定法は0．8al、0．9al
の2通りが確認できた。しかし、0．9a，は「諸20」
の1例のみであり、他は全て0．8a】であった。
3．建築形式別平面決定法の検討
表2－2－1に示した92例の内、正面の間の決定
法は1例を除き全てが垂木基準型である。側面の
間の決定法には実寸型、柱基準型及び垂木基準型
の3種類ある。つまり、平面決定法の違いは側面
の間の決定法の違いによると言える。従って、側
面の間の決定法の違いに着目すると、平面決定法
は実寸型、柱基準型、垂木基準型の3つの型に大
別することができる。
（1）平入り
・流造
表2－2－1に示したものの内、流造について、側
面の問の決定法の違いを基準にすると、柱基準型
と垂木基準型に大別することができる（表
2－2－2）20）。柱基準型の設計方法では、正面の間の
枝数の相違を考慮しなくてもよいので2】）、側面
の間、向拝の出の決定法の違いにより、設計方法
表2－2－2　流通平面決定法
向拝の間（Lz）
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は設計記号「流h－1」から「流h－13」の13通りとな
る。垂木基準型の設計方法としては、正面の間、
側面の間、向拝の出の決定法の違いにより、設計
方法は記号「流t－1」から「流1－18」の18通りとな
る。
柱基準型の内、「流h－2」には向拝の設計法に関
する記述がない。このことは単に記述が省略され
たと考えることもできるが、この木割書の年代が
慶長20（1615）年、即ち、江戸初期の木割書であ
ることに留意したい。向拝の出の決定法が位置型
である「流h－3」、「流h－4」、「流ト8」については、
「初1」以外全て加賀、江戸建仁寺流に属する木割
書である。向拝が形式Bとなる設計方法「流h－3」
は加賀建仁寺流に属する木割書「建3」に記され
る。向拝が形式Aとなる設計法「流h一山、「流h－8」
は江戸建仁寺流に属する木割書（建7、建13、建
16、建24）に記される。つまり、江戸建仁寺流と
加賀建仁寺流の設計法に差が認められる。「流h
－1」の設計法は「諸22」のみ、「流h－9」は「諸1」
のみに見られる。「流h－10」の手法（図2－2－5）はい
わゆる「掛子造り」の手法（図2－2－6）と似ている
Lj
∈
一⊥L
L2 」
LL 守
L 」
「‾
L2
図2－2－5　　　　　　　図2－2－6
流h－10の手法　　　掛子造りの手法
が、向拝の出の規定位置が異なっている。「流h
－11」即ち「建4」は正面の間が20枝、向拝が付く
ものであり、史料では「諸国神明」と呼んでいる
が、形式的には流造である。
垂木基準型の場合は正面の間の枝数は20、22
枝、側面の間の枝数は16、18、20校であり、向
拝の出は垂木基準型、柱基準型、位置型で決めら
れる。四天王寺流の事例について見ると、正面の
間は全てが22枝であり、側面の聞及び向拝の出
は慶安4（1651）年の「四2」においてはそれぞれ16
・14枝、17世紀後半～18世紀前半の「四5」と「四
9」においては16・15枝、元文4（1739）年の「凶日」
においては20・16枝である。従って、時代が降
るにつれて側面の間、向拝の出の枝数は多くなる
傾向がみられる。四天王寺流以外の事例でも向拝
の出の決定法は殆どが垂木基準型で、全ての事例
に立面図が描かれている。その内、7例には大床、
階が示されており、向拝の出の決定法は位置十図
型であるとも考えられる。
最後に、柱基準型と垂木基準型の両方の平面決
定法を示している「建24」、「建30」、「諸19」につ
いてみていく。「建24」には、正面の間の決定法
として垂木基準型（20校）の1通り示され、側面
の間は柱基準型（L－a．）、垂木基準型（18枝、16
枝）の3通り示され　向拝の出は垂木基準型（L－
al）、（大床†階子）の2通り示されている0それら
を組み合わせた平面決定法は、柱基準型の「流h
－7」、「流h－8」と垂木基準型の「流t－2」、「流t
－3」、「流t－7」、「流t－8」の6通りである。ここ
で、「建24」の側面の間の決定法が垂木基準型で
あるにも関わらず、向拝の出の決定法は垂木基準
型でないことに留意したい。「建30」は正面の間
の決定法は垂木基準型（20枝、22枝）の2通りで
あり、側面の間の決定法は垂木基準智HlR枝、16
枝）、柱基準型（L－Zal、L－a－）の4通りであり、
向拝の出は垂木基準型（17枝）の1通りである。
それらを組み合わせた平面決定法は、柱基準型が
正面枝数を考慮しなくてもよいので、「流h－5」、
「流h－12」の2通り、垂木基準型の「流t－1」、「流
t－6」、「流t－13」、「流t－15」の4通りで、合計
6通りとなる。ここでは、「建30」の向拝の出の決
定法は垂木基準型のみ、つまり、柱基準型の「流
h－5」、「流h－12」の平面決定法でも、向拝の出は
校数で決定されていることに注意したい。「諸相」
は向拝の出は不明であるものの、側面の間の決定
法は16枝、L－2aいL－alの3通りであり、平面
決定法は柱基準型と垂木基準型の両方が示され
ている。
時代・流派別に見ると初期木割書は全て柱基準
型、四天王寺流は汀戸中、後期を通して全て垂木
基準型、江戸建仁寺流は江戸中期では殆どが柱基
準型で、江戸後期になると殆ど垂木基準型になる。
即ち、柱基準型は垂木基準型より古い設計法と考
えられる㍑）。
以上より江戸後期の「建　24」は、柱基準型から
垂木基準型への過渡的な段階を示していると考
えられる。また、江戸末期の「建30」では垂木基
準型の設計方法が主となり、江戸中期の江戸建仁
寺流における主なる設計方法であった柱基準型
は、側面の間の決定法に留めるのみとなっている
と考えられる。
平面形状を見ると、柱基準型と垂木基準型両方
の平面形状とも正面の間が側面の間より大きな
横長型である。また、垂木基準型は柱基準型より
正面の間と側面の間の比率の種類が増え、平面形
状が多様になったといえる。
・腰組造（鎮守造）
表2－2－1に示したものの内、腰紐造（図2－2－7）
について、側面の間の決定法に着目すると、全て
が垂木基準型である（表2－2－3）23）。腰粗造の事例
は5例のみであるが、平面決定法は設計記号「腰
卜1」から「腰t－8」の8通りもある。
「公12」以外は前項で述べた流迄の設計方法と
図2－2－7「諸17」の挿図
表2－2－3　度粗造平面決定法
正面の聞（L） 拝の聞（LZ）
大差ないが、正面の間の垂木枝数は多くなる傾向
がある。全ての事例に立面図が描かれている。そ
の内、「建32」、「諸17」、「諸18」は大床、階が示
されており、向拝の出は位置一図型とも考えられ
る。「公12」の向拝の出は18枝であるが、規定位
置は心々ではなく、母屋柱の内面から向拝柱の心
までである。又、腰粗造が示される木割書は、全
て江戸後期の木割書である。
平面形状を見ると、正面の間が側面の間より大
きな横長型のみである。
・見世棚退
去　2－2－1に示したものの内、見世棚造（図
2－2－8）について、側面の間の決定法に着目する
と、全てが柱基準型である（表2－2－4）。柱基準型
の設計方法では、正面の間の枝数の相違を考慮し
なくてもよいので2】）、設計方法は設計記号「見
h－1」から「見h－4」の4通りに大別できる。
正面の間は「公13」、「公6」以外は4、8枝であ
り、他の建築形式と比べると校数は断然少なく、
図面では疎垂木になっている。「見h－2」の「建
1」、「公13」、「公6」は正面の間の枝数は異なる
が、各例とも側面の間と向拝の出の決定法は同一
の「掛子造り」の手法である。向拝の出の決定法は
3通りある。
平面形状を見ると、横長型のみである。
図2－2－8「建日の挿図
表2－2－4　見せ棚造平面決定法
・神明造
表2－2－1に示したものの内、神明造（図2－2－9）
について、側面の間の決定法に着目すると、全て
が柱基準型である（表2－2－5）。神明造の平面決定
法は設計記号「神h－1」と「神h－2」の2通りである。
神明造は加賀、江戸建仁寺流の木割書と公刊本
のみにみられる。身舎の柱間決定法においては江
忘’
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図2－2－9「建5」の挿図
表2－2－5　神明造平面決定法
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正面の同（し） 銅顔の間（Ll）向拝の聞（Ll）
戸建仁寺流（建9、建18）と加賀建仁寺流（建5）に
よって相違がみられる。
平面形状を見ると、横長型のみである。
（2）妻入り
表2－2－1に示したものの内、妻入形式の社殿に
は、切妻造妻入（隅木なし、図2－2－10）、切妻造
妻入（隅木入、図2－2－11）、入母屋造妻入（図
2－2－12）がある。切妻造妻入（隅木なし）と切妻造
妻入（隅木入）との間には平面設計法の相違は認
められなかった。また、本稿の目的は、平面設計
法の分類・分析にあるので、切妻造妻入（隅木な
し）と切妻造妻入（隅木入）は区別せずに検討す
る。
・切妻造妻入
表2－2－1に示したものの内、切妻造妻人につ
いて、側面の間の決定法に着目すると、実寸型「切
図2－2－11「建2」の挿図
表2－2－6　切妻逢妻入平面決定法
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j－1」と柱基準型「切h－1」以外は全てが垂木基準
型である（表2－2－6）24）。
実寸型は全研究対象の中で唯一「切j－1」即ち
「諸10」にみられる方法で、正面、側面の柱間を
実寸のみで指定するものである。
柱基準型の平面決定法は「切h－1」即ち「諸23」
の一例のみである。「諸23」は側面に垂木を配し
ているにもかかわらず、側面の間を柱基準型で決
定している。又、「諸23」には垂木基準型による
設計法も併記されている。
垂木基準型の平面決定法は設計記号「切1－1」か
ら「切1－18」の18通りである。「切H3」の設計方
法が最も多くの木割書に記されており、内訳は、
建仁寺流3例、公刊本1例、諸藩3例であるが、
四天王寺流閑係の木割書には記されていないこ
とが注目できる。「切t－4」は平面決定法が垂木基
準型に分けられるが、向拝の出の決定法は柱基準
型である。木割書の年代は慶長19（1614）年であ
ることと、前に述べたように平面決定法は垂木基
準型より柱基準型の方が古い設計方法であると
考えられることなどから、「切卜4」の設計法は柱
基準型から垂木基準型への過渡的な設計法を示
していると考えられる。四天王寺流では全ての柱
間は垂木枝数で決められる。「切1－3」、「切卜5」
即ち「建25」の向拝の出の決定法は垂木基準型と
位置一図型両方を示している。前述したように建
仁寺流に属する設計法では、向拝の出の決定法は
位置型であるが、「建25」が記されたのが江戸後
－10－
期であることを考慮すると、垂木枝数を併記して
いるのは四天王寺流による影響とも考えられる。
切妻造妻人で江戸初期から既に垂木基準型の平
面決定法が用いられているのは、側面の間にも垂
木が配置されていることが影響していると考え
られる。
平面形状を見ると、横長と縦長の両方がみられ
る。平面決定は殆ど垂木基準型でなされており、
正面の間と側面の間の比率の種類も増え、平面形
状が多様であるといえる。
・入母屋遷幸入
表2－2－1に示したものの内、入母屋造妻入（図
2－2－12）について、側面の間の決定法に着目する
と、全てが垂木基準型である（表2－2－7）。入母屋
造妻人の平面決定法は設計記号「入t－lJから「入
卜4」の4通りである。四天王寺流4例、建仁寺流
と諸藩の木割書は1例ずつである。
四天王寺流では正面の間が22枝で、身舎は図
2－2－13のように「内神」2室と「下神」1室に分けら
れている。江戸建仁寺流の「建29」の身舎は1室
のみである（図2－2－12）。「猪8」の平面は四天王寺
流と同形式であるが、正面の間は22枚ではなく
20校である。筆録者は四天王寺流の工匠である
7）。正面の間を20枝とするのは初期木割書と建仁
寺流によくみられる設計法である。従って、「諸
8」の設計法は四天王寺流と建仁寺流の両方の設
計手法を取り入れていると考えられる。
平面形状を見ると、横長と縦長の両方がみら
れ、縦長型は身舎が前後3室に分けられるため、
奥行が深くなる。
図2－2－12「建29」
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図2－2－13
「四3」の平面図
表2－2－7　入母屋造妻入平面決定法
正面の同（L） 僻欄（Ll）向拝の臥し，）
4．時代・流派別による平面決定法の検討
明治時代以前に記された木割書35種類に記さ
れる一間社92項目の設計方法について時代・流
派別の観点からみてみたい。
初期木判事の平面決定法は切妻造妻人の「やし
ろ乃目録・わうし作りの－しややしろ之事」（慶長
19（1614）年）以外は柱基準型である。初期木割書
で、向拝の出の決定法が判るものは柱基準型と位
置型であった。「やしろ乃目録・わうし作りの一
しややしろ之事」の平面決定法は垂木基準型に分
けられるが、向拝の出の決定法は柱基準型であ
り、柱基準型から垂木基準型への過渡的な設計法
とみなせる。
四天王寺流に属する木割書では江戸前期の
「（社記集）」（慶安4（1651）年）から既に垂木基準型
の平面決定法が認められる。江戸中期以降の木割
書である「諸記集」（元禄10（1697）年以降）、「匠明」
（18世紀前半）、「社類建地割」（元文4（1739）年）
の平面決定法も全て垂木基準型であり、正面の間
は22枝である。
加賀、江戸建仁寺流に属する木割書では、江戸
中期の切妻造妻人の平面決定法は垂木基準型で
ある。「大工割方雑集」（天和元（1681）年）も垂木基
準型である。それら以外全ての事例の平面決定法
は柱基準型である。つまり、江戸中期の加賀、江
戸建仁寺流木割書の平面決定法は柱基準型が多
いといえる。
江戸後期以降の木割書「匠家雛形中之巻」（延享
4（1787）年）、「匠道奥秘巻・宮之巻」（江戸後期）、
「諸堂」（天保5～慶応4（1834－1868）年）、「匠家雛
形下」（安政4（1857）年）の平面決定法は殆ど垂木
基準型である。これらにおいて、向拝の出の決定
法として、「建24」の柱基準型、「建28」の位置型、
「建23」、「建25」、「建32」の垂木基準型と位置一
図型などが認められる。他の向拝の出の決定法は
垂木基準型である。以上より、時代が降るにつれ
て柱基準型から垂木基準型へ変化していると考
えられる。
公刊本と諸藩の平面決定法は、「新編雛形」（明
麿元（1655）年）では流造、切妻造妻入ともに垂木
基準型である。「新編大工規矩尺集」（元禄
13（1700）年）では流造は柱基準型で、切妻造妻人
は垂木基準型である。「建地割法」（江戸中期・後
期）では流造は柱基準型であり、切妻造妻人は柱
基準型と垂木基準型を併記している。「新編大工
規短尺集」と「建地割法」は柱基準型を用いている
という点では古い設計方法を継承しているとい
えよう。
江戸後期以降の木割書における平面決定法は
「新編大工雛形」（宝暦9（1759）年）、「工匠技術之
懐」（明治15（1882）年）、「諸木割」（明和8（1773）
年以後）の小規模な一間社と「壱社宮木割」（明和
－11－
8（1773）年以後）が柱基準型であり、その他は垂木
基準型である。つまり、江戸後期以降の公刊本と
諸藩の小規模な一間社の平面決定法は柱基準型
であり、小規模でない一間社の場合は垂木基準型
である。又、向拝の出の決定法は垂木基準型と位
置一図型であり、両方用いられる場合が多くみら
れる。
小括
木割書35種類の中で一間社の設計方法が記さ
れているのは92項目ある。正面の間は垂木枝数
で示され、さらに、実寸を併記するものもある。
側面の間の決定法は実寸型、柱基準型、垂木基準
型に分けられた。向拝の出の決定法は身舎の柱間
の決定法と比べると種類が多いが、柱基準型と垂
木基準型と位置型に分けられた。側面の間の決定
法の違いを基準にすると、平面決定法は実寸型、
柱基準型、垂木基準型に大別することができ、実
寸型は1通りの決定法が、柱基準型は側面の間、
向拝の出の決定法の違いによって19通りの決定
法が、垂木基準型は正面の間、側面の間、向拝の
出の枝数の違いによって38通りの決定法が確認
できた。
分析した結果は次のようになる。
1）平面決定法に関しては、江戸中期以前は柱基
準型が多く見られ、江戸中期以降は垂木基準
型が多く見られた。柱基準型は垂木基準型よ
り古い決定法と考えられた。
2）建築形式別で見ると、流造の平面決定法には
柱基準型と垂木基準型の両方が認められ、側
面の臥向拝の出の枝数は他の妻入りの建築
形式より少ない傾向があった。妻入りの平面
決定法は殆どが垂木基準型であった。4尺5
尺の流造、神明造、見世棚造などの小規模な
一間社の平面決定法は柱基準型であった。
3）江戸中期の建仁寺流の木割書に記される平面
決定法は、切妻造妻人以外は柱基準型であり、
四天王寺流の木割書では全ての建築形式が垂
木基準型であった。江戸後期以降は建仁寺流
の設計法も垂木基準型になり、両流派の設計
法に差は見られなくなった。一方、公刊本と
諸藩の木割書はそれぞれ独自の決定法が認め
られた。
4）時代が降るに従い向拝の出を具体的に決定す
るような傾向が認められた。即ち、向拝を含
めた社殿全体の設計法が体系的に完成してい
ったといえよう。
5）身舎の平面形状には横長と縦長の2種類ある。
L．／し、L2／Lの比率を見ると．垂木基準型
の方が柱基準型より多様な値が存在した。即
ち、垂木基準型の方が柱基準型より多様で、
精密な比例関係を表現しうる設計法である
と考えられる。従って、神社建築の微妙な形
態変化に対応できる設計方法として、江戸中
期以降は垂木基準型が多く採用されるよう
になったと考えられる。しかし、見世棚迄な
どの小規模な社殿の場合は垂木数が減少す
るので、垂木基準型の設計法を採用する利点
が少なくなるため、小規模な一間社の平面決
定法には桂基準型が用いられたと考えられ
る。　　　　　　　　　　（費迎慶・永井康雄）
【謹］
1）伊藤要太郎r匠明・匠明五巻考』（鹿島出版会、1971
年）、渡辺保忠・中川武「「新編拾遺大工規矩尺集」に
おける木割の方法と寸法体系の構成（木割の建築生
産史的考察　そのl）」柑本建築学会論文報告集、
第194号、1972年4月）など。
2）慶長期の木割書に記される神社建築については永井
康雄・他「庄内滞大工棟梁小林家旧蔵の慶長期以前の
木割書にみられる一間社について（その1）」（日本
建築学会技術報告集、第6号1998年10月）、永井康
雄・他「庄内藩大工棟梁小林家旧蔵の慶長期以前の木
割事にみられる一間社について（その2）」（日本建
築学会技術報告集、第7号、1999年2月）、永井康
雄・他「庄内藩大工棟梁小林家旧蔵の慶長期以前の木
割書にみられる三間社について」（日本建築学会技術
報告集、第5号、1997年12月）などがある。
3）永井康雄・他「「匠明・社記集」の成立過程について」
（日本建築学会計画系論文集、第487号、1996年9
月）
4）全国各地に残されていた木割書を収集分類した研究
に内藤昌氏「大工技術書について」（建築史研究第30
号、昭和36年）がある。
5）一間社木割書にいては注2）の論考の他、中川武「木
割書における柱間寸尺の決定方法について」（日本建
築学会大会学術講演梗概集、昭和51年）、吉田高子
「木割書による一間社流造柱間寸法決定法」（日本建
築学会大会学術講演梗概集、1990年10月）がある。
遺構については、吉澤政己「信濃における一間社本殿
の平面寸法決定方法について」（日本建築学会計画系
論文集、第470号、1995年4月），費迎慶・他「遺構
に見る一間社の設計方法に関する研究」（日本建築学
会東北支部研究報告会、第67号、2004年6月）に
おいて論考した。
6）木割書の区分・年代については、注3）、注4）の論
文を参考にした。
7）朴択家、千田家は仙台藩の大工で．四天王寺流であっ
た（永井康雄・他「仙台薄への四天王寺流の伝播と継
承について」（日本建築学会計画系論文集、第530号、
2000年4月））。「官形」（戸崎家史料）には「大久保」
r延治」の印があり、「宮社地割」には「喜平次之図」と
記されている。この「大久保延治」「喜平次」は平内家
史料（東大蔵）中の「継手仕口絵様」に記される「神田
多町大工喜平次」と同一人と考えられ、日光東照宮五
重塔の文化14（1817）年再建時の棟梁であった。同
塔には「大久保喜平治」と胡粉筆書が残されている
（重要文化財五重塔、鐘舎、上社務所修理工事報告
書、（財）日光社寺文化財保存会、昭和56年3月）。
「一番」、r二番」（戸崎家史料）は「匠家雛形下」（甲
良家史料、東京都立中央図書館蔵）と項目、記述内
容が極めて近い。
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8（1773）年以後）が柱基準型であり、その他は垂木
基準型である。つまり、江戸後期以降の公刊本と
諸藩の小規模な一間社の平面決定法は柱基準型
であり、小規模でない一間社の場合は垂木基準型
である。又、向拝の出の決定法は垂木基準型と位
置一国型であり、両方用いられる場合が多くみら
れる。
小結
木割書35種類の中で一間社の設計方法が記さ
れているのは92項目ある。正面の間は垂木枝数
で示され、さらに、実寸を併記するものもある。
側面の間の決定法は実寸型、柱基準型、垂木基準
型に分けられた。向拝の出の決定法は身舎の柱間
の決定法と比べると種類が多いが、柱基準型と垂
木基準型と位置型に分けられた。側面の間の決定
法の違いを基準にすると、平面決定法は実寸型、
柱基準型、垂木基準型に大別することができ、実
寸型は1通りの決定法が、柱基準型は側面の間、
向拝の出の決定法の違いによって19通りの決定
法が、垂木基準型は正面の間、側面の間、向拝の
出の枝数の違いによって38通りの決定法が確認
できた。
分析した結果は次のようになる。
1）平面決定法に関しては、江戸中期以前は柱基
準型が多く見られ、江戸中期以降は垂木基準
型が多く見られた。柱基準型は垂木基準型よ
り古い決定法と考えられた。
2）建築形式別で見ると、流道の平面決定法には
柱基準型と垂木基準型の両方が認められ、側
面の間、向拝の出の枝数は他の妻入りの建築
形式より少ない傾向があった。妻入りの平面
決定法は殆どが垂木基準型であった。4尺5
尺の流造、神明造、見世棚道などの小規模な
一間社の平面決定法は柱基準型であった。
3）江戸中期の建仁寺流の木割書に記される平面
決定法は、切妻造妻人以外は柱基準型であり、
四天王寺流の木割書では全ての建築形式が垂
木基準型であった。江戸後期以降は建仁寺流
の設計法も垂木基準型になり、両流派の設計
法に差は見られなくなった。一方、公刊本と
諸藩の木割書はそれぞれ独自の決定法が認め
られた。
4）時代が降るに従い向拝の出を具体的に決定す
るような傾向が認められた。即ち、向拝を含
めた社殿全体の設計法が体系的に完成してい
ったといえよう。
5）身舎の平面形状には横長と縦長の2種類ある。
し．／し、L2／しの比率を見ると、垂木基準型
の方が柱基準型より多様な値が存在した。即
ち、垂木基準型の方が柱基準型より多様で、
精密な比例関係を表現しうる設計法である
と考えられる。従って、神社建築の微妙な形
態変化に対応できる設計方法として、江戸中
期以降は垂木基準型が多く採用されるよう
になったと考えられる。しかし、見世棚道な
どの小規模な社殿の場合は垂木数が減少す
るので、垂木基準型の設計法を採用する利点
が少なくなるため、小規模な一間社の平面決
定法には桂基準型が用いられたと考えられ
る。　　　　　　　　　　　　（費迎慶・永井康雄）
［註］
1）伊藤要太郎『匠明・匠明五巻考』（鹿島出版会、1971
年）、渡辺保忠・利「l武「「新編拾遺大工規炬尺集」に
おける木割の方法と寸法体系の構成（木割の建築生
産史的考察　そのⅠ）」（日本建築学会論文報告集、
第194号、1972年4月）など。
2）慶長期の木割書に記される神社建築については永井
康雄・他「庄内藩大工棟梁小林家旧蔵の慶長期以前の
木割書にみられる一間社について（その1）」（日本
建築学会技術報告集、第6号1998年10月）、永井康
雄・他「庄内藩大工棟梁小林家旧蔵の慶長期以前の木
割書にみられる一間社について（その2）」（日本建
築学会技術報告集、第7号、1999年2月）、永井康
雄・他「庄内藩大工棟梁小林家旧蔵の慶長期以前の木
割書にみられる三間社について」（日本建築学会技術
報告集、第5号、1997年12月）などがある。
3）永井康雄・他「「匠明・社記集」の成立過程について」
（日本建築学会計画系論文集、第487号、1996年9
月）
4）全国各地に残されていた木割書を収集分類した研究
に内藤昌氏「大工技術書について」（建築史研究第30
号、昭和36年）がある。
5）一一間社木割書にいては注2）の論考の他、中川武「木
割書における柱間寸尺の決定方法について」（17」本建
築学会大会学術講演梗概集、昭和51年）、吉田高子
「木割書による一間社流遺柱間寸法決定法」（日本建
築学会大会学術講演梗概集、1990年10月）がある。
遺構については、吉澤政己「信濃における一間社本殿
の平面寸法決定方法について」（日本建築学会計画系
論文集、第470号、1995年4月）、費迎慶・他「遺構
に見る一間社の設計方法に関する研究」（日本建築学
会東北支部研究報告会、第67号、2004年6月）に
おいて論考した。
6）木割書の区分・年代については、注3）、注4）の論
文を参考にした。
7）朴沢家、千田家は仙台藩の人工で、四天王寺流であっ
た（永井康雄・他「仙台溝への四天王寺流の伝播と継
承について」（日本建築学会計画系論文集、第530号、
2000年4月））。「官形」（戸崎家史料）には「大久保」
「延治」の印があり、「官社地割」には「喜平次之図」と
記されている。この「大久保延治」「善平次」は平内家
史料（東大蔵）中の「継手仕口絵様」に記される「神出
多町大工喜平次」と同一人と考えられ、日光東照宮五
重塔の文化14（1817）年再建時の棟梁であった。同
塔には「大久保喜平治」と胡粉筆書が残されている
（重要文化財五重塔、鐘舎、上社務所修理工事報告
書、（財）日光社寺文化財保存会、昭和56年3月）。
ト一番」、「二番」（戸崎家史料）は「匠家雛形下」（甲
良家史料、東京都立中央図書館蔵）と項目、記述内
容が極めて近い。
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8）「公7」切妻造妻人で向拝のない形式は、これ以外に
類例がない。また、「公4」は社殿形式が不明である
ので、これらは建築形式による分析の対象外とする。
9）「建　2」では正面の間を「一尺」と記述しているが、同
木割書の「建3」、「建5」及び類本「社家」（滑川市立博
物館）の「一間社王子作」は「一丈」であるため、「建
2」の「一尺」は「一丈」の誤りと考えられる。
10）「緒川」は「表ノ間九寸と妻壱尺」と述べているが、「表
ノ間九尺と妻壱丈」の誤りと考えられる。
11）「公13」では「正面弐尺位より五尺迄有ものなり」と記
述している。
12）柱の間の実寸指定に関する研究には中川武「「匠明」
における基準柱間の絶対寸法指定について」（日本建
築学会大会学術講演梗概集（九州）昭和56年9月）
があり、正面の間の実寸指定は標準規模の設定であ
ることが指摘されている。
13）ただし、「建5」は正面柱間l丈に対して垂木数は18
枝と他の木割書と比べて枝数が少ない。
14）「諸10」には平面柱間寸法以外は比例関係で示してい
るので、実際の建物の覚書ではない。
15）「四6」の側面の間の垂木枝数は注3）と類本との比
較分析した上での判断した結果である。
16）「匹日」、「四7」は立面図が描かれていないので、向拝
形式は直接判断できない。しかし、大床、階の決定
法が示されているので、向拝の形式を知ることがで
きる。表2－2－1中で向拝の形式は（）付で示した。
17）木割書「建7」では「こはいの間ハ大床高欄中墨にて広
サ垂木七枝半にして階子五段畳て向拝の柱の内ノ面
におきむ是向拝の出はなり」と記述しており、垂木基
準型と柱基準型のように直接的に向拝の出を規定す
るのでは無く、大床の広さ、階と向拝柱の位置関係
で決めている。
18）位置一図型に考えられる項目には表2－2－1中で向拝の
出は　0　付で示した。
19）「公13」では「柱大サ正面柱内法二一寸一分」と記述し
ている。
20）流造の「諸5」は記述が不十分で、平面決定法が不明
であるため分析の対象外とする。
21）柱太さは垂木枝数とは無関係に正面の間から直接規
定される。従って、側面の間は正面の間の枝数の違
いには影響されない。
22）柱大きさを基準とする柱間決定法は、寺院建築につ
いては石井邦信「柱間の内法・心々・外法の関係（ICO
型分類）」（日本建築学会論文報告集第215号・昭和
49年1月）の研究によって、奈良時代にみられるこ
とが指摘されているので、神社建築についても同様
であったことが推測される。尚、掛子道の平面設計
法は柱基準型であるが、この名称の元である掛子と
いうものは既に平安時代に存在したとされる（建築
大辞典より）。
23）腰組道の「諸2日は記述が不十分で、平面決定法が不
明であるため分析の対象外とする。
24）切妻造要人の「建22」、「四13」は記述が不十分で、平
面決定法が不明であるため分析の対象外とする。
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第2項　寺院　禅宗様仏殿
木割書は中世末ごろから書かれ始め、近世中期に
は「匠明」「建仁寺派家俸書」のように建築技術書として
体系化されていく。木割書の内容は時代、各建築流派
によって様々であり、その手法を試行錯誤し、木割書が
体系化されたといえる。これまで木割書に関する研究
は「匠明」「建仁寺派家侍書」を中心に単体として行わ
れてきたt・2）。また、初期木割書に関しても、最近発見さ
れた小林家資粁）をはじめとし、斎藤家文書4）、林家文
書5）などそれぞれに関する研究は行われているが、初
期木割書を含めて総合的に見た研究は端緒についた
ばかりといえが。ここでは、これらの研究成果に基づき、
禅宗様仏殿の垂木数を用いた設計方法の変遷を明ら
かにし、「間（あいだ）」を使った設計方法の発展過程を
理論的に解明する。そのため、初期木割吾では新発見
の史料を加え、江戸時代中・後期以降では「匠明」「建
仁寺派家博書」を含めた関連のある全ての木割書を対
象とし、各々に記される設計方法の相互関係と変遷に
ついて検討する。また、遺構との比較を行い、禅宗様
仏殿における設計方法の変遷を遺構と技術書の両方
から明らかにする事を目的とする。
1．分析対象とする建築技術書
禅宗様三間仏殿、五間仏殿の設計方法を記した建
築技術書で現在知られているものは表2－2－1の通りで
ある。
三間仏殿の記述は、24史料全てにあるが、その中に
は同一内容のものもある。以下、ここでは設計方法の相
違が最も明確に現れている斗快の設計方法について
詳細に検討する。
2．各木割書に記される設計方法の解読
表2－2－2にそれぞれの木割書から得られた木割値、
斗相、斗棋相及びその比重について示した。
（1）初期木割書における設計方法の特徴
恥1「洲本御大工斎藤家文書」は覚書的傾向が強く、
「日本様の～」という項目が多い。「ゆたもささん仏殿」
以外の項目では、禅宗様については和様の設計方法
に付け加えられる形となっていることから、和様を主体
とした木割書と言えよう。また、柱大免などの特殊用語、
巻斗幅を肘木から決めるなど後世の木割書には見られ
ない設計方法が記され刊、る。
No2「木椎」は「備わりを定めて大斗を出す」のように、
斗棋配列（斗配）を決め、大斗幅を求め、柱太さを求め
る。これも後世には見られない設計方法である。
No3「（諸）木くたき之事」は、垂木数のみで柱間規模
を表す。斗杖に関連する項目は「いつものごとく」とある。
しかし、同史料にはこれ以外に禅宗様の建物はないの
で、和様と同じ方式と解釈することが出来る。
No4「（唐様俳殿其外諸木砕）」には「間」という用語が
見られる最初の例であるが、後の時代の概念とは異な
るものである。
No5「諸木砕」では「間」を基本単位とする設計方法が
用いられている。
（2）中後期木割書における設計方法の特徴
中後期木割書には、「垂木数」と「間」のどちらかを
基本単位とする設計方法が記されている。
No6「禅家金山寺図」は加賀建仁寺流の木割書で
ある。「彿殿木砕」のほかに、斗杖の設計方法を4種
類示し、うち2種類はN04と、残りはNolO，16と同様の
表2－2－1使用する資料
流
派 No． 史料名
備
考 所蔵 和暦 西暦
三間仏殿 五
間
仏
組
物簑有
階
無
初
期
木
割
皇
1 木枠之注文（寿影覚書） 淡路文化史料館・斎藤家文書 永禄5以降 1562－ ○ 　／ 　／ △
2
3
木推 東京都立中央図書館・木子文庫 ・林家伝家図書 天正5 1577 ○
／ ／ ○
（諸）木くたき之事 鶴岡市郷土資料館・小林家資料 ・▲・▼　● 1604 ○ ○ 　／ 　／
4
5
（唐様悌殿其外諸木枠） 鶴岡市郷土資料館・小林家資料 慶長19 1614 ○ 　／ 　／ 　／
（諸木枠） 鶴同市郷土資料館り小林家資料 慶長20 1615 ○ 　／ 　／ 　／
中
後
期
木
割
書
加 6 禅家金山寺図・上 ● 金沢市立玉川図書館・清水文庫 江戸中後期 1700－ ○ 　／ 　／ ○
江
四
江
7 建仁寺派家伝量・禅家 ロ 東京都立中央図書館・甲良家伝来 延宝5－宝永7 1677－1710 ○ ○ ○ ○
8 禅家伽藍木割 ロ 静嘉堂文庫・池上家所伝 貞享2 1685 ○ 　／ 　／ 　／
9 禅家伽藍図 ⊂l静嘉堂文庫・池上家所伝 貞享2 1685 ○ ○ ○ 　／
10 諸記集・堂記集 静嘉堂文庫・池上家所伝 元禄10以降 1697－ ○ 　／ 　／ 　／
11 凸社向集木割 ロ 東京都立中央図書館 ・甲良家伝来 宝永頃 1704－1710 ○ 　／ 　／ 　／
12 諸堂社絵図 口 東京大学 宝永4－寛延1 1707－1748 ○ ○ （⊃ 　／
13 詩聖 東京都立中央図書館 ・甲良家伝来 享保2－20 1717－1735 ○ 　／ 　／ 　／
四 14 講堂建地割 ■ 東京大学・平内家伝来 元文4 1739 ○ 　／ 　／ 　／
加
四
15金山寺図 ▲ 静嘉堂文庫・池上家所伝 寛延3一首政1 1750－1789 ○ 　／ ○ 　／
16匠明・堂記集 東京大学・平内家伝来 18世紀軒I半 1700－ ○ 　／ ○ 　／
江 17禅家伽藍図 ロ 滑川市立博物館 ・岩城家文書 江戸末～明治 ○ ○ ○ 　／
四
加
18新撰大工雛形 ■ 東北大学 宝暦9 1758 ○ 　／ 　／ 　／
19禅宗七堂 ▲ 滑川市立博物館 ・岩城家文書 明治16 1883 ○ 　／ 　／ 　／
20 刀て建仁寺七堂伽藍図 ● 滑川市立博物館・岩城家文書 江戸末一明治 （〕 　／ 　／ 　／
江
／
／
21 匠家雛形・中之巻 ［コ 東京都立中央図書館・甲良家伝来 延享4 1787 ○ 　／ 　／ 　／
22 建地割法 京都府立総合資料館 江戸中後期 1700－ ○ 　／ 　／ 　／
23 建地割法（図） 京都府立総合資料館 江戸中後期 1700－ Cl 　／ 　／ 　／
江 24 匠道奥秘巻・椎の巷 □ 婁貢大学 江戸後期 ○ ○ 　／ 　／
備考欄の●0■△はそれぞれ同じ内容　 加：加賀建仁寺流 江：江戸建仁寺流 四：四天王寺流
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表2－2－2　各資料の木割値
No 資料名 項目
中の間し． 瞳の間 雨打の間 側削 1 柱丈、内法など
垂木 大斗 巻斗 l洞
l（d
l
斗横相
（b）
比宰
（山 】 Ho下端t 未聞 嶋（D） 既 騙（m〉 旺　　 斗相
太写lf 大雪l価 ft■ ナ　ナ■● ▲■1
Nol 洲本御大エ ゆたもささん仏貯 － －
　／
LrxlO／10
間の柱の外or
◆2寸昭 文）
践大免片
申角 －
¢■×1 蛙片申す 斗尻
吊／d － － Hol
No2 末椎 廿五 唐様の供殿
垂木2相
中備2組
垂木1時
相 場
垂木1掩
中傷欄 大串 12／10 蛤の軋 ／中憂 ¢1日 ／5
圭木下輔
相 返し
ヰえを定めて
大斗を出す ー － － －
▲
2劇1
▲
4．762
▲
ク肋
机2
Noユ
（諸）木〈たき
之辛
三間儀でんからやう主事 垂木2柑 」1y2／3
垂木†臓
重大1掩 」■×tM ∞
内法Llx9′10
柱丈Ll◆u
¢1日 ／5 め，×1 斗か 1 lX2＋
未聞 － No3
机4－1
薫歪 但けんにんじゃう三間四方のふっ　でんなり 澗 澗
　／
」．×川／1∞ 桂丈土居 ×1／之
－ －
¢1×0．且 村木文一 大斗幅 ×
4／6
肘末文一
分低く －
▲
1．333
▲
4．m
▲
ユ皿
帖H
Ho4－2
からやうのぶ 但ゆたのけて三間四 3間 珊
垂木1相 」．×10／10
柱丈土居 ×1／2
－
テ＋川 音 肘本文一つ 大斗幅 X 肘木丈－
▲ ▲ 1
Nd－2ってん主事　　　 方也 垂木初枝 垂木噸 凋 半 玉の拉丈 （2方ま） 4／6 分低く 1．333 4．m 3」氾
ND5 翫 砕 笥 けんにんしやう別 ミはからいにて広く ー ー L■XlH （旧
権丈土居かた中　すみ
－ － － － あい Xl′6
肘末丈一
分低く －
▲
1．852
▲
1．的2
▲
1朋 Ho5
帆6－】
祥
雲
金
山
寺
田
柏 木砕 16尺垂木24抜 垂木16載 垂木12枝 L■×10′10 J2Xh人側高さ － － ー － － － － － － － 掴 －1
NDE－2k】 三手先接触 是ハ垂木附ヲフム也 中の租／3にi木八丁 － ー
L■×10／10
一 －
¢】×0＿8 大斗幅
十二ィナ
大斗幅 ×
∴J
大斗丈よ
っノ5
－
▲
1．333
▲
1．00
▲
3劇
No6－放1
ND6－2kZ
　 三手先接触
作中ノ闇二十四之誇之 中の彿／3に垂木八捜 － － し■XlO／1仰 － － N06一致2
Noト2kユ 三手先八枚掛斗配達卜云 垂加 相 － －
L■X12／10
（h Xl／5 1ユー
tx2＋本間
－
▲
‖¶
▲
‖1月
▲
リ
No6－放3
Noト2k4
　 三手鯛
但中／問二十七線三時用 垂和 7校 － －
め，Xl／5 1jt ー
▲
2＿02tI
▲
之．コ57
▲
1．17 No6一礼4
No15 金山寺図 五間僕殿木枠 2丈垂木27校 垂木城主 垂木†碩 し，XI0／10
人傑5ツ聞半
（雨打しけ 川 ） －
木間違
－ ー － － － No15
NDト1 建
仁
寺
派
家
l
暮
「稗凱 三間仏匪 あいたy3
1あいたは摘
あいたX
2
垂木14枚 LlX12／10 あいた×4．5 － － ー － 一 Ho7－1　弓
N07－4kl
「医用小机 董宮用之小割之事
あいたX3 － ー － －
¢■X8．8 大斗幅X
5．50代／用
あLlXt／6
巻斗幅×
即10
巻斗幅
×りユ
▲
用52
▲
】．852
▲
1劇
仙7＿麒1】
NoT一触2
あいたり
1あいたlよB纏 － － －
¢■×1／5 1．2t tx2＋本間 －
▲
2＿273
▲
2．273
▲
1劇 仙7一徹2
iNoT一触3 あいたり
1あいたl再校 － － －
め，Xl／■5 t
あい メ1／も
メー2＋大間
巷斗幅
×1月
▲
柑52
▲
】．852
▲
1劇 仙7－膿3
HDl0－1kl 諸
記
■
璧
記
集
三間仏殿王事
垂木2鳩
LIXM
（欄 ）
垂木1沌 （脇の
剛 ＼ら柱引く） 」．×1日 0
柱丈し．＋」2
¢】Xl／6 Ijt
申，×0．8
∬0．9
大斗幅X
5，5／10
tx2＋
本間 斗尻×1
－
▲
2，020
▲
2357
▲
1．17
批川－11
鵬10－川2 垂木24校 め，×tノ6 Uナ －
▲
州73
▲
‖11
▲
1伽 勅1い1k2
Nol一拍ユ 垂木27嶺 由一Xt／6 101／9沈 ー
▲
川7【
▲
lqn7
▲
11け
HoI0－1kコ
H010－1－4 垂木24校 少．Xl／6 14／Ht －
▲
，133
▲
HM
▲
リ
仙川－1k4
鶴川 匠明・堂記l 雨打作唐用三間仏殿之国 重大2相 垂木1碩
垂木l臓 （15践）
れ2に¢1狭く 」1XH／100
経文し．＋しコ ¢．×1／5 1．2臥 れ ×0＿9
大斗幅X
5，5／18
tx2＋未聞 斗尻 xl －
▲
2．058
▲
2．469
▲
1J亡 No16
Nq14 諸堂建地割 法皇 垂木27校 垂木1経 垂木1臓 ¢4xl＿2 経文組織三間半 ¶ ー － － － － － － － ▼ Ho14
No22 建地割法 ゆたのこといるかわのこと －
三間にわ
リて二分 中の間半分 」．×川／10
柱丈中の間一つ
半 雨打高札 1
¢1XO．8 大斗帽×
5．5ノ10
中の間川
巷斗幅X
6／10
巻斗幅
Xh′コ
▲
し852
▲
1．拓2
▲
1」刀
No22
註柱丈・内法は木割書によって指定する部位が異なる。し札、今回はその値のみを記した。▲は換算値
ものである。
No15の「金山寺図」には斗枝に関する項目はない。
中の間を垂木数で示しながら、柱丈を「間」の単位を
使って示す。
No7「建仁寺派家侍書」は江戸建仁寺流の木割書
である。「間」の設計方法を主体とし、同史料の斗杖
の項目では、3種類の斗棋設計方法が記されてい
る。
NolO「諸記集」No16「匠明」の四天王寺流の木割
書には垂木数のみを用いる設計方法が書かれてい
る。仏殿で垂木を用いて設計する際には扇垂木を平
行垂木と仮定して用いる。和様仏堂では、垂木数を
設計単位とする2種類の設計方法があり、一つは中
の間に垂木を割り付けて垂木歩を決めていく方法
（①）、もう一つは中の間から柱、柱から垂木下端を
求め、垂木木間を調整する方法（②）である。No16で
は①の手法を用いる。一方、NolOは①、②の両方の
方法に対応できるように垂木下端の木割値を調整し
ている。
No14「諸堂建地割」は、No15と同様、柱間規模は
垂木数で示してあるが柱丈には「間」を用いるなど、
様々な木割書の要素を持つ。斗杖に関する項目は
ない。
No22「建地割法」は「ゆたのこと」、「いるかわのこ
15
と」と二つの項目があり、かなり重複する文章が多い。
表では「いるかわのこと」のみを記した。この木割書
では、中の間の値を決めれば他の寸法は、ごく機械
的に算出する事が出来、「間」に基づく最も簡素な設
計方法といえる。
3．木割書にみられる設計方法の比較
（1）平面の設計方法
中の間と脇の間の比は、記述のあるものは全て3：2
であった。雨打の間は中の間の半分から大きくても0．6
の範囲に納まっていた。雨打の間は、No22を除き全て
垂木数で示している。N04には雨打の有るものとないも
のの2通りが記されており、雨打のあるものには垂木数
が記されている。また、同資料では垂木の記述があっ
ても軒の出を示す程度であり、垂木が和様の時のように、
重要な設計単位ではなくなっているといえる。各柱間規
模をNo3，No6，No14，No15は垂木数のみで示す。また
No2，NolO，No16は垂木数と共に「備え」を用いる。この
「備え」は組物の数を示しているのみで長さの単位には
用いられていない。No4－1では「間」のみ、No4－2，N07
では「間」と共に垂木数も示す。これらでは、「間」は組
物の真々距離を指していて、この「間」は柱丈、内法な
どを示す際に「3間半」などと表し、基準単位として扱わ
れている。
（2）斗株の設計方法
木割書の設計方法には2通に分けられる。「垂木数」
を基準とする設計方法と「間」を基本単位とする設計方
法である。以下、本文で使用する部材や部位の名称を
図2－2【1に示す。
・巻斗の設計方法
斗杖は大斗、肘木、巻斗から構成される。設計方法の
相違が最も顕著なのは巻斗幅の決定方法であり、以下
に示す【1】～【4】まで、4通に大別できることが明らかに
なった。それによって斗棋形式が変わる。
【1】巻斗幅＝巻斗斗尻×6／4
Nol
【2】巻斗幅＝大斗幅×2／3（または4／6）
No4，No6－2kl．k2
【3】巻斗幅＝垂木下端二つ木間一つ
【3－1】八校掛け（24枝）
No3，No6－2k3，k4，No7－4k2，Nol0－1k2
【3－2】九枝掛け（27枝）
Nolひ－1kl．N016．No7－4k3
【4】巻斗幅＝「間」×1／6（中の間の1／18）
No5，No7－4kl，k3No22
【1】は肘木から巻斗斗尻を求め、巻斗幅を算出する
珍しい方法である。【2】は巻斗と大斗の関係性が強い
和様的な手法である。【3】は八枝掛（24枝）、九校掛（27
枝）の場合があり、中の間から垂木歩を求め、巻斗幅を
決めるものであり、これも和様的な手法である。【4】は中
の間から直接巻斗幅を求める方法で、これは「間」を単
位として用いることから成立する方法である。
・斗株全体の設計方法
巻斗幅の決定及び配列方法によって斗配を6つの
方法に分類できた（図2－2－2）。斗相及び斗棋相の関係
は表2－2－2に示した通りである。
①巻斗配斗尻違
No2
巻斗を並べて指定の斗相になるように巻斗をずらす
方法である。斗相と斗棋相の関係は均一にはならな
い。
②大斗巻斗斗違
No4，No6－2kl，k2巻斗【2】
巻斗と大斗を斗遠にする。斗相と斗棋相の関係は均
一にはならない。
③八枝掛斗尻違（垂木24枝）
No3，No6－2k3．k4，No7－4k2．No10－1k2巻斗【3－1】
垂木を配し、最も外側の巻斗の外面を垂木の面にあ
わせるように斗尻達に巻斗を配する。垂木の木間と斗
16
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図2－2－2木割書から求められる斗棋設計方法
侠相、斗相は全て等しくなる。
④九枝掛斗違（垂木27枝）
No10－1kl，No16　巻斗【3－2】
八枝掛の場合より、巻斗の幅が小さくなる分、巻斗を
斗達に配する事ができる。斗相と斗杖相は完全に等し
くはならないものの極めて1：1に近くなる。
⑤「間」斗達
No5，No7－4kl．No22　巻斗【4】
これは巻斗幅を「間」の1／6にして、斗相を巻斗幅の
1／3にすることで、斗相と斗棋相の関係を等しくする。
⑥「間」九枝掛斗違
No7－4k3【3－2】【4】
これは⑤の方法に垂木数も合わせるために、垂木下
端と木間を等しくする木間返しにして垂木を並べたもの
である。これは、垂木下端、木間、斗相、斗棋相が全て
等しくなるようにする。
（3）設計方法の変遷過程
・垂木数を基準とする設計方法
No3．No6－2k3，k4．No7－4k2，No10－1kl，k2．No16
これらは何れも柱間規模を垂木数で示し、何れも巻斗
の設計方法は【3】の方法で、斗株全体の設計方法は
③、④となる。この垂木数を用いる方法では、理論上、
八枝掛の場合は斗相と斗棋相の比を1：1に、九枝掛で
はほぼ1：1にすることが出来る。この方法は和様仏堂の
設計方法をそのまま受け継いだ形の手法である。
・「間」を用いる初期の設計方法
仏殿は扇垂木を用いるので、従来の仏堂の設計方
法を適応する事が出来なくなった。そこで「間」の設計
方法が生まれたと考えられる。No2，No4．No6－1kl，k2の
木割書には柱間規模を示すのに垂木数を用いている
が、 杖の設計にはそれを用いていない。N02では最
初に「備わり」を定めるとあるように、巻斗は垂木を介さ
ずに先に、斗相と斗棋相の関係を1：2とするように配列
する。No4－1では柱間規模を表すた捌こ「間」を用いて
いる。この「間」は中の間の1／3という意味で使っている。
No6－2kl，k2は「中の間を三つにわりて一つ」とあるので、
N04で使われる「間」と同じ意味になる。これらの巻斗の
設計方法は【2】の方法で、斗棋全体の設計方法は②と
なる。大斗との関係性が強く、斗相、斗棋相に対する配
慮がない。よって、斗相にくらべ斗桃相が大分広くなっ
てしまう。
・「間」を基準とした設計方法
No5，No7－4kl．No22では、巻斗の設計方法を【4】の方
法で、斗棋全体の設計方法は⑤となる。巻斗幅の1／3
を斗相とすることによって斗棋相も巻斗幅の1／3になり、
斗相と斗杖相が同一寸法となる。この方法は巻斗を何
の部材とも関連させずに配列すること、斗相と斗杖相を
意識することで成立する方法である。これによって「間」
が単位として確立されたといってよい。
さらにNo7－4k3では、垂木配とも整合するようにされ
ている。垂木の下端と木間を同じにする事によって、等
間隔に配列し、垂木と木間、斗相と斗棋相を全て同じ
にする。これによって扇垂木である母屋部分と平行垂
木の裳階部分の両方に対応する設計方法とすることが
出来る。「間」の設計方法は、まず巻斗と垂木との関係
を切り離す事に始まる。ついで、和様のように斗槙を構
成する部材との関係を切り離し、巻斗を他の部材と関
連させずに配列する。そして同時に理論上完全に斗相
と斗棋相を1：1にすることが出来るようになった。
垂木数を基準とする設計方法は、極めて斗相＝斗棋
相に近い関係にすることができた。四天王寺流はこの
方法を追及し、和様、禅宗様の建築すべてその方法で
設計するようにしたといえる。一方、「間」の設計方法を
用いた江戸建仁寺流は、「間」を垂木数とも関連させる
事で、仏殿全体を設計する方法にしたといえる。
4．遺構に見られる禅宗様組物と木割書の関連性
前述のように、巻斗幅の決め方によって斗杖全体の
表2－2－3　遺構調査対象
名称 建物形 式 和 暦 西 琶 所在地
1善福 柵 迦堂 寄 陳 扱 1327和歌山海南市
2常福院薬師堂 入母屋 室町中期 真 申 福 鰍 胎 毒美 里町
3円覚寺 舎利殿 入母 畳 室町中期 室 中 神 等訓 l県鎌倉市
4善光 寺薬師堂 寄棟 文明15 1483愛媛県北宇和郡広見町
5定光 寺本堂 入母屋 明 石2 1493愛知県瀬戸市
6西願寺阿弥陀 堂 寄棟 明 7録 1495千葉県市原市
7東光寺 仏殿 入母屋 室町後期 山梨県甲府市
8奥之院 弁天皇 宝形 室町後納 福島 討 所 課 醐 坪 町
9竜綽寺三仏堂 寄 陳 室町後期 茨城県取手市
1 円通寺本堂 入母 屋 天 文年間 1馴 広島県庄原 市
11玉鳳院 開山堂 入 母匿 天 文移 云 15321近 京都阿房郡市
12長楽寺 仏鞍 寄 陳 天 正5 1577細 山県有 ㈱ lr市
13輸王寺 法華堂 童形 元和 ト 1619栃木県 日光市
14 日東慶 寺仏殿 寄 棟 棄 永11 1634神 勅 Il県横顔市
15東照宮 （閻 宝形 寛 永13 1636栃木県 日光市
16本地堂 入母 匿 寛 永13 1636栃木県 日光 市
17泉福寺開山堂 切妻 遥リ 寛 永13 16：浴 孟
18輪三　　　 一 入母 屋 純 1653栃木県日光市
19瑞 巨寺 入母屋 万治Z 1659富山県 高岡市
20専修寺を【王来堂 入母屋 寛廷 元 1748三 重県 連市
21妙心寺仏殿 入母屋 文 肘 0 1827岸扁1附 方ミ石1叩
設計方法が変わる。そこで実際の遺構ではどのような
手法が用いられているかを検討する。
（1）対象遺構
国宝・重要文化財の寺院の中から詰組が用いられて
いるものを対象とする。そのうち修理工事報告書のある
ものは80件あった。斗相と斗棋相の関係を見ることの出
来るものは36件であり、うち21件については詳細な寸
法を読み取る事ができた（表2－2－3及び表2－2－4）。
（2）遺構に見られる設計方法
・平面の設計方法
各部材の実測値と、そこから求められる斗相、斗棋
相の比率を表4に示す。中の間と脇の間の比率は木割
書と同様ほぼ3：2となっている。3：2とならないものは何
れも室町時代のものである。雨打の間は中の間の0．5か
ら0．667でこれもほぼ木割書と同様である。
・斗棟の設計方法
斗棋形式は室町時代のものは斗達が多く、江戸期の
ものには斗尻達が多い傾向がみられる。9・竜禅寺三仏
表2－2－4各部の実測値と求められる斗相と斗桃相の比率
　　 部 材名 称
遺 構 ・年 代
中楓 ． 脇 の間 雨 丁の間 偶僻主わー
垂 木致
垂 木 大斗 巻 斗
斗相 〈a）
∴ 鼠 ∴ ∴
緋
下臓 未 聞 幅 （D） 幅 （m）
実 測値 実 演l偲 比率 実 漂l偲 比率 実 員l 比率 実 員l偲 実測臓 実 測値 実 測値
1 醜 壁 1327 11，㈱ 7．0側〕 8637 6．Clq0 0．封 6 1．、BB 0．125 斗遵 0，1 0＿3125 0．弧 ） a570 0．24〕 0．5硯） 242 0，41 1＿71
2 常福 海 程錦堂 8＿ 5． 0．66 ＿′・一′ 0．泊 ） 0．1（方 斗 尻違 － ー 0． n咽 ） 0．165 8240 1．45 0＿24 1．42
3 円賞 寺舎 利殿 7．40） 5．57 8753 4．15 8561 878 0．1餅 斗遭 － ー a 0＿4試） 0．個 ） nl餌） 乙（刀 0＿48 8＿〔0
4 善光 寺薬 師堂 1483 （2483 （164 0．667 　　　／ （242） 0．（溺 （54．54） （274〉 （aコ：） （136 （28） （14） Oj氾 　　　　／
5 定光 寺本 堂 1493 9＿93 6．62 0．66 5．15月 0．51 1．（rX） 0．101 （27：18：14） ー
l梯 〕＿3朗 87Ⅸ） 0＿5 0．1三の 8420 aま〉 　　　　／
6 醐 堂 1495 9． 丘31 8699 一一■一一′ 0．脚 ） 0．〔》75 ▼ ー 87∝） 0．46・0＿ 0，1t氾 0＿570 a∝〉 0711　 475
7 東 光寺仏殿 7． 4． n随 7 4．6劇 0．66 D＿69：） 0＿〔沿7 ー 868：） 0． 8＿110 0＿420 182
一 一一一一一′ ‾
8 奥 之院弁 天堂 6．97 4． 0＿郎 0．80：〉 0．123 斗 尻違 0．145 0．1456 89餅） 0． 8140 8140 1．【ロ 一一一一一′
9 竜 禅寺三 仏堂 8． 6． 0＿那 5＿〔0］ 0．62 0．諷 0．10 （12：10：5） 特殊 0．2∝〉 － 8810 0． ↓1叫 0．570 1鴫 一一一一一′
10円 通寺本 堂 1532－55 （二m 〕 （血 n667 　　　／ （調 ） 0．1〔0 特殊 ー － （255） （154 （4） （8） 1．85 ＿■′一〆一一一■‾
11玉 Ⅷ㌫ 開 山堂 1532－55 11 7． 0．67 一 一一一一一′ 12桝） 0．110 斗遵 0．2】D － α泊 ） 瓜 0．2謀） 0．認 ） 131 0，44 1．52
12長 来春仏 穀 1577 （調 （2（甜 0．667 （1畑 メ0． （3柑）0．1158 斗尻 違 （碓） － 仁沿2） （186 （5〉 （犯） 4∬ 一 一一一一′
13輪 王寺法 華堂 1619 は 12 1 1．諷 0．110 （24：24） 斗尻 違 0．2二犯 0．∝Ⅰ） 1．（捌） 872 0．285 0．292 1．02 一 一一一一′
14 日東慶 寺仏殿 1脚 a 5．62 0＿667 45頭 0．日 0．810 仙∝裕 斗速 － － 0．655 a 0．18〕 84顔） 1巾 一 一 一一一一′‾
15東 照 宮（㈱ 1636 11 7． 869） 6．7融 0． 1．155 0．1（B （24：18二日） 斗尻 違 ー － 1．【万6 n611 0＿248 825：） 1∬l 0．35 1．40
16本 地堂 16、絡 （：絡36 （2424 0．66 一　　／ （455） 0．125 （24：16） 斗尻 違 （75）★ （76．5） （．蛤5） （210） （31） （3り 1．【氾 一 一一一′
17 泉福寺閲 」＿【肇 16こ姑 5．67 3＿7 8667 一 一■一一一′ 8595 0．1桝 9 斗尻 違 ー 0．舅 0 83a〕 0．11／0／12 nllO 1J刀 a11 0．92
18輪 王 1656 9． 邑 0＿667 5．9 0． 1．伽 0 0．1伽 斗遵 qlS0 n19） 8930 0． 0＿は 〕 0＿2〔0 1．防 一一一一一■－′‾
19瑞 穂寺 1659 12． a 0． 6＿4 0＿ 1．、媚0 0．1肪 （24：16：12） 斗尻 違 － 1椴 ）．盟 75 1，2∝】 0．抑 n2〔D 小1ヤ 吼85 0．18】　 0．∝）
20専 修寺 如来堂 1748 17． 11 a667 10． 0． 1．以：H） 0．1（84（24：16：14） 斗尻 違 n淵 〕 0．73） 1．7 0． 82α） 0．2弧 1．04 　　　　／
21妙心寺 仏殿 1827 15＿ 10． n667 10．2 0．66 1．的 ） 0＿121 （24：16：16） 斗尻 違 0．2Ⅸ） 0．349 7 0． 0．3王か 0．3刃 1．0 一一一一一一一一′
註 比 率 は すべ て 鼎 の 上ヒ率 を示 ★ 1地 引 直 実 ；貝l牌 は 尺 で あ らわ す 。0で 示 され 鯛 か m 垂 木 数 l凋 ∃ 己載 の あ った もの の み 吉斬 る
－17
写真2－か1最恩寺仏殿斗秩
堂では斗桃配置形式が特殊で通
常、中の間に2備え入るところ、1
備えしか入らない。10・円通寺本
堂では斗棋形式が変わっており、
斗違、斗尻遠でもなく最外の巻斗
と三ツ斗の外側の巻斗の間に間
隔があった。このような斗排は対
象36件の中では3件あった。何れ
表2－2－5実測の巻斗及び木割値から予想される巷斗の算出方法
　　 部 材 名 称
遺 構 ヰ
絶鞠 形 式
● ヰ 未 納 雷 か ら予 想 され る巻 斗 算 出 方 法
斗 相 （8）
中の間
斗討
中の間
の
諾ヽ 12】 【31 14 】
稟 瀾儀 大 斗 メ∽ 2い木 蘭 斗 相 ×3 中の 間／18
t 曽 聯 迦 董 1327 斗 ；■ 0．570 0．840 0．的 3 0．720 0．614 0240 0．5∞ 乙12
2 雷 qk 轟■ 曽 文中 斗尻 1 0．490 0．50 － 0．鵬 乱475
0．185 0240 lJ5
3 円 責 寺舎 利 殿 土中 斗違 n450 0．427 － 0240 0．4 01180
60 2劇
■ 青 光毒 薬 師 宣 1483 斗遍 （138 （133，3） （3阻 l） （84．0〉 （136 〉 （28） ．9】 ○ぷ I
5 定 光寺 本 土 川93 斗 遵 05 0．520 － 0．360 m55 0．120 0．420
3ぷ 〉
8 西 諷 寺阿 弥 陀隻 t仏 5 斗 遮 0．4か OJ n封）7 － 0．450 0．5【佗 0．9）
0．570 与劇
7 稟 光 春仏 殿 雷■ 斗 遮 ○ 8440 － 0．330 0．訳旧 ○
10 0．420 Ⅶ
8 農 乏院 弁 天 量 霊徽 斗 尻遭 03 0．853 0．43l 0．420 0．3（鳴 0 40 40 1劇
8 竃禅 寺三 仏 土 重攣 特 殊 Ⅰ 0．4 0．糾 0 － 0．570 仇447
吼 ∞ 70 3Jp
tb 円通 等本 堂 馴 躊 殊 E （154 （1780） － （12．3） （1弧 3） （4．1）
（7月） 1ぷ
11 玉几 院馬 山董 532－55 斗 遭 0．5 吼㈱ － 〇月70 m糾 0290 013∝I IJl
12 農 業寺仏 殿 1577 斗 尻 遽 （1鵬 （201月） － （13．8） （187．D） （4．1） 月） ■∬
13 輪王 寺 法曹 曽 t810 斗 尻 遮 0．72 0．720 0．740 0．855 0．醐 0285 Oj蛤2 1劇
14 旧 責1 専 仏殿 1631 斗 〉■ 0． 0」87 － 0．4α〉 0．4め
0．柑【l 0．嶋 0 ∽
15 貫用 禽 （鮭義 ） 1甜 斗尻 遍 0．011 m704 － 0．744 m822 0248 0ぷ 氾
1∬l
18 本 地堂 16く沌 斗畏 遭 位10） （243．3） （226．の （○乙1） （池 0〉 （30．7） （30．7） t劇
17 泉 橿寺 闘 山霊 16：娼 斗筑 暮 瓜ユ20 83印 － 0．3二姶 8315
．日 用／12 mllO 1瓜
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も室町後期のものである（写真2－2－1）。木割書以前の
建物には、木割書には見られない斗杖形式、または斗
横配置形式が存在した。斗相と斗棋相の比率を見ると、
その比率は江戸時代以前までは大きくばらついている
のに対し、江戸時代に入るとその比率が極めて1に近く
なっていく事がわかる。これは設計方法の変化からくる
と考えられる。
（3）遺4削こ見られる巻斗の設計方法
遺構の巻斗幅の寸法と木割値から予想される巻斗幅
の算出方法、それに斗相と斗棋相の比率をあらわした
ものを表2－2－5に示す。
網掛けしている部分が実測の巻斗幅と木割書から予
想される巻斗幅の値が近いことを表している。この中で
木割書の設計方法と極めて近い方法を用いているの
表2－2－6木割霊と遺構の年代比較
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は、斗相と斗棋相が一致しないものでは、4・円覚寺舎
利殿、5・定光寺本堂、斗相と斗棋相がほぼ一致するも
のでは、17・泉福寺開山堂、18・輪王寺大猷院本殿、
21・妙心寺仏殿の計5件であった。円覚寺舎利殿、及び
定光寺本堂は、巻斗幅の決め方を【2】の方法で決める、
また、大斗と巻斗が斗達である事から、図2－2－2の②大
斗巻斗斗達の方法と考えられる。泉福寺開山堂は、巻
斗幅の決め方は【4】で、⑤「間」斗達の設計方法あるい
は⑥「間」九枝掛斗違となる。輪王寺大猷院本殿は、巻
斗の決め方は【3】または【4】で、斗棋全体では⑥「間」
九枝掛斗違であると考える事ができる。妙心寺仏殿は、
巻斗を【3】の方法で決め、斗尻達であることから【③八
枝掛斗尻違】ということになる。このように木割書の設計
方法と極めて近いものが、いくつか確認できた。
（4）遺構と木割書の年代比較
木割書と遺構を年代順に並べたものを表2－2－6に示
す。
この表から斗相と斗棋相の比率が1になるような設計
方法が出来た年代は、木割書において、1615年No5
「諸木砕」が最初である。また、今回の遺構調査で見た
建物に関してその比率が1に近くなったものは、1605年
の相国寺が最初といえる。ここから、斗相と斗棋相を1：
1にするようになったのは、木割書も遺構もほぼ同時期
であったことがわかる。前述のように室町から江戸にか
けて様々な間隔をとっていた斗棋相が次第にその間隔
を揃え、斗横が整然と配置されるようになったといえる。
小結
禅宗様仏殿の設計方法には、垂木数を基準とする設
計方法と、「間」を基本単位とする設計方法が確認され
た。前者は、四天王寺流に属する木割書に見られ、和
様仏堂と同様の設計方法で、理論上、斗相と斗杖相を
ほぼ1：1にすることを可能にした。一方、「間」を基本単
位とする設計方法は、初期木割書からその片鱗が見ら
れ、江戸建仁寺流ではさらに垂木とも整合するようにし
て、仏殿を設計する際、裳階、母屋の設計を血貫して
行えるようにした。そして、理論上、その斗相と斗棋相
の比を完壁に1：1とした。遺構では、初期木割書と同じ
ように、古い時代は、斗相に比べ斗棋相が広めであっ
たものが、江戸期には斗相と斗棋相の比を1：1とするよ
うになった。また遺構の中には木割書の斗棋設計方法
と近いものが確認された。斗相と斗棋相の比が1：1とな
るのは、今回見た遺構と木割書でほぼ同時期で、17世
紀初頭である事が明らかになった。
（阪口あゆみ・永井康雄・石川暁子・費迎慶）
［註】
1）伊藤要太郎の『匠明五巻考』（鹿島出版会，昭和46）を始めとし
て多数の研究が存在する。
2）「建仁寺派家倍音」に関する研究は、河田克博「近世建築書に
おける唐様建築の設計体系」（日本建築学会計画系論文報告
集，388乳1996）などをはじめとし多数の研究が存在する。
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3）永井康雄・他「近世建築技術書に関する研究一庄内藩大工棟
梁小林家旧蔵史料を中心に一」（科学研究費補助金基盤研究
（C）（2）幸艮告書，2006）。
4）新見貫次・永井規男「洲本御大工斎藤家旧蔵の木割書につ
いて」（日本建築学会支部研究報告書，1981）。
5）費迎慶・他「「水子文庫・林家侍家園書」における神社の設計方
法に関する研究　その1一間社の設計方法について、その2三、
五間社の設計方法について（日本建築学会東北支部研究報
告集，第70号，2007）、伏見唯「林家史料について（1）（2）」（口本
建築学会関東支部研究報告集，2006）。
6）神社の設計方法に関しては、費迎慶「近世建築技術書にみら
れる神社本殿の設計方法に関する研究」（東北大学博上論文，
2007）。
第3章岩城家文書について
第1節　岩城家について
岩城家は幕末から大正時代にかけて、現在の富山県
滑jl「市を中心に全国で活躍した堂宮大工の家である。
富山県内と周辺地域で多数の神社・仏閣および住宅建
築を手がけ、京都や東京においても東本願寺や本願寺
築地別院等の大規模な造営で中心的役割を果たした
とされている1）。そのうち現存する建築も少なくな
いが、それらの詳細については不明である。
岩城家は石仏村（現富山県上市町）から滑川町横町
に分家したとされており、江戸後期には初代の庄蔵が
「晒屋」の屋号で大工を家業としていた2）。岩城家
文書中には、二代目の丈蔵も大工として活動していた
ことを示すものも多数存在することから、三代目の庄
之丈に至るまで代々大工職を営んだことが知られる。
岩城家文書中にはこの他にも庄之丈の弟や息子等、
岩城の姓を持つ人物が見られるが、本論では堂宮大工
として活躍し、史料数の多い庄蔵・丈蔵・庄之丈の直
系三代を主たる研究対象とする（表3－1－1参照）。
表3－日　岩城泉人物一覧
名前 （別漢字表詔 職号（名） 別名
初代 庄蔵 （甜 護寅
2代 丈蔵 （丈〕劫 甚助
3代 庄之丈 護則 幸太郎孝之丞
旺之丞、荘之丈） 幸造　護幸
滑川市は戦災に遭わなかったために明治から大正
時代に建てられた民家や神社・仏閣が現在も数多く残
り、その中には庄之丈の作品もある。また、庄之丈は
自ら手がけた社寺等の図面史料を多く遺し、その中に
は父や祖父から受け継いだ物も含まれている。
近世から近代へと移り変わってゆく時代に、伝統的
日本建築を生業とした者が建築界でどのような立場
であったか、彼らの活動の実態、建築の近代化に果た
した役割など、わが国の建築の近代化を考える上で非
常に興味深い。
以上の視点から、ここでは図面史料等を基に、庄之
丈および岩城家の経歴と彼等の建築活動の全貌を明
らかにすることを目的とする。
1．岩城正蔵の建築活動について
岩城家初代・庄蔵について、史料から明らかになっ
た主な活動を表3－1－2に示す。
庄蔵の生没年は不明だが、岩城家文書中で庄蔵が関
わった普請に関する最も古い史料は、文政5（1822）
年の「金澤御城上棟規式役書」と書かれた物である。
巻末に「文政五壬午暦四月柳御間ヨリ奥書院御間迄
ノ御普請二御座候四月上旬御所初十月上旬二御出来
大工ノ義ハ九月晦日二引排二御座候私義此節八月上
旬ヨリ九月晦日迄相勤申候仇右書付書置候也岩城庄
蔵」とあることから、庄蔵は文政5（1822）年の8月上
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和暦 麿 関係した建築
文化11804乗光寺本望（冨山市西岩瀬）
文政5182金沢城竹沢御殿（金沢市）
111828
東本願寺・文政度再建　御影堂〈大師堂〉
阿弥陀堂〈本堂〉（～1833年）
天保3柑32高龍山尊称寺（滑川）の図面校正
71836桐沢邸（滑川本陣）建設（～1838年）
71836安成寺（魚津）（～1851年）
121841長倉山御堂　棟梁勤務（～1848年）
131842藤谷山養照寺（滑川）棟梁勤務（～1852年）
弘化21845松倉山法専寺（滑川）棟梁勤務（～1854年）
旬から9月末まで、2ケ月弱従事していたことが知ら
れる。しかしながらここには金沢城のどの建物かは示
されていない。この史料には上棟式の役名とそれぞれ
の棟梁や工匠たちの名前が記されており、祭主（棟梁）
は「清水又十郎」とある。この清水又十郎は金沢の御
大工である清水家の第8代目篤郷（文政9年没）であ
る。『清水家譜』3）により、これは加賀藷12代藩主
の前田斉広の隠居所である竹沢御殿の普請であるこ
とが明らかになった。
庄蔵は文政6年に焼失した京都東本願寺の御影堂
・阿弥陀堂の再建にも従事していた。餅始や上棟式に
関する史料によると、天保2（1831）年の8月20日御
影堂柱建式、同年8月26日阿弥陀堂折始式、天保3
（1832）年9月29日阿弥陀堂柱建式、天保4（1833）年
8月8日御影堂上棟式にそれぞれ参加している。また
文政12（1829）年2月には庄蔵宛に「六候御殿御作事」
から木製の手形が渡されており、この頃から再建工事
に関与していたことが知られる。さらに庄蔵が京都滞
在中に書き写した社寺の図面類4）からも、文政
12（1829）年10月から12月、天保2（1831）年正月から
5月までの間京都で在勤していたことが明らかとな
った。また、それらの図面類は本願寺再建中に京都で
出会った大工達5）から借り写し、その後の設計の参
考などにしたことが窺える。
東本願寺再建で京都に滞在中と考えられる天保3
（1832）年には、滑川の高龍山尊称寺の図面が「護寅校
正」として遺されている。一方、尊称寺の検札控には
「棟梁岩城甚助」とあることより、この尊称寺の建設
は京都の庄蔵が図面を手がけ、実際の建設は息子であ
る甚助（丈蔵）が担当したことがわかる。
その後は滑川周辺において社寺や本陣の建設を棟
梁として手がけたが、安政元（1854）年松倉山法専寺の
建設以降は庄蔵が実際に建設に関わったと確認でき
る史料がなく、この頃現役を退いたものとみられる。
2．岩城丈蔵の建築活動について
二代目・丈蔵の生没年は不明であるが、丈蔵が関与
した最も古い史料は前述の天保3年高龍山尊称寺の
棟札控である。
和暦 暦 関係した建築
天保 31832高閉山等称寺（滑川）標梁勤務
71836桐沢邸（滑川本陣）建設（～1838年）
101839小泉屋太三部邸
141843放光山勝菜寺本覚 （～1845年）
弘化 21845松倉山法等苛（滑川） （～1854年）
嘉永 21849米澤邸（入善） （～1850年）
安政 31856寺家八坂神社（滑川）棟梁勤務 （～1857年）
4 1857藤谷山養照等本望（滑川） （～1862年）
61859杉木邸（冨山市石割）
71860願渠寺薬医門（上市）
文久 21862松井太三郎邸（冨山市東岩瀬）
元治 11864安成寺（魚津）
慶應 11865梅澤山持専守（立山町小鬼）
明治 21869石川山王永寺（富山）
大工出勤表や建築儀式の役書などから、丈蔵が関与
したと思われる建築についてまとめたものが表
3－1－3である。
丈蔵は活動初期に、庄蔵が手がけた普請に関わり、
庄蔵の代理として専称寺の棟梁を勤めた。岩城家の当
主として本格的に棟梁を勤めるようになるのは庄蔵
が十緑を退いてからと見られ、安政3（1856）年寺象八
坂神社（滑川）の再建と、翌安政4年の藤谷山養照寺
のほか、安成寺6）が主なものである。
庄蔵に比べると、棟梁を勤めたと明記されている史
料は少なく、庄蔵が金沢や東本願寺で活動していたの
に対して丈蔵は富山県内の活動に留まった。
3．岩城正之丈の建築活動について
（1）岩城庄之丈の経歴（写真3－1－1）
岩城家文書中に6点ある庄之丈自筆の履歴書7）を
基に経歴をまとめたものが表3－1－4である。
庄之丈は岩城丈蔵の長男として、天保14（1843）年
9月11日に誕生した。嘉永元（1848）年7月、養照寺
本堂（滑川）再建の棟梁である祖父に従って斬始で墨
壷糸引役を務めたことがいずれの履歴書にも最初に
書かれており、これが正之丈の堂宮大工としての第一
歩であったことが知られる。安政6（1859）年には江戸
で徳川家御除殴、築地本願寺本堂の再建で下方の仕事
に従事したとあり、その後滑川に戻った庄之丈は、元
治元（1864）年から砺波郡福光寺の大工松本幸三郎に
従って神社仏閣の建築方法を学び始めた。以降、明治
11（1878）年までを「研究」期間と称する傍ら、明治元
（1868）年には神明社（専光寺村村社）（写真3－卜2）の
こき貰∴・ヂ
写真3－1－2　神明牡㈱拝殿
写真3－1－1岩城庄之丈（滑川市立博物館秘
建築で初めて棟梁を勤めるなどして社寺建築の経験
を積んだ。
また慶応2（1866）年から明治4（1871）年にかけて
下砂子阪村（現富山市水橋）の久世源作拐u名・央）
に弟子入りし、算術と測量術を修得している。久世源
作はr測量地秘軌　r測量皆伝略」などの著書もあり、
優れた製図技術の持ち主で門弟は百人に上ると伝え
られるが、中でも測量術を皆伝し、師に並ぶ製図技術
を身につけていたのは正之丈だけであったという8）。
その才を買われ、庄之丈I劫包粗改正の際に地券発行の
ため地区の測量と製図に従事した9）。その後も海面
漁場の測量製図10）を行い、また明治11（1878）年天皇
の北陸巡幸の際には行列の案内役と「越中国新川耶第
弐大区官道里程等見取絵図」11）の調≡掛こ従事した。
こうした修行や棟梁経験を積んで、庄之丈は明治
13（1880）年に始まる東本願寺両堂の明治度御再建に
参加した。明治13年9月から明治17（1884）年12月
まで御影堂肝煎役・元図調整・木材調査・小屋組係と
して勤務し、阿弥陀堂に於いても明治19（1886）年1
月から翌年5月と、明治24（1891）年9月から翌年5
月まで京都に滞在し肝煎役を勤めた。東本願寺の再建
に集められたのは各地の有名大工であり、庄之丈はそ
の中でも棟梁に次ぐ肝煎役として、再建に大きな役割
を果たした。
東本願寺は御影堂・阿弥陀堂共に明治28（1895）年
に完成するが、その後明治41（1908）年の大師堂門再
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和暦 暦 関係 した建築
天保14 1843滑川町 （現滑川市）にて誕生
嘉永 1 1848
養照寺本堂（滑川市）の所始式で墨壷糸引役
を勤める
安政 6 1859
徳川家御除殿、築地本頗寺本堂（東京都）の
再建に下方として従事
元治 1 1864
松本幸三郎（福光の大工）の元で神社仏閣建
築方法を研究 （～1878年）
慶應 1 1865金沢御作事出張所 にて大工職帳入り
2 1866
久世源作に従い算法草術及び測量学を皆伝
（～1871）
明治 1 1868神明社拝殿 （富山市水橋専光寺）棟梁勤務
5 1872樫腺神社本殿 （滑川市）棟梁動橋
5 1872追分村村社本殿棟梁勤務
6 1873横地改正のため測量製図（～1875年）
10 1877海面漁場測量及び製図
11 1878天皇巡幸で道筋御案 内見取図調整
13 1880
東本願寺 ・明治度再建　 御影堂〈大師堂〉
建築肝煎役勤務 （～1884年）
14 1881冨山警察署滑川分署設計製図
18 1885月山村村社拝殿 （朝 日町）棟梁勤務
19 1886
東本願寺 ・明治度再建　 阿弥陀空く本堂〉
建築肝煎役勤務 （～1887年）
19 1886
願成寺本堂（加賀市大聖寺鍛冶町）棟梁勤務
（～1888年）
21 1888慶徳寺本堂 （加賀市大聖寺本町）棟梁勤務
22 1889加積雪嶋神社御輿 （滑川市）（～1890年）
22 1889小出村村社鳥居 （富山市）
22 1889徳城寺向拝（滑川市）
22 1889眼目山立川寺本堂再建設計製図
24 1891
東本願寺 ・明治座再建　 阿弥陀堂く本堂〉建
築肝煎役勤務 （～1892年）
25 1892
加茂社本殿 （滑川市高月）棟梁勤務（～1893
年）
27 1894安成寺本堂（魚津市）棟梁勤務（～1895年）
27 1894西田邸 （黒部市若粟）（～1896年）
29 1896日光山堂塔保存のため製図
30 1897皇太后大葬で大喪使場所付を勤める
30 1897日本鉄道会社 ・岩倉神社 （東京）（～1898年）
31 1898
築地本願寺本堂（東京）再建の設計製図
肝煎役勤務（～1900年）
33 1900
知恩院阿弥陀堂 （京都市東山区）設計製図
（～1901年）
33 1900パ リ万博出品の 日本建築製図
33 1900織姫神社（東京 ・本所）設計製図
33 1900託法寺本里 ・御門（魚津等吉野）設計製図
34 1901靖国神社押門（東京）の設計製図
35 1902射水神社社殿（高岡市）建築工事監督勤務
36 1903七美村尋常小学校 （射水市七美）設計製図
36 1903五位尾村神社拝殿 （上市町）設計製図
38 1905神明社本殿（滑川市坪川）設計製図
39 1906富士神社本殿 （滑川市安田）設計製図
39 1906安成育鐘楼 （魚津市）棟梁勤務 （～1907年）
40 1907
栢社日枝神社 （富山市）造営技師勤務
（～1912年）
40 1907白山社拝殿 （冨山市開発町）（～1909年）
41 1908東本願寺大師望門（京都） 再建肝照勤務
41 1908
若狭姫神社拝殿・楼門（福井県）修繕工事監
督
41 1908称念寺冨殿 （上市町森尻目～1913年）
42 1909神明社本殿 （富山市奥田新町）（～1910年）
43 1910深井邸 （滑川市扁中家）
43 1910笹倉神社拝殿（富山市婦中町管倉）
大正 1 1912藤谷山養照寺本堂（滑川市）再建（～1920年）
2 1913牒原神社拝殿（滑川市）
2 1913東光山養照寺本望 （入善町）（～1921年）
昭和 3 1928逝去
写真3－ト2　靖国神社神門
建に再び肝煎として招かれるまでの間、庄之丈は多数
の社寺建築に関与している。富山県内が活動の中心で
あったが、その一づrで明治19（1886）年から加賀（現
石川県加賀市）の願成寺、明治29（1896）年には日光
山堂塔保存計画の為の製図に従事し、翌30年の皇太
后崩御の際には大喪使場所付という役職を勤めた。同
年に岩倉神社や本願寺築地別院（いずれも東京）の設
計製図、明治33（1900）年には知恩院阿弥陀堂（京都）
やバリ万博に出品する日本建築の製図、さらに明治
34（1901）年には靖国神社御門（写真3－1－2）の製図方
などにも雇われて富山を離れて活動している。いずれ
も東本願寺再建の棟梁であった伊藤平左衛門や木子
株素に関係する人物からの依頼による仕事である。伊
藤平左衛門は帝室技芸員であり、木子株斎も御所大工
の家柄であるためどちらも宮内省に関係の深い人物
であった。また、明治35（1902）年の射水神社（現高
岡市）の建設には「内務省技師」であった伊東忠太の
推薦で工事監査を勤めるなど、内務省からも仕事を依
頼された12）。
こうして東本願寺再建をきっかけに庄之丈は日本の
建築界を担う中心人物との関わりを通じて宮内省な
ど中央からの依頼を受け、富山県以外でも活動した。
庄之丈の履歴書には明治41（1908）年、65歳の時の
活動までしか記されていないが、それ以降も庄之丈は
建築活動を続けている。しかし内務省や宮内省関係の
仕事ではなく、活動の拠点が富山県内に絞られてお
り、地元での建築活動に専念したと言える。その中に
は庄之丈は図面のみを手がけ、施工は他の大工に任せ
ている例も多々見受けられた。設計から施工まで手が
けた建築としては大正元（1912）年から大正9（1920）
年の藤谷山養照寺（滑川・写真3－1－3）と大正2（1913）
年から大正10（1921）年までの東光山養照寺（入善）が
あり、史料の量や関わった期間の長さから、大正期の
大きな仕事は滑川・入善の二つの養照寺であったと言
える。
それらを含めて明治41年以降に約20件の建築に携
わったが、庄之丈の建築活動は大正14（1925）年の高
－22－
写真3－1－3　糞照寺本堂
月加茂社（滑川）の屋根工事で最後となった。史料中
にもそれ以降の日付のものは含まれておらず、82歳
にして現役を退いたようである。庄之丈はその3年
後、昭和3（1928）年5月に逝去した。
（2）関係した人物と活動地域について
堂宮大工の家系に生まれた正之丈は幼い頃から大
工仕事を経験しており、祖父や父の仕事の関係者とも
面識があったと考えてよい。さらに、岩城家文書から
抽出できた人物名（図面史料の表紙等に記載のある名
前）はおよそ240人に上り、多くの人と関係しながら
活動していたことが読みとれる。表3－1－5はその中で
主だった人物についてまとめたものである。
東本願寺明治度再建の御影堂・阿弥陀堂それぞれの
棟梁は庄之丈のその後の活動に大きな影響を及ぼし
た。御影堂棟梁・伊藤平左衛門からは東本覇寺以降も
仕事の依頼があり、庄之丈は明治19（1886）年に願成
寺（石川県）の棟梁や、明治31（1898）年本願寺の築
地別院本堂の設計製図、明治33（1900）年のパリ万国
博覧会に出展する日本建築の製図を行った。
また阿弥陀堂棟梁・木子株斎を通じて彼の親戚筋で
宮内省関係者の木子清敬と庄之丈の接点が出来たと
見られ、その木子清敬からは明治29（1896）年日光山
堂塔保存計画に伴う製図、明治30（1897）年皇太后崩
御の際の大喪使場所付役、明治33（1900）年華頂山知
恩院阿弥陀堂の絵図面調整、明治34（1901）年靖国
神社御門の設計製図を依頼されて務めている。
更に木子清敬の教え子で後輩でもある伊東忠太13）
とも接点があった。伊東忠太から直接依頼を受けた仕
事で現在確認できているのは明治35（1902）年の射水
神社の工事監査のみであるが（写真3－1－4）、木子清敬
などとの繋がりからその他の仕事でも接点はあった
と考えられ、伊東忠太からの葉書も史料中に遭ってい
る。
松井角平は岩城家と同じく富山の出身であり、庄蔵
の代から庄之丈に至るまで、第11～15代の松井角平
との繋がりがあった。特に伊東忠太の教え子である第
表3－ト5　関係人物
人物名 略歴と岩】戎家 との関係
松井角平
初代角右衛門は、天正 14（1586）年に加賀蒋主
前田利長の命を請け、守山城 （高岡市）の普
東に従事。以後、井波 を拠点にして北信越地
方で多 くの社寺建築 を手がける。15代角平
は、東京帝国大学で伊東忠太 に師事。閑東大
震災を契機に東京へ進出。震災で焼失した築
地本願寺 （伊東忠太設計）の復興工事を請け負
う。現在の松井建設。
→く庄蔵〉 「木作始規式 柱建規式 上棟規式」
「松井先生 ヨリ木剖博へ聞書抑」などの建築
技術書を伝授される
伊藤平左衛門
（9代 目守道）
尾張藩作事方を勤めた工匠の家系。明治29
（1896）年 に工匠 として初の帝室技芸員 とな
る。大正2年没。
明治 13年～東本願寺再建御影堂 （大師堂）
→〈庄之丈〉建築肝煎役 （元図調整 ・木材調査 ・
小屋組係）
明治19年～願成寺本堂再建
→〈庄之丈〉伊藤平左衛門の依頼によ り棟梁を
勤める
明治31年～築地本願　 再建
→く庄之丈〉設計製図方を勤める
明治32年～パ リ万画博覧会出品
→く正之丈〉日本建築製図調整
木子検索
（大和大株）
福井県出身。木子株窮の養子となる。禁裏惣
官職。安政度内妻 （現 ・京都御所）造営時に
惣肝煎を勤める。多 くの建築技術書を著す。
水子清敬の師。明治26年没。
明治19年～東本願寺再琵　 阿弥陀堂 （本堂）
→〈庄之丈〉建築肝煎役
→〈庄之丈〉凧都に　　　　　　　 を学ぶ
木子清敬
禁裏御大工の家系。木子模索か ら建築を習
う。内匠寮技師。帝国大学造家学科講師。古
社寺保存会委員。明治宮殿、靖国神社、平安
神宮な どの造営、東大寺 ・日光東照宮の保存
修理工事に携わ る。
明治29年～ 日光山堂塔等保存計画
→く庄之丈〉製図を担当
明 口30年　　　 肩崩
→く正之丈〉大喪使場所付
明 口33年～　 恩　 阿　 陀堂再建
→〈庄之丈〉設計絵図面調整
明治34年～　 国　 社御門
→〈庄之丈〉設計製図方
伊東忠太
工学博士。東京帝国大学教授。 日本における
建築学を確立すると共に，中国 ・中央アジ
ア ・満州 ・イン ド等 を調査 し、東洋と西洋の
建築様式を融合 した新様式の創出を目指す。
明治35年～射水神社社殿
→く庄之丈〉内務省技師伊東忠太博士の意見に
よ り工事監督役を命ぜ られる
大嶋盈株
江戸幕府の作事方大棟梁を勤めた甲良家10代
棟全の子で大島家の養子とな り、また、甲良
若狭に弟子入 りして作手方の一旦とな り、推
新後に12代大棟梁を継 いだと言われている。
明治31年 日本鉄道会社 ・岩倉神社 （東京）
→く庄之丈〉設計製図を担当
→　　 丈 明治31年に日光山五　　 地 底
拾分萱工術之園（大久保喜平次）を伝授される
→ 荘乏更 明治’弱年…「津だ等滞蒙信孝了’て徳川◆
幕府作事方大棟梁 ・甲良家の秘伝書）を伝授 さ
れる
田村与八郎
井波の彫刻師。屋号 ：番匠屋。八尾町祭礼曳
山などの作者。
一明治 5年轢原神社本殿の彫刻
→明治39年賛成等草堂揃聞 く魚津帯）
ニ欄 潜 稗 百礪 報 て嘗柿 稚 町 ・二二
岩倉理八
井夜の彫刻印。 12代 目田村与八郎の弟子。明
治度東本願寺再建では彫刻主任に任命 され
た。
→大正元年深井邸 （現鹿野家住宅）の欄願
→天正 5年養熊等拳嘗 （滑川帯）の彫刻…’‘‘’
→〉大正年　　 照寺　 （大　 町）の彫刻
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写真3－1－4　射水神社設計草稿囲
（仮10－005）
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写真3－ト5　岩倉理∧作の柵間（旧深井邸＝現廣野家住宅・滑川市，上右：全景，上左：部分）と
岩倉理八の岩城庄之丈宛書状（仮29－058－19）
写真3－1－6　田村与八郎作の脇障子
（轢原神社・滑川市）
享　　15代の松井角平恒茂は射水神社の棟梁を務め、庄之
丈と共に建設に関わった。
大工以外では井波（富山県）の彫刻師との接点が多
いことが史料から明らかになった。井波は現在でも彫
刻が盛んな土地であり、中でも庄之丈が富山で手がけ
た建築の彫刻は表3－1－5の岩倉理八と田村輿八郎が
担当することが多かった（写真3－1－5，3－卜6）。
ここで庄之丈の活動した地域について見ると、富山
県以外での活動は前述の通り伊藤平左衛門、木子棟斎
や木子清敬などの宮内省関係者からの依頼のもので
あり、言い換えれば京都東本願寺の明治度再建で出来
た人脈による仕事である。
それに対して富山県内では地元の社寺や役場、豪農
や有力商人からの直接の依頼による活動が多かった。
図3＿1＿1に示すように富山県内での建築分布は現在の
滑川市を中心として隣接する富山市や魚津市、上市町
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にも広がり、庄之丈の活動範囲ははば富山県全域に渡
ったと言える。
（3）関係した建築について
岩城家文書には庄蔵の代から引き継がれた木割書
や、庄之丈が実際の建築には関係していない社寺や住
宅の筆写図面が含まれる。それらはすべて伝統的日本
建築と呼べるもので、西洋建築らしいものは見られな
かった。この図面類は実際の建築の参考にしたと考え
られる。
また、実際に庄之丈が手がけた全75軒の建築物の
種類について見ると、その内社寺が60軒、住宅が11
軒（蔵を含む）、公共建築4軒（学校3、警察署1）
であり、そのほとんどが日本建築であった。庄之丈は
この他に神棚や神輿14）なども手がけたが、それらも
日本建築の域である。
学校建築については、明治36（1903）年に射水郡視
学早苗西蔵からの依頼により七美村尋常小学校（現射
水市）、さらに伏木尋常高等小学校（現高岡市）の建設
に関与した。伏木小学校については図面が残されてお
り、開口部や屋根の妻部分には洋風のデザインが用い
られている。伏木小学校と建築仕様書がほぼ同様であ
る七実相尋常小学校も洋風建築であった可能性が高
い。
だが実際に関わった建築の内訳からもわかるよう
に洋風建築を積極的に設計に取り入れていたわけで
はなく、伝統的な日本建築に主体的に関わっていたと
言える。それは「古社寺保存」の立場とも言え、庄之
丈と交流のあった木子清敬が古社寺保存会委員15）で
あり、庄之丈自身も日光山堂塔保存計画に携わったこ
とからも明らかである。古社寺保存会は内務省の機関
であり、伊東忠太は保存会の技師であることから庄之
丈が請け負った内務省関係の仕事は古社寺保存法に
基づくものと考えられる。建築の近代化や、東京帝大
や東京美術学校卒の「建築家」たちが保存会の中枢を
担ってゆくのに対して、庄之丈は堂宮大工としての立
場から、自身が培ってきた伝統的日本建築の技を作品
として形にし、図面や木割書類を遺すことによっても
日本古来の建築様式を後世に伝えることに貢献した
と言えるだろう。
小結
岩城庄之丈は、社寺建築の研究や測量術の修得によ
って高い技術を身につけ数多くの活動を行った。中で
も東本願寺の明治度再建は多くの棟梁や建築家との
出会いにつながり、活動の場を広げることとなった。
手がけた建築は幅広い分野に渡ったが、大半は社寺
が占める。このことから庄之丈は建築の近代化の中
で、堂宮大工として日本古来の建築方法や建築物を守
る立場にあり、西洋建築に対し「古社寺保存」の側か
ら向き合っていたと考えられる。
図3－卜1畠山県内の建築分布
伊東忠太などの「建築家」が、近代において確立さ
れた日本建築史という学術的視点から保存事業に関
わるのに対して、庄之丈lお力司時代から伝わる木割や
規矩術、技術を基に堂宮大工としての立場から社寺建
築の設計・施工に関わったと思われる。
ここに見られる庄之丈のあゆみは、江戸から明治へ
と時代が移り変わる中で、伝統的な堂宮大工がいかに
して活動をしていたか、その一端を示す例として位置
づけちれる。　　　　（伊藤裕子・永井康雄・岡田　倍）
［註］
1）永井正晴『岩城庄之丈』（『越中人乳第52号，平成14年）。
滑川市教育委員会『郷土のひかり　滑川の人物砥□（昭和
53年）。
2）永井正晴氏が平成14年に行った、岩城家の子孫への開き取
り扱
3）金沢市立玉川図書館蔵。
4）石清水八幡宮、知恩院阿弥陀堂、禁裏御所、仙洞御所等。
5）東本願寺文政度再建において両堂の柱建式等に「奉幣散米
大紋」役として参加した大工・中江定次郎等の蔵書を庄蔵
が筆写したものが遣されている。
6）庄之丈の『履歴書』（岩城家文書）の中に変成寺は喝ヒ二
年ヨリ棟梁累代三代」とあり、丈歳も棟梁を勤めた。
7）明治30年1月作成のものが5点、明治41年6月までの経
歴が書かれたもの（作成年代不明）が1点である。
8）滑川市史編さん委員会『滑川市史通史編』（昭和60年）。
9）F第萱大匿新川郡金山村下山新村八千堂原歩帳』（岩城家史
料）などから、明治6年に第一大区小2－4区、明治9年に
第12大区小3区・小5区の測量をしたことが確認でき、
『滑川市史』によれば明治6年から8年までに下新川耶第
一・第四大区、上新川郡第五・第七大区・婦負郡第12大区
の測量と製図に従事したとされる．
10）『明治十年第式大匿海面一巻』（岩城家文書）などがある。
11）この絵図は岩城家文書に2点あり、里程のほかに通過集落
の戸数、神社・学校・山・川などが詳細に描かれている。
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12）『履歴書』（岩城家文書）に「明治四十一年二月二十八日
ヨリ三月十二日マテ内務省技手桐山平太郎氏ノ依託ヲ受ケ
福井県若狭固遠敷国弊中社若狭姫ノ神社拝殿及ビ楼門修繕
工事ノ監督二出張従事ス」とあり、内務省の仕事を請け負
っていたことが確認できる。
13）木千滴悪『ある工匠家の記録』（昭和63年）。
14）『履歴書』（岩城家文書）に明治22年「滑川町郷社日吉
社伽積雪嶋神祖御神輿一社八角造新調指揮ス」とあり、
これは昭和51年に滑川市の指定文イ班才となった。15）古社
寺保存会は、明治29年に設置され明治30年の古社寺保
存法公布にともなって内務省に移管され長らく国宝及び
特別保護建造物の調査、指定の中核となった組織である。
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第2節　岩城家文書の既要
史料の総数は約5500点に上る。年代は延享の年紀
がある物が4点あるが、それ以外は全て寛政2（1790）
年以降で、下限は大正14（1925）年である。即ち、江
戸時代後期から大正期までの約135年間にわたる。
内容は、おおよそ以下のように分類できる。
①建築技術書類
②岩城家が関与した建築の設計図書類及び他家
が建築した建物の設計図書類の写し
③測量図・地図・地租改正検地関係
④書簡・葉書類
⑤履歴書
⑥道具・衣裳・絵画など
この内、建築技術書類が約450点、設計図書類が約
4000点、書簡類が約300点である。
第1項　建築技術書類
岩城家が所蔵した建築技術書類は、初代の庄蔵が
入手した物と3代目の庄之丈が入手した物である。
以下に代表的な建築技術書類を示す。
1．庄蔵の代
1）「番匠上棟大事次第J（延革01（1744）年，仮
2卜Ol卜18）
巻末に「右三巻令停授柴田裡右衛門　延事元甲子
年十一月吉日松田民部重興（花押）」とある。「岩城
氏」「護寅之印」の印がある。
2）「武家鎌倉様建物之事記全j（仮00－007，）
奥書に「横山権頭書春／山上善右衛門嘉鹿／池上新
左衛門政乗／享保五己千四月吉日／池上久左衛門政乗
??
‥???
?????
?????
?????????
??
?? ?????? ?? ??
??????
?．??
↓」?、????
／安田吉郎右衛門勝春／侍受之」とある。（写真3－2－1）
3）「木作始呪式桂建枕式上棟規式」（文政7（1824）
年，仮00－025）
巻末に入唐大工横山権頭書春→池上新左衛門→坂
上宗仙→坂上専左衛門→大西久左衛門→安田吾郎右
衛門という伝来経緯が記され、「千時文政七甲申暦十
月下旬四方遠藤氏方二両四方御宮柱建規式之節富山
小西氏ヨリ借用仕松井恒久是ヲ写残ス側とあ
る。「岩城氏」「護真之印」の印がある。
の「舛形組物之図」（仮01－007）
巻末に「岩城氏」「護寅之印」の印がある。
5）「松井先生ヨリ木割博へ聞書和」（仮04－043）
巻末に「岩城氏」「護寅之印」の印がある。
6）「禁裏御指閻二分一間之固」（文政12（1829）年，仮
16－002－01－01～03）
袋に「文政十二巳丑年十月於京都写之禁裏御所
仙洞御所指固入岩城氏」とある。
7）「石清水八幡宮諸建物地割雛形」（文政12（1829）
年，仮18－002－02）
巻末に「右石清水八幡宮諸建物地割雛形享和元酉
年十二月御見分有之拗写之　千時文政十二丑年十一
月京都東六条こて写之岩城氏」とある。「岩城氏」「護
寛之印」の印がある。
8）「（比叡山詫堂之図）」（天保02（1831）年，仮
18－004－01）
巻末に「天保二幸卯正月京都ニテ写之岩城護寅」
とある。「岩城氏」「護寅之印」の印がある。
9）「江州坂本山王諸社給固」（天保02（1831）年，仮
18－002－01）
巻頭に「寛政三年亥十二月中旬写之中江義公」、巻
???????????
????．‥?
写真3－2－1「武家鎌倉様建物之郭己全J（仮00－007）
（天保02（1831）年，仮18－002－01）
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末に「右諸囲天保二年四月於京都二写之中江氏之D
蔵拝備ス岩城庄蔵」とある。「岩城氏」「護貴之印」の
印がある。（写真3－2－2）
2）と3）は加賀建仁寺流に属するものである。5）は
「松井先生」なる人物から庄蔵が伝え聞いた木割を書
き留めた物であるが、「岩城家文書」には「井波御坊唐
門十分一之闘」（仮06－020）など井波の大工棟梁松井
角平に関係する史料が含まれているので、この「松井
先生」は松井角平家に関係する人物と推定される。6）
と7）は文政12（1829）年に、8）と9）は天保2（1831）
年に何れも京都で筆写された物であるが、庄蔵は文
政12（1829）年から天保4（1833）年までの間、東本願
寺の文政度再建に従事しているので、その機会に交
流のあった工匠から入手したものと考えられる。
2．庄之丈の代
10）「匠豪搾乳（文政8（1825）年，仮17－014）
巻末に「寛政十一年末三月上旬冨山小西氏書写之
巻也然而文化十三年丙子中冬松井氏写之次二文政
八乙酉冬十一月中旬於福光御宮二写之者也」とある。
「岩城庄之丈」の角印がある。
11）「鳥居革翻断機之帳」（明治3（1870）年，
仮20－005－12）
「此本帳者松井先生略書ヲ松本幸三郎方二有之分
拝借仕候而上新川郡竹内村無量寺本堂再建千時略書
ニテ宗之置候後二追分村御本堂再建千時此帳面出来
致シ候ナリ岩城庄之丞」、「明治壬申年九月下旬追分
村御宮普請方ノ時二岩城接見堀丁之」とある。
12）「禅宗七堂（大唐金山寺之固井作形）」（明治
16（1883）年，仮01－015）
巻頭に「萬延元庚申歳初冬中旬／再全寓改造者也／
森丈助藤原正誠（花押）／仝丈助正形焉之／明治十六葵
未歳初冬下院岩城庄之丈謄寓之（印）」、巻末に「文政
十三年庚寅二月中旬／森丈祐／此書巻ハ大谷派本噺寺
南堂再建中／幸二シテ京都寄宿中寓之／岩城監之丈
（印）」とある。「岩城氏庄之丈」「護則」の印がある。
13）「俳閣雛形完」（明治16（1883）年，仮12－024）
序文に大谷派本願寺両堂御再建中（東本願寺明治
度再建）に御雇工匠京都府大官通七粂上ル鵜飼伊輔
の蔵書を写したとある。（写真3－2－3）
14）「六角隅茅負留無栓組竪メ雛形之凰j（明治
19（1886）年，仮1ト016－17）
「白木子先生相停受」とある。
15）「巧道助術新緑初好一上中下3巻，式踪一元享貝利
之巻，三線一上中下三巻」（明治23（1890）年，仮
05－004）
16）「禅家七生之巻」（明治24（1891）年，仮00－012）
17）「塔（塔極秘博之巻）」（明治27（1894）年，仮
01－005）
奥書に「三梅安之丞正唯（花押）／右秘博之巻ハ富山
酋藩主ノ御扶持人大工三梅氏ヨリ堀内弥平氏譲り受
ケ秘蔵スル所余該氏二請フテ勝宕スルモノ也／維時
明治廿七年孟春／岩城荘之丈則」とある。「岩城氏庄之
丈」「護則」の印がある．
18）「建仁寺派家伝書／神社・神宮相殿・諸堂・伽藍
・門集・層塔・宝塔類・禅家・数寄屋」（明治33（1900）
年，仮00－004）
写真3－2－3「俳閣雄形完J（明治16（1883）年，仮12－024）
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紙片に「明治三十三年三月大嶋盈株氏ヨリ拝借ス
岩城庄之丈寓之」とある。（写真3－2－4）
19）「御殿向積方法記巧匠秘術書」（明治33（1900）年，
仮17－004）
「寛永七庚午年三月上旬西加茂林村庄林佐左衛門
宗相」「明治四辛未年三月吉辰写之林重右衛門宗栄」
「内匠寮技師木子清敬右珍蔵之巻拝借仕候」「明治三
十三庚千五月下旬写之岩城庄之丈護則」とある。
20）「御舞重奏式拾分一」（明治34（1901）年，仮
02－068－23）
「平内安房廷臣明治三十四年三月写之伊藤吉太郎
氏ヨリ拝借シ明治三十四年四月写之岩城庄之丈式
枚之分」
21）「番匠研究徹到禄甲」（明治36（1903）年，仮
00－013）
「維時文久元辛酉秋伊藤八世ノ主守富謹白」「京都
東本願寺旧棟梁笠井参河様ヨリ拝借ス於京都寛之」
「東京旧作事方大棟梁甲良保之助様之珍蔵雛形二有
之分ヲ抜焉ナリ明治三十年六月中旬瀧の川村大島盈
株様方二而夜分拝見仕候事」等とある。（写真3－2－5）
22）「社家上下」（仮0卜013，0014）
下巻の奥書に「包教／恭福／知之／右固巻金城二有之
加賀圃大聖寺／平野藤平殿ヨリ拝借ス／於テ京都職昇
舘不退堂二寓之／岩城庄之丈護則（印）」とある。「岩城
氏庄之丈」「護則」の印がある。（写真3－2－6）
23）「塔0動静」（仮01－004）
奥書に「包教／恭福／知之／右図巻金城二有之加賀圃
???????????????????? ㍑ ??? ＝? ???? ? ?? ? ．?，??．???．?????㌧＝??．? ‥ ．?????．」 ?? ? ?
??．????????、
「
????
大聖寺／平野藤平殿ヨリ拝借ス／於京都職昇舘不退堂
二寛之／岩城庄之丈護則」とある。「岩城氏庄之丈」r護
貝山の印がる。（写真3－2－7）
24）「矩術真理解」（木子株斎，仮11－008－01）
「京都御宅ニテ拝借ス直二第之直二御停言被下置
岩城荘之丈」とある。
25）「木子株斎　仰仰木下ハ落掛り作図）」（仮
11－008－02）
26）畷櫛鋸鯛縦助噺執（大子大和大塚藤原棟
斎朝臣，仮15－022）
27）「禅家伽藍図」（「岩城家文書」仮01－002－01）
奥書に「包教／恭福／知之」とある。（写真3－2－8）
28）「建仁寺七堂伽藍図（禅宗七堂之国井木推）」（仮
0ト003）
奥書に「包教／蕃旅訂知之」とある。
29）「馳倉様殿作之図弗木推（武家鎌倉様殿作之織井
木推）」（仮0卜008）
奥書に「包教（印）／恭福（印）」とある。「建仁寺」の印
がある。
30）「武家鎌倉様鞍作之図（武家鎌倉様殿作之周井木
推）」（仮01－009）
奥書に「包教／恭福」とある。（写真3－2－9）
31）「木作始規式（木作始柱建上棟三規式）」（仮
01－011）
奥書に「包教（印）／恭福（印）」とある。「建仁寺」の印
がある。
32）「上棟シキノ飾（真之上棟耽式）」（仮01－012）
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写真3－2－5「番匠研究徹到禄甲」（明治36（1903）年，仮00－013）年，仮00－004）
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写真3－2－6　r社家上下J（仮01－013，0014）上の巻頭部分
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奥書に「包教（印）／恭福（印）」とある。「建仁寺」の印
がある。
33）「（規式）」（仮35－008）
「包教　恭福」とある。
10）と11）は福光（富山県南砺市）の大工松本幸三
郎の下で修行していた時に入手した物。12）と13）は
明治16（1833）年に京都で筆写された物であるが、庄
之丈は明治13（1880）年から明治17（1884）年の期間
中、伊藤平左衛門の下で東本願寺御影堂（大師堂）の
建設に従事していた。14）は明治19（1886）年、16）は
明治24（1891）年に入手した物であるが、庄之丈は明
治19（1886）年から明治20（1887）年と明治24（1891）
年から明治25（1892）年の期間は、木子株斎の下で東
本願寺阿弥陀堂（本堂）の再建に従事していた。庄之
丈にとって東本頗寺の明治度再建に従事したことは
多くの建築技術書に触れる絶好の機会であったよう
で、22）・23）や27）～33）の加賀建仁寺流の建築技術
書もこの期間に入手している。東本願寺の明治度再
建を契機に、その後も木子株斎からは24）～26）を、
伊藤平左衛門の嫡子吉太郎からは20）などが伝授さ
れている。
18）と21）機工戸幕府の作事方大棟梁を勤めた甲
良家の12代目を継いだとされる大島盈株から入手
した物である。
19）は内匠寮技師や古社寺保存会委員を勤めた木
子持敬から入手した物であり、この原本は東京都立
中央図書館の「木子文庫」に残されている。庄之丈は
木子清敬の下で明治29（1896）年に日光山堂塔保存
計画、明治34（1901）年に靖国神社御門の設計に従事
している。　　　　　　　　　　　（永井康雄）
写真3－2イ「塔僅朝」（仮01－004）巻末部分
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写真3－2－9「武家鎌倉様敗作之国（武家鎌倉様殿作之圃井木組」（仮01－009）部分
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第2項　設計図面類
「岩城豪文書」中の設計図醜よ岩城家3代（由乱丈
蔵（甚助）、庄之丈）が設計図書を作成し施工した建物のも
の、設計図書のみを作成して施工l潮史家の大工が行った
もの、他家の大工が作成した設計図書を写したもの等に
分けられる。建欄よ神敗報住宅公共建
築（警察邑学校、健紛などである。年代は寛政9（1797）
年から大正12（1923）年までである。蜘徹よ富
山県、石川県、京抑隠東京都などである。以下に代表
的なものを示す1
＜菖l版下＞
・神拙建築
日枝神社（旧騎社）（富山市山王町）
明治40（1907）～45（1912）年
幣殿・拝殿・神供所・社務所・石鳥居（庄之丈）
笹倉神社（富山市婦中町笹倉）
明治43（1910）年　拝殿（庄之丈）
神明社（富山市奥田新町）
明治42（1909）～43（1920）年　本殿（庄之丈）
神明社（富山市水橋専光寺）
明治3（1870）年　拝殿（庄之丈）（写真3－2－10）
白山社（富山市開発町）
明治40（1907）～42（1909）年　拝殿（庄之丈）
射水神社（高岡市古城）
明治35（1902）年
本殿・中門・玉垣・拝殿（庄之丈）
福光八幡宮（南砺市福光）
本殿・幣殿・拝殿
樫原神社（滑川市神明町）
明治5（1872）年　本殿（庄之丈）
大正2（1913）年　拝殿（庄之丈）
加積雪囁神社（滑川市加島町）
明治5（1872）年　拝殿
明治18（1885）年　本殿（正之丈）（写真3－2－11）
明治21（1888）～23（1890）年　御輿（庄之丈）
加茂社（滑川市高月）
文政6（1823）年　拝殿
慶應2（1866）年　拝殿
明治25（1892）～26（1893）年　本殿（庄之丈）
（写真3－2－12）
大正3（1914）～5（1916）年　石鳥居（庄之丈）
富士神社（滑川市安田）
明治39（1906）年　本殿（庄之丈）
八幡神社（下新川郡朝日町月山）
明治18（1885）年　拝殿（庄之丈）
白山神社（中新川郡舟橋村）
大正5（1916）～12（1923）年　拝殿（庄之丈）
・寺院建築
石川山　玉水寺（富山市小出）
明治2（1869）年　鐘楼堂（丈蔵）
四十万山　託法寺（魚津市吉野）
大正3（1914）～7（1918）年　本堂（庄之丈）
小川山　千光寺（魚津市小川寺）
明治44（1911）年　観音堂（庄之丈）
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写真3－2－10「専光寺村神明杜拝殿軒廻り井屋根
一巻覚帳」（仮04－010）
写真3－2－11「加積雪嶋神社御本殿屋根鎗圃」
（仮20－008－02－03）
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写真3－2－12「（加茂杜小屋組・屋弛み寸法改）」（仮
20－007－23）
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地谷山　安成寺（魚津市）
天保7（1836）～嘉永4（1851）年
本堂（庄蔵）（写真3－2－13）
元治1（1864）年　本堂（丈蔵）
明治22（1889）～23（1890）年　本堂（庄之丈）
明治27（1894）～28（1895）年　本堂（庄之丈）
明治39（1906）～40（1907）年　鐘楼堂（庄之丈）
顧宗寺（魚津市）
明治12（1879）年　本堂（庄之丈）
常泉寺（魚津市）
本堂
養照寺（掛目市顧抑
天保7（1836）年　厨子（由静
天保8（1837）年　塀中門（由試〉
天保10（1839）～嘉永2（1849）年
御座敷・御居間・御書院・御玄関（由静
天院12（1841）～15（18羽）年　本堂（由診
弘化2（1845）～東永5（1851）年　台所（由静
弘化3（1846）年　鼓楼（由静
安政4（1857）～元治1（1864）年　本堂（力静
大正1（1912）～9（1920）年　本堂（庄之丈）
高龍山　尊称寺（滑川市高月）
文政4（1821）年　宮殿（丈蔵）
天保3（1832）年　宮殿（丈蔵）
明治20（1887）～24（1891）年　本堂（庄之丈）
松倉山　法専寺（滑川市）
弘化2（1845）～嘉永7（1854）年　本堂（庄蔵）
大正9（1920）～10（1921）年　本堂屋根（庄之丈）
神明山　徳城寺（滑川市）
明治22（1889）～24（1891）年　本堂向拝（庄之丈）
東光山　養照寺（下新川郡入善町）
大正2（1914）～10（1921）年
本堂・御座敷玄関（庄之丈）
高野山　無量寺（中新川那舟橋付相和．ノ
本堂（棟梁：松本幸三郎
称念寺（中新川郡上市町森尻）
明治41（1908）～大正2（1913）年　宮殿
・住宅建築
杉木邸（富山市水橋石割）
安政6（1859）～明治7（1874）年（丈蔵）
間兵衛邸（富山市五福）
安政2（1855）年
櫻井邸（富山市東水橋）
文政11（1828）～12（1829）年
吉野喜平邸（魚津市）
西田豊二邸（黒部市若栗）
明治27（1894）～29（1896）年（庄之丈）
（写真3－2－14）
河村甚右衛門邸（黒部市宇奈月町浦山）
写真3－2－13　「地谷山再建惣給固草稿J（仮
27－009－10）
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写真3－2－14「西田皇二殿惣建物木口指圃」（仮
12－030－03）
明治24（1891）～27（1894）年
桐沢邸（滑川柵（滑川市大町）
天保7（1836）～9（1838）年（丈蔵）
小泉巨大三郎邸（滑川市瀬羽町）
天保10（1839）年（丈蔵〉
深井省三邸（滑川市神家）
明治43（1910）～大正1（1912）年（庄之丈）
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写真3－2－15「（水橋棚」（仮03－001－14－04）
写真3－2－16「御影堂石嶋足堅メ太引二百分一之
凪1（仮27－038－02）
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写真3－2－17　左：r御影堂四醜（仮03－034）
右：「本堂小屋組蹄杓引払（仮03－033）
香川邸（滑川市下梅沢）
明治38（1905）年
佐渡屋万右衛門邸（滑川市大町）
四十物屋小右衛門邸（滑川市）
小澤輿三邸（下新川郡朝日町泊）
明治27（1894）年
岩城七三郎邸（中新川郡上市町石仏）
安政7（1860）年
・公共建築
東岩瀬尋常高等小学校（富山市東岩瀬）
大正8（1919）年　奉安殿（庄之丈）
立山梼（富山市水橋）
明治2（4869）年（写真3－2－15）
伏木尋常高等小学校（高岡市伏木）
（庄之丈）
七美村尋常小学校（射水市七美）
明治36（1903）年（庄之丈）
滑川分署（滑川市）
明治14（1881）年（庄之丈）
＜石川県下＞
・寺院建築
龍谷山　鹿成寺（加賀市大聖寺鍛冶町）
明治18（1885）～21（1888）年　本堂（庄之丈）
慶徳寺　加賀市大聖寺本町）
大正3（1914）年　本堂（庄之丈）
＜京靭府下＞
・寺院建築
東本願寺（京都市下京区）
寛政9（1797）年一寛政度再建
阿弥陀堂・大寝殿・大門・鐘楼堂・集会所
文政6（1823）～天保13（1842）年一文政度再建
御影堂・阿弥陀堂・造合・大寝殿・大門・鐘楼
堂・舞台・阿弥陀堂門・台所（庄蔵）
（写真3－2－16～17）
安政一安政度再建
阿弥陀堂
明治12（1879）～25（1892）年一明治度再建
御影堂・阿弥陀堂・鐘楼堂・阿弥陀堂門（庄之丈）
華流山　知観覧　㈲舶
天保4（1833）年　諸堂
明治33（1900）年　阿弥陀堂（庄之か
＜東京都下＞
・神社建築
靖国神社（東京都千代田区九段］D
明治34（1901）年　神門（庄之丈）
・寺院建築
築地本願寺（東京都中央区築地）
明治31（1898）～33（1900）年　本堂（庄之丈）
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第3節　臓
「岩城家文書」の絵図類は、地租改正、海面漁
場、明治天皇北陸巡幸に関するものが多く、他
に国・郡絵図、町絵図、災害に関するもの等が
ある。以下に代表的なものを示す。
＜地租改正＞
「第十二大匿小三匿婦負郡庄高田邑領仮給鳳J（仮
23－010－04）
「石川麻下越中国第四大匿之固」（仮23－010－05）
「第萱大匿新川郡金山村下山新村八千堂原歩帳」
（明治6（1873）年，仮20－013－02）
「第一大匿新川耶金山村下山新村八千堂麻祓物
帳」（明治6（1873）年，仮20－013－05）
「反物表一括屋効歩井二屋号相しらへ書出シ帳第
一大匿小四臣下山新村」（明治6（1873）年，仮
12－016－02）
＜海面漁場＞
「新川郡海岸給固完」（文久3（1862）年，仮15－049）
「新川那西加積紛糾Il町酬乳
（文久3（1863）年，仮0卜019）（写真3－2－18）
「新川郡海岸分間給固」（仮15－036）
「滑川町海岸西町仁兵衛下タヨリセタ川まて間
数打立帳」（仮11－018－05）（写真3－2－19）
＜明治天皇北陸巡幸＞
「第式大匿小一匿笠木村御野立御小憩所略固」（明
治11（1878）年，仮12－018－01）（写真3－2－20）
「越中圃新川郡第二大棚唄叔給固」
（仮15－030）
＜国・郡・町絵図＞
「滑川町絵図」（明治9（1876）年，仮12）
「鳳至珠洲奥部材々組分給園」（明治11（1878）年，
仮12－020）
「羽咋鹿島口都組分給固」（明治11（1878）年，仮
12－021）
「（加越能給固）」（仮15－032）
「（富山城下絵図）」（仮15－035）
「（金沢城下給圃）」（仮06－013）
＜災害＞
「安政五年常願寺川非常洪水山里整地之模様見取
圃」（仮12－011）（写真3－2－21）
「変改六未年五月十九日大雨非常之洪水新川都常
願寺川鯉地村々略分間給固附り去午年両度襲
地之模様」（仮12－012）（写真3－2－22）
「変地高之事」（仮15－025－0）
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写真3－2一柑「新川郡西力触割tl町海岸御普請所分
間絵図」（文久3（1863）年，仮01－019）
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写真3－2－19「滑川町海岸西町に兵衛下タヨリ七夕
川まて間数打立帳H仮1卜018－05）
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写真3－2－20　闇大匿小一区笠木村御野立御小憩所
略臥（明治11（1878）年，仮12－018－01）
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写真3－2－21「安政五年常廠寺川非常洪水山里撃地之
醐軋（仮12－011）
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写真3－2－22「安政六未年五月十九日大雨非常之洪水新川郡常廠寺川筋惣菱地相々時分間細附り去午年
両度焚地劫脚動（仮12－012）
明治6（1873）年に地租改正法が公布され、富山県
では同年から現物納から金納となり明治9年に至り
地租改正が完全に実施された1）。岩城庄之丈の履歴
書2）によると、庄之丈は明治6年2月より同8年11
月までの間、下新川郡（第一大区・第四大区）・上新
川郡（第五大区・第七大区）・婦負郡（第十二大区）の
測量及び製図雇を勤務しており、「岩城家文書」中の
地租改正に伴う検地に関する絵図面類はこの時に作
成されたことが知られる。また、庄之丈は明治
10（1877）年10月から同年12月まで上新川郡第二大
区の海面漁場測量及び製図作成のために第二大区区
会所雇となっていることから、海面漁場・海岸測量
図はこの時期に作成されたことが分かる。
明治11（1878）年には明治天皇の北陸巡幸が行わ
れたが、庄之丈は石川県第二大区区会所より御路筋
御案内見取地図調製方を申し付けられている。巡幸
に際し、道筋に当たる川・山・湊・家数などの絵図
や調書の他に御野点で用いられた御′ト憩所の設計図
も残されている。現在の石川・富山両県の郡絵図な
ども製作年代から推して、この巡幸に関連するもの
考えられる。
安政5（1858）年に飛越大地震が発生し、富山県で
は立山のカルデラが大崩壊し（立山大鳶崩れ）、常願
寺川の上流を堰き止め、その土石流が下流域に大惨
事をもたらした。この時の被災状況を記した絵図が
「岩城家文書」に含まれている。明治天皇巡幸の際に
石川県大書記官が安政5（1858）年の立山大鳶崩れの
惨状を奏上している1）ことに鑑みると、‾「岩城家文
書」の飛越大地震関連の絵図面類は巡幸に備えて製
作された可能性が高い。
以上「岩城家文書」の絵図類の多くは、庄之丈が
地租改正や海面漁場測量、明治天皇巡幸に関係する
過程で、収集・作成されたものと考えられる。
（永井康雄）
［荘】
l）「富山市史通史下巻」（富山市史編さん委員会昭和62
年）。
2）岩城家文書・仮12－041、他。
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第4章建築技術書と遺構との対応関係
第1節岩城豪所蔵建築技術書の組物設計方法
前章で岩城家が所蔵した建築技術書類の概要を述
べたが、ここではそれらが実際の設計でどの様に活用
されていたのかについて検討したい。滑川市及びその
周辺には岩城庄之丈が設計・施工した建物が多く残さ
れている。その中から庄之丈の初期の作品である操原
神社本殿（滑川市神明町，明治5（1872）年建築）と後期
の作品である養照寺本堂（滑川市街家町，大正
9（1920）年建築）について、社寺建築で最も重要な見所
となる組物部分の設計手法を検討したい。
分析にあたっては、岩城家文書の建築技術書の中か
ら組物の設計方法が体系的に記されている以下の3
史料を扱う。
1）「新板　宮雛形」
（木版本，寛政13（1801）年板，仮15－019）
2）「舛形組物之図」
（岩城庄蔵写，江戸末期，仮01－007）
3）「松井先生ヨリ木割博へ聞書和」
（岩城庄嵐江戸末期，仮04－043）以下「松井木
割」1）と記す。
各史料に記される設計手順は図4－1－1～図4－卜3の
通りであり、表4－1－1は各部材毎にそれぞれの設計方
法を纏めたものである。
「新板宮雛形」では、大斗と巻斗高さは、それぞれ
の斗幅を3几5倍して決定する。大斗の斗尻幅は斗幅
を4／6倍にする。巻斗の斗尻幅は斗幅を3．5／5．5倍に
する。「舛形組物之図」では、大斗と巻斗高さは、そ
れぞれの斗幅を6／10倍して決定する。大斗と巻斗の
斗尻幅は、それぞれの斗幅を4／6倍にする。「松井木
割」では、巻斗高さは、斗幅を6／10倍して決定する。
大斗の斗尻幅は斗幅を4／6倍にする。巻斗の斗尻幅は
斗幅を3．5／5．5倍にする。尚、「松井木割」には大斗
高さの求め方は明記されていない。
表4－1－1各木割書における部材寸法の決定方法
新板　 宮雛形 舛形組物之図 松井先生ヨリ木割樽へ聞書和
柱太さ （正面柱間）×リ10 － ー
大 幅 （柱太さ）×1 ▼（笹 本さ）×8／10 （廷吏 苧）×机 0
斗 （柱太さ）×9／10
（柱太さ）×1
（枠肘木下端）×3
（方斗幅）×√2
（柱太さより大）
斗尻 （大斗囁 ×3β5 （大斗噂）×4／6＜禅宗様＞ （大斗幅）×4／6
（大斗幅）×35β5＜和様＞
高さ （大斗幅）×3β．5 （大斗愉 ×6／10 一
繰 り（高さ） （大斗高さ）×2β （大斗高さ）×ぴ （大斗高 さ）×卦5
敷面（高さ） （大斗高さ）×1ノ5 （大斗高さ）×1ノ5 （大斗高さ）×1β
含み（高さ） （大斗高さ）×訂5 （大斗高さ）×ぴ （大斗高さ）×訂5
枠
肘
木
下端 （大斗幅）×1β （大斗幅）×1β
（巻斗幅1×1／2
（方斗喝 〉×1／2
高さ （枠肘木下端）×1■2 ▼摩 壁李下鱒）×1・3＜禅宗様＞
（枠肘木下端）×1．2＜和様＞
（砕肘木下端）×1．3＜禅宗様＞
（枠肘木下端）×1．2＜和様＞
巻 幅 （垂木下端）×2＋（垂木 （垂木下端）×2＋（垂木木閤）×1＜ （垂木下端）×2＋（垂木木間）×1
斗 木間）×1 ▼但 ∴鋲 斗嘩）×7／10程＞
（大斗斗尻）×1
斗尻 （巻斗幅）×3ノ55 （巻斗幅）×射6く禅宗様＞
（巻斗幅）×3．5／55く和様＞
（巻斗幅）×35β5
高さ （巻斗幅）×3／55 （巻斗幅）×6／10 （巻斗幅）×6／10
繰り（高さ） （巻斗高さ）×2β （巻斗高さ）×び く厘毛の位を除く＞ （巻斗高さ）×ぴ
敷面（高さ）
含み（高さ）
（巻斗高さ）×1／5 （巻斗高さ）×1／5 （巻斗高さ）×1／5
（巻斗高さ）×封5 （巻斗高さ）×び く繰りの厘毛の位
を足す＞
（巻斗高さ）×訂5
木口の幅 （巻斗幅）－（巻斗敷面高さ）×1 （巻斗幅）一（巻斗敷面高さ）×1程 （巻斗喝ト （巻斗敷面高さ）×1程
方
斗
幅 （巻斗幅）×1
実
肘
木
下端 一 （枠肘木下端）×1 －
高さ （枠肘木下端）×1 （枠肘木下端）×1 －
垂 下端 （身舎正面親御 PZ枝）－（垂木木 （身舎正面規蠍 垂木校勘 一（垂木 （身舎正面矧 勤て垂木枝数）－（垂木木間）
木 間） 木間1
成 （垂木下端）×1．2
木間 （垂木下端）×1．2 （垂木下端）×12 （垂木下端）×1，2
身舎正面柱間 22枝 － －
一36－
図4一卜1「新板宮雛形」（木版本，寛政13（1801）年板，仮15－019）
作 F衰盲 ．‾‾¶ 大 ナ　 大 き さ ト l大 ご　 斗　 良 さ l　　　 大 斗　 含 み
「
卜
い 用 ／10） ×4／6 l
”大 斗 高 さ l
盲 了7喜一．・．「
X g／】0
－
fX l0／11〕） “大 斗　 敷 面
（柱 よ り メこ） ×6パ 0程 十 l‡十
”火 斗 繰 り l
× 2／5 1
×2／5（繰りの屋
毛の位を入れる）
×2／5（屋毛の位
が無いように）
図4－卜2　「舛形組物之国」（岩城庄蔵写，江戸末期，仮0ト007）
図4－卜3「松井先生ヨリ木割侍へ間書和」（岩城庄蔵，江戸末期，仮04－043）
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第2節　遺構の組物と建築技術書との対応関係
1．物療神社本殿
滑川の旧市街地は、富山湾に沿って南西から北東に
走る旧北陸街道（現・主要地方道富山魚津練）の両側
に形成されたが、当社はこの旧市街地の北東端部に位
置し、社地の南東側は旧北陸街道に、北西側は富山湾
に面する。「滑川神明官由緒書上申帳」（貞享3（1685）
年）2）及び「轢原神社由緒書上控」（宝永3（1706）年）
2）によると、当社は「延書式神名帳」に記載される
古社で、大宝元（701）年に柳原の地に開聞されたとい
う。盛時には1000石余の所衝を有し、別官・末社・
仁王門・惣門・拝殿・神供殿・塔・鐘撞堂などを備え
ていたが、戦国時代末期の元亀2（1571）年に上杉謙信
が越中に進攻すると、その兵火のために社殿は悉く焼
失したという。当社が現在地に遷った時期について、
前掲の「榛原神社由緒書上控」では「慶長年中之頃轢
原御神休ヲ末社神明宮へ遷シ申候」とあるように慶長
年中（1596－1615）としているが、「旦尾旧記」では元
亀2（1571）年とする3）。明治に制定された社格制度で
は、県社に列せられた。
現在の本殿（写真4－卜1）は、明治5（1872）年4月に
起工し、同年9月に竣工したもので、大工棟梁は岩城
庄之丈である4）。「岩城家文書」の中には、明治・大
正期に行われた轢原神社社殿造営に関する設計図面
類や彫刻の下絵、資材帳簿などの史料が多く含まれて
いる。因みに現在の幣殿・拝殿は、大正2（1913）年に
岩城庄之丈によって建てられたものである。
写真4－ト1轢原神社本殿
実測調査で得られた主要寸法と「岩城家文書」中の
諸図面に記される該当箇所の寸法は表中1－2の通りで
ある。経年変化による建物自体の狂いや諸部材の風
化実測段階での誤差などを考慮すると、実測値と「岩
城家文書」の諸史料に記される寸法は一致していると
見なせる。従って、本建物は、ほぼ計画通りに建設さ
れたものと考えられる。
表4－ト2　轢原神社柚の主要寸法
摘 要 実測 値 岩 城家文書の寸法
平面
身昔の何 日‾首
（緯 宜々）
7．03尺 （2柑 1．5コ〉7．04尺 ＝
身管の架 けき
（辞 去々l
5．75尺 （1743．0m）5．76尺 （1〉
l可拝の 正担
（緯 重々）
6．87尺 （2083．仙川）6．島名尺 （2）
向洋の聞 直
（柱 真々）
5．74尺 （】740．0m）5．76尺 ‖）
大床の 正面略
（身舎柱 亮か ら擬宝
扶持真 まで1
1．98尺 （600．0m） 2．00尺 日日
大原 の側血相
（身舎柱 某か ら脇障
子緯 真まで）
2．00尺 （605．OM） 2，00尺 川
身舎柱 の太 さ 0，766尺 （232．1”） 0．78尺 ＝
向挿柱 の太 さ 0．680尺 （206．1コ皿） 0，70尺 ＝
脇 障子桂 の太 さ 0．409尺 （】23．9m） 0，42尺 ＝
擬宝 珠柱 の太 さ 0．475尺 （143．9山） 0．48尺 ＝
垂木
下端 0．139尺 （42．0凹） 0．14尺 ＝
成 0．165尺 （50．01乃） 0．17尺 ＝
木 間 0．179尺 （54．2コ皿） 0，18尺 ＝
歩 み （1枝 寸法） 0．317尺 （96．2コ皿） 0．32尺 ＝
身曹背 面
（身舎桂 真か ら茅
包外 下偽まで）
3．99尺 （1207．9山）4．00尺 （1）
軒 出 同拝 止四】
（向拝柱 真か ら破
風挿外 面 まで）
3，24尺 （982．0山） 3．21尺 （4）
高さ
昇管 の円舐 晶
（腰 長押 上端か ら内
法長 押下端書まで）
3．65尺 （‖071m） 3．65尺 （3）
土管 上布か ら身首
の頭 首上虚 まで
8．86尺 （2685mm） 8．94尺 （3〉
身
舎
大斗
幅 0．634尺 （192mp） 0．66尺 ＝
斗尻 0，429尺 （】30m） 0．44尺 l‖
高 さ 0．389尺 （11餌コ） 0．40尺 （‖
含 み 0．155尺 （47Ⅱ皿） 0．16f l＝
敷面 0．079尺 （24m ） 0．08尺 L‖
繰 り 0．155尺 （47Ⅶ ） 0．16尺 ‖）
方斗
幅 0．48尺 ‖）
斗尻 0，30尺 ‖）
高さ 0，30尺 （‖
含 み 0，】2尺 11）
敷面 0．06尺 l‖
操 り 0．12尺 ＝
肘 木
下端 0，233尺 （70．67mn〉 0．24尺 （lI
高さ 0．290尺 （88mm） 0．29尺 日日
柱
頭
組
物
巷 斗
幅 0．482尺 （146m） 0，48尺 ＝
斗尻 0．300尺 （91旧〉 0．30尺 ＝
幅 （木 口） 0．42尺 ＝
斗尻 （木 口） 0．25尺 l‖
高 さ 0．300尺 （91m） 0．30月 し‖
含み 0．120尺 （36．5m ） 0，】2尺 し‖
敷面 0．05＄尺 （17，5m） 0．06尺 ＝
繰 り 0．t22尺 （37m） 0．12R m
鬼斗
幅 0．561尺 （170mn） 0．54尺 （‖
高さ 0．30尺 ＝
斗尻 0．27尺 ‖）
実肘 未
下賜 0．231尺 （70m加） 0．24尺 （‖
高さ 0．238尺 （72皿几） 0．24尺 ＝
隅行 実
肘木
下端 0．271尺 （82m） 0．26尺 （‖
高 さ 0．2g尺 ＝
荘 （t）滑Jl町櫻原神 社御資殿 緒寸 法記 （明治 5年 4臥 仮 20－002－07）
（2）滑川東宮御本殿木口給治国（仮20－002－39）
（3〉東宮御本殿曲尺計（明治5年5月・仮20－002－40）
（4）御資殿妻屋根囲（仮20－002－02）
－38－
（1）平面
「岩城家文書」によると1枝寸法は0．32尺で計画さ
れている。従って、身舎の桁行きは22枝、同梁行き
は18枝、向拝の正面は21．5枝、同側面は18校、大
床の正面及び側面の幅は6．3枝、身舎背面の軒の出
が12．5枝、向拝正面の軒の出が10枝で計画された
ことが知られる。
柱の太さについては、身舎柱の太さ（直径）は実測
値で0．766尺（コ2．1m）、「岩城家文書」では0．78尺で
ある。身舎正面（桁行き）柱間に対する柱の太さは、
実測値で0．10889、「岩城家文書」の寸法で0．1108とな
る。従って身舎柱の太さは身舎正面柱間の11／100、即
ち1寸1分の割合で計画されたと考えられる。向拝柱
の太さは実測値で0．儲0尺（2阻1mm）、「岩城家文書」
では0．70尺である。身舎柱の太さに対する向拝柱の
太さは、実測値で0．兆8、「岩城家文書」の寸法で0．897
となる。従って向拝柱の太さは、身舎柱の9／10、即ち
9分の割合で計画され（0．78尺×9ノ10＝0．702尺）、厘
の単位を切り捨てて7尺丁度としたと考えられる。
（2）組物
轢原神社本殿身舎柱上の大斗の幅は「岩城家文書」
の寸法では0．66尺である。これを基準として「新板宵
雛形」「研形組物之図」「松井木割」の設計方法により組
物の各部の寸法を算出した（表4－1－3）。これによると
3つの木割書の中で「樹形組物之図」が最も「岩城家文
書」の寸法に近い数値であるので、当本殿は「桝形組物
之図」の木割を基に設計された可能性を指摘できよ
う。
ここでは「析形組物之図」を基にした設計過程を推
測してみたい。先ず、本殿の規模を正面柱間で大凡7
尺程の大きさで計画したと考えられる。「桝形組物之
図」では柱太さの算出方法が記されていないが、設計
図から正面柱間寸法の11／100（即ち1寸1分）の割合
であるので、
柱太さ＝柱間×11／100＝7尺×11／100＝0．77尺
となる。大斗の大きさは柱の9分取りであるから、
大斗大きさ＝（柱太さ）×9／10
＝0177尺×9／10＝0．693尺、
巻斗の大きさは大斗の大きさの7分程であるから、
巻斗の大きさ＝（大斗の大きさ）×7／10程
＝0．693尺×7／10＝0．4g51尺程
となる。この巻斗の大きさは、垂木の下端寸法の2
倍と垂木木間（垂木と垂木の間隔）1つ分の和であり、
垂木の下端と垂木木間の比率は1：1．2であるから、
垂木下端＝（巻斗長さ）×1／（川．2†1）
＝0．4851尺×1／（1＋1．2＋1）＝0．15159尺
木間＝（巻斗長さ）×1．2／（1†1．2‡l）
＝0．4851尺×1，2／（1十1．2＋1）＝0．18191尺
となり、厘以下を切り捨てると、
垂木下端＝0．15尺　　木間＝0．18尺
表4－ト3　木割書から算出した寸法と楔原神社本殿設
計図の寸法との寸法比較
新 板 宮雛 形 樹 形 組 物 之 凶
松 井先 生 ヨ リ
木 割 博 へ 問 責
‡＝
岩 城 家 文
書 （仮 20－
002－07）の
寸法
身
舎
璧
瑚
射1
物
大 斗
斗 尻 0．36尺
黒∴まき．尺 （禅 ）
0．42尺 （和 ）
0．如 尺 0．44尺
高 さ 0．36尺 0．396尺 0．40尺
含 み 0．144尺 0．1584尺 0．16尺
敷 両 0．072尺 0．0792尺 0．胴 尺
繰 り 0．144尺 0．】584尺 0116尺
肘 木
下端 0．22尺 0．22尺 0．23尺 0．24尺
高 さ 0．26‘りミ
0．286ノく 0．299ノミ（神 ）
0，29尺百二’痛 涙 0．276尺
巻 斗
幅 0．46尺
里：．埜尽
0．44尺
0．46尺 乱 購 尺
斗 尻
0．306尺 （禅 ）
0．2犯 尺 （和 ）
6：●云すき宮 て樺 7■…
0．28尺 （知 〉
0．293尺 口．制 尺
高 さ 0．25尺
只∴邑7．与尺
0．264尺
0．276尺 0．30尺
含 み 0．10尺
0．日尺
0．11尺 0．12尺
0．104尺
敷 面 0．05尺 0 055尺 0．55尺 0．06尺
0．052尺
繰 り 0．10尺
0．11尺
0．11尺 0．12尺
0．104尺
実 肘 木
下 端 0．22尺 0．銅 尺
0，22尺
高 さ
0　22尺
0．24尺
0．22尺
となるので、1枝寸法＝0．15尺＋0．18尺＝0．33尺と
なる。当初の正面柱間寸法7尺に垂木を配すると、正
面の柱間の枝数＝7尺／0．33尺＝21．21となるが、背
面には柱間の中央に組物が入るから枝数は偶数でな
ければならない。従って、7尺間で22枝と決定する
が、i枝＝0．3182尺　垂木下端＝仇1446尺　木間＝
0．1736尺となる。ここで厘以下の数字を丸めるので
あるが、その仕方は以下の4通りである。
①垂木下端＝0．15尺　木間＝0．17尺1枝＝0．32尺
（亘）垂木下端＝0．15尺　木間＝0．18尺1枝＝0．33尺
③垂木下端＝0．14尺　木間＝0．17尺1枝＝0．31尺
④垂木下端＝0．14尺　木間＝0．柑尺1枝＝0．32尺
本遺構では④の寸法を採用し、最終的な正面柱間寸法
が7，04尺と決定される（正面柱間寸法＝1枝寸法×枝
数＝0．31尺×22校＝7．04尺）。これで垂木下端と木
間の最終寸法が決まったので、再度巻斗と大斗の寸法
の吟味を行う（図4－1－2の波線）。
巻斗の大きさ＝（垂木下端）×2＋（垂木木間）×1
＝0．14尺×2＋0．18尺＝0．46尺
巻斗高さ＝（巻斗の大きさ）×6／10
＝0．46尺×6／10＝0．276尺
巻斗の斗繰り＝含み＝（巻斗の高さ）×2／5
＝0，276尺×2／5＝0．日04尺
巻斗の敷面＝0．0552尺
ここで、比例関係を保ちながら厘以下が無いように斗
繰り＝含み＝0．12尺　敷面＝0．06尺と決定し、その
結果、巻斗高さ＝0．3尺となる。
大斗は、巻斗の大きさに7／10の逆数を掛ければよ
いから、
－39－
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図4－1－1六校掛の周（通常は垂木の側面と巻斗
の側面は一致するが轢原神社では巷斗が大きい）
大斗大きさ＝（巻斗長さ）／0．7
＝0．46尺／0．7＝0．657尺≒0．66尺
と決定される。
ここで問題となるのが巻斗の大きさで、垂木下端と
垂木木間から算出される寸法は0．46尺であったが、
巻斗の高さ（0．3尺）から算出される寸法は0．5尺（巻
斗高さ×10／6）となり両者の差が大きい。遺構の巻斗
の大きさは0．48尺で、これは0．46尺と0．5尺の平均
値である。遺構の垂木配りと巻斗の関係は正規の六枝
掛になっていないが、上述のように巻斗の形態及び巻
斗と大斗の比例関係を配慮した結果と推測される。
2．養照寺本堂
当寺は浄土真宗の寺院で、滑川旧市街地のほぼ南端
に位置する。藩政時代は滑川の本陣も勤めた（詳細は
第6章参照）。岩城家と養照寺の関係は深く、安政度
再建時には岩城家初代の庄蔵が棟梁を勤めた。この時
に建てられた本堂は慶応2（1866）年の養照寺焼け（滑
川大火）で焼失し、本堂の再建が始まったのは大正元
（1912）年からで、棟梁は岩城象三代目の庄之丈、落成
したのが大正9（1920）年である。この時に再建された
のが現本堂である（写真4－1－2）。
「岩城家文書」には安政4（1857）年から大正5（1916）
年に至るまでの養照寺本堂の組物の設計図が多く残
表4－卜4　本割書から算出した寸法と糞照寺本堂
設計図の寸法との寸法比較
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されている。大正再建時は安政再建時の寸法をそのま
ま踏襲しており、遺構の寸法もこれと十致している。
養照寺本堂の側柱上の大斗の幅は「岩城家文書」の
寸法では1．24尺である。これを基準として「新板宮雛
形」「研形組物之図」「松井木割」の設計方法により組物
の各部の寸法を算出した（表4－1－4）。これによると3
つの木割書の中で「析形組物之図」が最も「岩城家文
書」の寸法に近い数値であるので、当本堂も樫原神社
本殿と同様に「析形組物之図」の木割を基に設計され
た可能性を指摘できよう。
小結
樫原神社本殿及び養照寺本堂を設計する際、岩城家
では「新板宮雛形」、「舛形組物之図」、「松井先生
ヨリ木割侍へ聞書和」の3種類の木割書を所持してい
た。これら木割書の設計方法を解読し、樫原神社本殿、
養照寺本堂の組物の寸法決定でどの木割書がどの様
に活用されていたのかについて検討した。その結果、
岩城家では「松井先生ヨリ木割侍へ間者打」に基づい
て組物を設計していた可能性が高く、個々の部材の比
－40－
例関係に留意しながら、厘以下の値を処理して最終的
な寸法を決定していたと考えられる。
（永井康雄，並木勇樹，佐々木津也）
［註］
l）因みに「松井先生」なる人物については、「岩城家文書」
の中に「東六候御玄関唐博風之内彫物」（享和4（1804）年、松
井恒徳、仮番号21－012－02－06－01）、「下新川郡生地梅澤山専
念寺御堂諸材木留帳」（文政11（1828）年、棟梁松井角平控、
仮番号lト035－Dl）、「木作始規式　柱建規式　上棟規式」
（松井恒久、岩城護寅写、仮番号00－025）などの史料がある
ことと、岩城庄蔵護貢の活動期間が文政から幕末にかけてで
－41
あることなどから、11代又は12代の松井角平と考えられる。
2）「滑川市史史料編」（滑川市史編さん委員会昭和57年）
3）「滑川市史通史編」（滑川市史編さん委員会昭和60年），
P82。因みに現在の社地を古絵図で確認すると、天明3（1783）
年の「滑川町惣絵図」（田村家蔵）には「神明社」、天保
12（1841）年の「新川郡西加積組滑川町見取絵図」（滑川市立
博物館蔵）には「礫原神社」「神明社」と記されている。
4）岩城庄之丈の履歴書（滑川市立博物館蔵「岩城家文書」仮番号
12－041）に、「一　同壬申五年四月ヨリ同九月マテ同郡滑川町
願社礫原神社本殿向拝唐破風附槻造出来棟梁勤務　日営銀
式匁五分　落成ノ上慰努トシテ銀八百目安敵」とある。
第5章油日の郡市構成
滑川は、眼前に日本海が広がり、背後には立山連峰
を控え、平地には乏しいものの豊かな水利の息づく、
旧街道沿いに家並みが連なる宿場町である。近年、道
路敷設に伴い、昔ながらの町割りが崩れ、水路も暗渠
化されている個所が少なくはないものの、かつての宿
場町としての面影を残しているといってよい。
本章では、『滑川町誌』、『滑川市史』の記述を頼
りに、富山地方法務局魚津支所所蔵の土地登記簿なら
びに閉鎖公図（明治9年6月作成）より、かつての滑川
市街地の町割り、街路、そして水路の復元を試みる。
第1節　滑川の町割り
中世以前の滑川の町割りを今に伝える資料は乏し
く、戦国時代になり、ようやく戸口が旨己録にあらわれ
る。「桐沢日記」には、天文7（1583）年の滑川の戸
口を家数277棟、人数1019人と記している。この他に
百姓242軒ともあるので、先の家数は町集落を示して
いることになり、この集落こそが、現在の大町に相当
する部分であると考えられている。
天正期（1573－1591）には、後に瀬羽町となる狭町
図5－1－1「栴沢象文ヨ勤絵図
（滑川市史・史料編附録絵図）
が起こり、街道に沿った町並みができつつあった。江
戸前期（寛永年間～宝永年間）に描かれた大町および
新町（およそ現在の大町、河浦町、三穂町、荒町に相
当）の絵図（図5－1－1）からは、街道に沿って短冊状
に並んだ町割りを読み取ることができる。中世にまで
成立起源を遡る大町は、慶長年間に成立した荒町とと
もに宿場的性格を持ち、瀬羽町は町的性格を有してい
た。一方、大町の浜側（現在の三穂町）と瀬羽町の浜
側（現在の浜町）は猟師町と呼l封tる狩猟を生業とす
る者達の住まう地域であり、先の三町を町方と言うの
に対して、こちらは浦方と呼び習わされていた。また、
近世期の町方は、全て両側町であり、その様子は天保
12（1841）年4月作成の「新川郡西加積組滑川町見取
絵図」（図5－1－2）においても確認できる。この絵図
からは、上記町方に加え、新屋町、神明町、北町、中
町、武乎大町、松原町、四間町、フクペ町、馬町、七
間町、橋場町、神家町、横町、山王町などの新たな町
名を見ることができる。ここにあげた地名が、現在ま
でほぼそのまま継承されている（図5－1－3）。
ところで、法務局の公図中に作成年代不詳の「中新
川郡滑川町地図」という彩色の施された地番入りの絵
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（滑川市史・史料編附録絵図，滑川市立博物館蔵）
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図（図5－1－4、以下、「彩色絵図」と略）が含まれてい
る。「中新川郡」という名称と、橋場の「警察署」の
記載から、明治26（1893）年～明治43（1910）年に作
成されたと推察できる。この時点で既に市街化が進ん
でいた荒町から北の部分が何故描かれていないのか
については、それを解明するだけの史料を持ち合わせ
ていないため、推測すらできないが、街割りと、次節
以降の街路と水路の復元は、この「彩色絵図」の範囲
内に限定して考察することにしたい。
「彩色絵図」に記載の地番と街路ならびに水路を、
法務局所蔵の閉鎖公図に記載の地番、描かれた街路な
らびに水路と比較して、明治後期の滑川の町境線、街
路及び水路を、現在の地図に落としたものが、それぞ
れ図5－1－5、図5－1－6である。
「彩色絵図」の色分けは、おそらく町毎に割り当て
られたものと思われるが、離れた土地において同色を
用いていることもあるため、確定的なことは言えな
い。また、町境は現在に比べ非常に凸凹が多いが、閉
鎖公図においても同様の町境線を見ることができる
ので、これは町境練と考えてよいだろう。
第2節　滑川の街路
先に宿場町としての滑川の成立について述べたが、
近世初頭の北陸街道は、現在のように中川を境に鈎の
字に曲がってはいなかった。狭町は、寛永6（1629）
年の浪害により海岸浸食を受けたことにより、街道を
山側へ移転し、天和3（1683）年には町名も瀬羽町へ
と改称した。
近年に敷設された道路を除いて、「彩色絵図」と現
状とで大きく異なる点は、浜側に多く見られる袋小路
の有無である。浜町と三穂町にそれぞれ1本ずつある
だけで、残りは、中小路に接続するよう延伸されたか、
あるいは宅地に合筆されている。袋小路があった理由
として、浜側、すなわち旧猟師町は、大町や瀬羽町に
比べると、一筆の大きさが非常に小さく、猟師という
性格上一戸当たりの坪数をさほど必要とせず高密度
に住んでいたことが窺われる。
「彩色絵図」範囲外の街路については、明治39（1906）
年12月から始められた耕地整理事業により、街区、街
路、水路の整備が併せて行なわれた。この事業の青写
真は、法務局の閉鎖公図中に含まれているが、今回は
対象地区外であるため、考察から省くことにした。
第3節　滑川の水路
滑川の背後に聾える剣岳一帯の雪解水や雨水が、50
分の1の急勾配を流れ滑川の市街地へ注ぎ込む。洪
水に悩まされた農民達は、潅漑の意図も含めて、河川
の改修を行なった。しかしながら、『滑川市史』には、
主に農業用水に関する記述ばかりで、肝心の市街地を
流れる各水流についての言及はない。そこで、ここで
は『滑川町誌』の記述を頼りに考察をすすめることに
したい。
大町と瀬羽町を隔てる太い川が中川で、滑川の旧市
街を流れる水路は全て、この中川に注ぐ。道路敷地5
町5反2畝20歩に対し、河川敷地はその半数近い2町6
反6畝26歩あり、これは滑川が水路の町でもあること
を示している。
市街地の水路は、潅漑のために開墾されたもの、あ
るいは、特に地下水に乏しい瀬羽町以西において飲料
水用として掘削したもの、もしくは、度重なる大火の
教訓として火防用に引水されたもの、そして、自然に
流れ来るものがある。以下、より上流から中川に注ぎ
込む順に、主な川の特徴を述べていきたい。
晒屋川：水量が豊富で、多くの田畑を潅漑するが、
毎年初夏には概して氾濫し、田畑、人家に浸水した。
田中川：神田川、伝五郎川と合流し、中川に注ぐ。
河端川：田中川の分流として、元禄3（1690）年の
大火後に開墾したと伝わっている。
寺家川：古くは砂古田川といい、大町の東．一瓢町、
馬町－を経て、河浦町前で中川に往く：慶長年間（1596
～1614年）の開聖と伝わっている。
大町川：街道の両脇を流れる。
このうち暗渠により現状では、その流れを全く失っ
たものに大町川があり、中川も河口付近以外は駐車場
と化している。寺家川も下流では半分以上が暗渠とな
っている。それでも、神家町のロの字型の水路や、特
に南方の水路は旧状をよく留めており、暗渠となった
水路も、車通りが少ない時には、足下に川のせせらぎ
の音を感じることができる。
小結
町割り、街路、水路に着眼して、滑川の構成を概観
した。街道沿いには、若干の歯抜けがあったり、正面
に改修が施されているものも少なくはないが、昔なが
らの町家が軒を連ねている。度重なる大火をくぐり抜
けた建物は決して多くはなく、ほとんどが明治以降で
はあるものの、建物が持つ機能自体は近世以来のもの
を継承している。街区の構成も、街路も水路も、基本
的な骨格は、近世の宿場町時代に形成されたもののま
まであることが、今回の考察で明らかとなった。
眼前に広がる日本海と、背後に聾える連峰という不
変の自然条件も併せて、今一度、街が培ってきた歴史
を再認識できる街並やまちづくりを望みたいし、それ
に適うだけの歴史資産を滑川は持っていることを指
摘して、章の結びとしたい。　　（池上重康、角　哲）
［参考文献］
1）『滑川町史』（滑川町編纂，大正2年）
2）『滑川市史』（滑川市史編纂委員会昭和60年）
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第6章　住宅建築
第1節　本陣・御旅屋
1．金沢藩・宮山藩に見られる本陣・御旅屋
慶長8年（1603）に徳川幕府が開かれ、元和元年
（1615）に一国一城制が、寛永12年（1635）に参勤
交代制が敷かれた。これらによって、全国の都市、宿
場の整備が進められ、金沢港、富山藷の各町も近世的
な姿に生まれ変わって行った。参勤交代や港内巡視の
ため藩主が日額、もしくは、他額を通行する際に伏臥
宿泊する必要が生じるが、金沢港、富山藩内には、こ
うした際に利用された施設として本陣と御旅屋（おた
や）とが見られた。現在、旧金沢藩、富山敵に本陣、
御旅屋の遺構は見られない。
本陣は、東海道、中山道等の宿駅にも見られ、参勤
交代時の大名や幕吏の通行を支えるものとして近世
を代表する休泊施設であり、従来、これらを対象とし
た研究が進められてきた。一方、御旅屋は金沢港、宵
山藩にのみ見られる呼称であり、その建築実態を解明
した研究はこれまでになく、従って、本陣との関係や、
庄内藩、仙台藩、毛利藷、熊本藩等の諸藩に見られる
御茶屋、御仮屋、御客屋といった休泊施設との関係も
検討されていない。
一方、金沢藩、富山藩は各大名の参勤交代路全体を
眺めた場合、ひとつの大きな特徴を有している。大聖
寺藩、富山藩は、共に金沢藩主である加賀前田家の一
族を藩主とする支藩であるが、これら3藩より南西に
位置する福井藩等は参勤上府の際に3藩領を通らず、
南に降って中山道、東海道を経由する例がほとんどで
あった。従って、北陸街道を使って東へ参勤上府する
大名の中ではこれら3藩が一番西の端に位置し、3藩
内を参勤で通行する大名は、相互に身内であるこれら
3藩の藩主のみであった。言い換えれl£3滴は東海
道、中山道と同様に本州中央に位置しているにも関わ
らず、西国からの多くの大名が参勤時に通過した東海
道、中山道とは異なり、自藩と身内の藩の通行のみが
見られむしろ、土佐藩、鹿児島藩等の辺境に位置す
る藩に共通した状況であったことが指摘できる。
2．岩城豪文書に見られる本陣・御旅屋の史料
今回調査した岩城家文書には、金沢港、富山藩の本
陣、御旅屋の間取りが描かれる史料として、以下の5
家に関するものが遺されている。
①掛目家（富山）岩城家文書仮4－37
②東岩瀬御旅屋、岩城家文書仮4－37
（勤魚津御旅屋、岩城豪文書仮4－37、同仮29－6卜9
④桐沢氏（滑川）岩城家文書仮29－62－1
⑤小泉屋（滑川）岩城家文書仮4－37、同仮17－24、同
仮29－6ト1
（；吃③⑤の図を含む岩城家文書仮4－37は「町家小
口図井座敷木割指図書院向木割指図」と題され、全
11枚の図がまとめられたものである。また、④の図
を含む岩城家文書仮29－62は天保7年（1736）の年紀
がある「桐沢氏家図　一巻」と書かれた袋に「御本陣
御玄関大瓶束」「桐澤氏御玄関虹梁」等の意匠図等
13枚が納められたものである。いずれも、岩城家の
活動の中心であった滑川、および、その近接地域のも
のであり、富山が富山藩に、他の東岩瀬、魚津、滑川
は金沢港に属していた。
3．富山の本陣
富山は寛永17年（1640）の富山藩の成立以降、明
治維新を迎えるまで、富山城を中心とする城下町であ
った。金沢から江戸に向かう場合、高岡を経て小杉に
達し、ここから富山城下を経て滑川に至る北陸街道と、
東岩瀬を経て滑川に至る浜街道とに分かれるが、後者
は金沢藩主、大聖寺藩主の参勤に用いられる例が多く、
往還道とも呼ばれた。
（王）の篠川家については、天保12年（1841）の「富
山町方善事調理」5）の「中町」の項に「古寺町二人
弐丁目北側　篠川甚助　右御本陣役相勤　御成御
門井御裏門海老町境」とあるように本陣とされている。
中町、古寺町、海老町の関係から、篠川家の位置を特
定することができる。
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図トH r富山伽本陣篠川氏」（仮4－37）
図6－1－1は「富山御本陣笹川氏」図（岩城家文書仮
4－37）を複写したものである。図中に天保9年（183
8）と書き込まれこれは「富山町方善事調理」5）が
書かれた天保12年に近い時期である。図中に書き込
まれた方位から、敷地南側が中町通りに、東側が海老
町通りに、それぞれ接していたことが判明する。建物
は2棟がL次型に接続された構成であり、東側の棟に
は「御門」の正面に「御玄関」があり、そこから右手
奥に「御居間上段」があり、一方、左手奥には「大聖
寺様御居間」がある。共に人側、床、棚が付された8
畳間である点が共通する。富山を参勤交代で通行する
大名家は主として金沢藩主と大聖寺藩主であり、「御
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居間上段」が金沢藩主用に、「大聖寺様御居間」が大
聖寺藩主用に設けられ、玄関は共用であったと考えら
れる。
このように主たる座敷が2つ設けられる本陣の例
は、管見する限り全国にこの1例のみである。遠方か
らの多くの大名が通行する東海道、中山道の本陣では、
個々の大名の特性を考慮する必要もなく1つの座敷
が次々に宿泊に利用され、逆に、大名1家のみが参勤
に利用する専用本陣では、専用の座敷1つが用意され
たと考えられる。富山城下では宗藩の金沢藩主、およ
び、富山藩と同じ支藩である大聖寺藩主が利用し、他
の大名の利用がほとんど見られず、こうした場合に限
って生じた、特殊な平面構成であると言えよう。
これに対し、西側の棟は「入口」から入って「庭」
に通じ、その奥は、平面から通り土間であったと思わ
れる。裏手に「料理場」があり、床上部分には2列に
規則的に部屋が並んでいる。この棟は篠川家が日常の
生活に用いていた部分と考えられる。東側の棟に台所
が設けられていないこと、東西両横を連結する部分が
「料理場」から近い所に位置していること等から推し
て、金沢藩主、大聖寺藩主の利用時には西側の棟の台
所部分が用いられたと考えられる。また、「富山町方
善事調理」に言う「御成御門」は図1の「御門」に、
「御裏門」は図1の「入口」に該当しよう。
4．東岩瀬の御旅屋
神通川の河口に位置する港町であった東岩瀬は金
沢藩領であり、藩の御蔵が置かれ、水運を利用して集
めた年頁米を保管し、大阪廻米として搬出する中心地
であった。現在、東岩瀬の町並みが保存され、明治初
期に建てられた北前船廻船問屋森家（重要文化財）が
保存、公開されている。同時に、浜街道の宿駅として
も栄え、金沢藩主、大聖寺藩主の参勤時に宿泊地とな
った。さらに、寛文5年（1665）に郡役所が置かれて
新川郡奉行2名が配置され、金沢港の東端に当る境ま
での新川郡の郡方を支配した。
東岩瀬を描いた町絵図は
（1）宝暦（1751～63）図
（2）文政11年（1828）図
（3）文政（1818～29）図
の3点（いずれも岩瀬地区セシター蔵）が迫されてい
るが、東岩瀬御旅屋の敷地はいずれにも描かれている。
御旅屋の敷地は享保年間（1716－35）の水害の後に移
動したことが知られている7）が、これら3図はいず
れも移動後のものである。
図6－トZは宝暦図の一部であるが、「御旅館」と書
かれた建物が左側の「古市屋勘兵衛」と書かれた建物
に連結されているように描かれている。この敷地は文
政11年図では「御旅屋　羽田次長兵衛」と書き込ま
れ「御旅屋守　次良兵衛」と書かれた貼紙がされ
文政図では「御旅屋守　次郎兵衛」と書き込まれてい
る。羽田家は古市屋を名乗り、幕末の嘉永6年（185
3）まで東岩瀬御旅屋の御旅屋守を勤めた。
「東岩瀬御旅屋小口図」（岩城家文書仮4－37）を
図6－1－3に示した。図に年紀は見られないが、岩城家
文書に遺される資料のほとんどが寛政年間以降のも
のであることを考慮すれl£享保の敷地移転後の時期
のものと考えられる。図中に敷地、方位は示されてい
ないが、「式董」「中式墓」の位置から、図の下側に
道があったと考えられ、図2と上下が逆の関係となる。
建物は左右2棟が「中式嘉」「御役懸り通」「御膳所
通」と書き込まれた部分によって接続された構成であ
る。左横は「式蔓」「御居間」の書き込みから、大名
等の休泊に用いられた部分であったことが知られる。
右横には「御膳所」「膳棚」の書き込みから、台所部
分が設けられ大名等の休泊時にはここから「御膳所
通」を通って左横に食事のサービス等が行われたと考
えられる。また、右横には仏壇を示すと思われる「彿
間」の書き込みが見られ、生活空間が設けられていた
ことが推測される。
図6一卜3と図6－1－2とを比較すると、位置関係から、
図6－ト2で「御旅館」とされる右側部分が図6－卜3
の左横に、図6一卜2で「古市屋勘兵衛」とされる左側
部分が図6－卜3の右横にそれぞれ対応し、両者の規
国かト2　東岩瀬町絵図（宝暦）（部分）
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園㌻1－3　r東岩瀬御旅屋木口図J（仮4－37）
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槙が図6－1－2と図6－ト3とで逆になるものの、図
6－1－3の左横が狭義の御旅屋、右横が羽田家居家であ
ったと判断される。
5．魚津の柵御旅屋
魚津は中世には魚津城を中心とする城下町として
発展し、天正15年（1587）に金沢藩領となっても城
代が派遣されていたが、元和元年（1615）の一国一城
制により廃城となった。その後の魚津を描いた町絵図
は
（1）越中魚津町惣絵図、天明5年（1785）、魚津市立
図書館蔵
（2）魚津町惣絵図、嘉永2年（1849）、金沢市立近世
史料館蔵
の2点が残されているが、いずれにも城跡は内堀、外
堀が残され（1）には「古城　御蔵屋敷」と書き込ま
れ、（2）には内部に米蔵、武具蔵等が描かれている。
城代が廃止された後は郡代や町奉行が置かれ、「役屋
鋪」「町附足軽屋敷」「同心屋敷」「組附与力」「御
馬廻J等と書き込まれた敷地が城跡の東側に配置され
ている。城跡の西側には、北陸街道に沿って町屋敷が
置かれている。
5－1本陣
北陸街道を参勤で通行する大聖寺、金沢、富山の各
藩主は魚津で宿泊していた。『魚津古今記』（金沢市
立近世史料館蔵）】3）にはこうした宿泊に用いられた
家が、1650年代から1770年代にかけて、坂東屋四郎
衛門、平野屋与四兵衛、岸本屋吉左衛門、同藤右衛門、
平沢星吉右衛門の順に受け継がれたことが記されて
いる。坂東屋の記述には「御本陣相勤来ル事尋ル二」
とあり、平野屋には「御本陣」と冠され、宝暦7年（1
757）の火災で岸本屋藤右衛門所が類焼した件が「御
本陣類焼」と記されていること等から、これらは本陣
と呼ばれていたことが知られる。
5－2御旅屋
天明6年（1786）の「魚津町宿鑑帳」（金沢市立近
世史料館蔵）10）には
「一　御旅屋　魚津大町浜手二御座候　但御普請所
二御座候　御旅屋守罷在申候」
とある。図6－1－4に上記（1）絵図の一部を示したが、
城からの大手筋に突き当たる位置近くの大町西側（海
側のに「御旅屋」と書き込まれた敷地が描かれ「魚
津大町浜手」という記述はこの敷地に符合する。この
御旅屋については、同じく「魚津町宿鑑帳」に「御宛
行七百日　御旅屋守　与四兵衛」が挙げられその経
緯として町年寄平沢畳十郎右衛門、肝煎坂東屋四郎衛
門、肝煎平野屋与四兵衛ら6名が年頭御礼として城中
に罷り出て、「天明三年卯二月御旅屋二相成候二付、
御旅屋守年頭御礼二罷出候事」とある。従って、魚津
の御茶屋は天明3年（1783）に創設され、御旅屋守に
は正保4年（1647）から元禄の焼失まで本陣であった
平野屋与四兵衛が任じられたことが知られる。
「魚津御旅屋」図（岩城家文書仮4－37）を図6－1－5
に示した。図に年紀は見られないが、魚津御茶屋の創
設が天明3年（1783）であることから、それ以降の時
期のものと考えられる。また、図に方位は示されてい
ないが、「御門」「入口」が北陸街道に面していたと
考えられ、図6－1－4とは上下が逆となる。建物は「空
地」とある中庭を挟んで左右の2棟からなる。左横は
「式墓」「御居間」等からなり、大名等の休泊に用い
られた部分と考えられる。「御居間」の奥にさらに「御
寝間」が設けられている点が、富山、東岩瀬の例と異
なっている。右横には「茶間」「御膳所」等が見られ
富山、東岩瀬の例と同様である。「庭」とあるのは通
り土間と思われる。左棟に「歳寄中」、右横に「郡奉
行」「町奉行」と書き込まれた部屋が見られるが、こ
れらの書き込みは富山、東岩瀬の例には見られない。
両棟の接続部分の表側には「模式墓」が設けられてい
るが、これは東岩瀬御旅屋に見られた「中式壷」と共
通する。
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6，滑川の御旅屋、本陣
戦国期の滑川は、宿駅として、また、近隣農村の市
場として機能していたと考えられる。天正18年（15
90）頃には前田氏の支配下に入り、江戸時代を通じて
金沢藩領であった。東岩瀬から泊までの新川郡の軍事
上の拠点が魚津であったのに対し、滑川には藩の御蔵
が設けられ経済上の拠点であったが、万治～寛文年間
に改作法が実施されると、経済的な中心も魚津に移っ
て行った。
6－1桐沢家
滑川の御旅屋守、本陣を長らく勤めた桐沢家の資料
である文化7年（1810）の「桐沢家由緒一類書上申帳」
（以後「桐沢由緒」と略称）17）が遺されている。そ
れによれば初代治右衛門が慶長6年（1601）に越後よ
り滑川に移居し、2代九郎兵衛の時、真綿の売買を行
って「世間より綿屋与呼申二付、自然与家名ニ」なっ
たと記されている。
「桐沢由緒」には続いて、「微妙院様御代寛永二年、
滑川御旅屋九郎兵衛家座鋪二御建添御預ケ被為置、御
上下之拗御休泊被遊、同四年御下向二被為入候時分、
御書院御指図被仰出、其節御郡奉行黒田逸角殿千福八
郎左衛門殿等附二而建申候、但此御旅屋元禄三年四月
六日類焼仕候」とあり、寛永2年（1625）に桐沢家の
座敷に「建添」える形で御旅屋が預け置かれ、微妙院
（第3代金沢藩主）の参勤交代時の休泊に利用され、
寛永4年（1627）には「御書院」が那奉行等が担当し
て建てられたことが知られる。また、「御旅屋守料ハ
何二両茂無御座、被為入候時分御銀拝領仕候」とあり、
御旅屋守料はもらっていなかったと記されている。
この御旅屋は元禄3年（1690）4月に焼失するが、
この時の桐沢家4代九郎兵衛の項には「先年より御旅
屋守仕罷在候二付、御焼失之御旅屋屋敷を御貸被遊候
ハゝ、魚津平野屋与四兵衛並二日分普請二御座鋪茂建
申度旨願上候処（中略）元禄三年八月十八日被伸上候
処、同月廿一日願之通被仰出候」「元禄五年自分普請
を以御座鈍等相建申候」とあり、焼失直後に御旅屋の
屋敷を借り、桐沢家の費用で座敷を建てたことが知ら
れる。続いて「松雲院様元禄十四年七月十一日、自分
普請之御座鋪初而御旅泊被遊候」とあり松雲院（第5
代金沢藩主）の宿泊に利用されたことが知られ、その
後、巡見使、富山藩主、大聖寺藩主の宿泊にも利用さ
れたことが記されている。
「桐沢由緒」が書かれた文化7年（1810）以降では、
桐沢家は天明8年（1788）、寛政7年（1795）、天保
5年（1834）に火災に遭い、天保5年の「滑川火災に
つき留」】7）には「同所御本陣類焼」と記され本陣
と呼ばれている。
一方、滑川の町絵図を見ると、天保12年（1841）
の「新川郡西加積組滑川町見取図」（滑川市立博物館
蔵）用には、図6－卜6に示すように大町中央部の海
側敷地に「御本陣」と書き込まれている。この位置は、
「桐沢由緒」に「御旅屋御座鋪井九郎兵衛居屋敷地、
海境迄滑川草高之内引高二被仰付」とあるのに符合す
る。従って、御旅屋と同じ位置に建てられ参勤時の
前田氏3藩や巡見使に利用された建物は元禄3年以
降は本陣と呼ばれたことが知られる。現在もその敷地
の一部が公園として残っている。
「御本陣桐沢氏小口図」（岩城家文書仮29－62－1）を
図6－1－7に示した。天保5年の火災後の時期に当たる
天保7年（1836）の図である。下側に門が描かれそれ
が街道に面していると考えられるので、図6－卜6と
図トト6　新川都西加積組滑川町見取図（部分）
滑川市立博物館蔵
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図㌻1－7　r御本陣桐沢氏木口図」（滑川）
（仮29－62－1）
同じ向きとなる。図から左右の2棟が中庭を挟んで接
続され右横が書院座敷と式台を持つ休泊用、左横が
「俳棍」や「釜」の書き込みが見られる居住用である
ことがうかがわれ図6－1－5を左右に反転したような
平面構成である。しかし、以下に述べるように、幕末
には滑川では小泉屋と養照寺とが本陣として専ら利
用されていて桐沢家の利用例が見られないことから、
天保7年に図6－1－7のように再建されたか否かは疑
問であり、図7に「不用之分」と書き込まれているこ
ともこれを示唆している。
これ以前の元禄3年（1690）焼失後に再建された建
物を描いた図は見出せないが、文化7年（1810）の「桐
沢由緒」に「魚津平野屋与四兵衛並ニ」とあることか
ら、天明3年（1783）に建てられ平野屋与四兵衛が
御旅屋守となった魚津御旅屋に類似したものであっ
たことがうかがえる。
6－2小泉畠
天保5年の火災後については、文久元年（1861）の
「滑川　小泉屋貞次郎」よりの「ご参勤お小休みの義
につき願状」17）に「私方御座間等所持仕候義は、先
年御本陣九郎兵衛殿類焼仕候に付、弘化元年御郡奉行
より御座間等出来仕、若以来におゐても非常等有之、
御本陣九郎兵衛殿方御指支之節、御本陣御宿相勤候様
被仰渡御請中上、則御座間等自力を以普請出来仕候」
とあり、小泉屋にも「御座間等」が「自力」で建てら
れたことが知られる。続いて「其後筑前守様（＝金沢
藩丑御小休被為在」とあって金沢藩主が休息したこ
とが記されている。
岩城家文書には小泉屋を描いた複数の図が遺され・
また、建物遺構があり、両者を比較しながら本章第3
節で検討されている。本陣として最も整備された平面
構成を示していると考えられる天保10年（1839）の
「小泉屋太三郎殿宅之図」（岩城家文書仮4－37）を
図6－1－8に示した。小泉屋敷地は街道の北側にあり、
下側が街道となる。右手に門が描かれ、そこから入っ
図か1－8　r小泉匿太三郎取宅之国J（滑川
（仮4－37）
部分に導かれる。左手部分にも床、棚、書院が備えら
れた座敷が見られるが、「膳棚」「御俳軌と書き込
まれていることから、小泉屋の家業や生活の場と考え
られ最も左側の一列は通り土間であったと思われる0
この形式は富山本陣篠川家（図6－1－1）と共通する。
6－3都寺
上記「ご参勤お′ト休みの義につき麻状」17）には、
金沢藩主については「御両殿様御宿可被仲村儀旨奉存
居候処、中納言様（＝金沢藩主）養照寺へ被為入候間、
私：かま御小休不被仰付」とあり、宿泊には養照寺を利
用していたと記されて㌧ゝる。これ以前にも、12代金
沢藩主前田治僻が寛政8年（1796）4月に参勤上府し
た折の記録22）に「滑川御小休　養照寺」とあって、
同様に利用されていた。
岩城家文書には養照寺の図が遺され、また、建物遺
構があり、両者を比較しながら第4章第2節で検討さ
れているが、養照寺には「天保七丙申年四月六日　殿
様御帰国之節御小休二付諸事取膀惣絵図　長倉所蔵」
と超された図が伝えられ図には寺院境内全体の配置
平面図が描かれている。この図は天保7年（1836）に
金沢藩主であった前田斉泰が帰国時に養照寺で休息
した時の図であると判断される。
敷地内には本堂と庫裏とが合体した棟が正面に描
かれそれを図6－卜8に示した。この左手前に別棟の
付属棟が措かれている。普段は住減らの生活空間とし
て使われる右手の庫裏には「町役人」「御合所」等の
書き込みが見られる。左手には6室からなる本堂があ
り、「御本尊」「御内陣」等の書き込みが見られる。
本堂と庫裏との間に、「御玄関」から「御床」「御棚」
を備えた「御居間」に至る部分が設けられている。こ
の部分には部屋境や部屋と廊下との境に「御成口」の
書き込みが4箇所見られこれらは藩主の通路を示す
ものであり、この部分が藩主の休息に用いられたと考
えられる。一方、本堂の向拝、および、付属棟の入口
には「御供入口」とあり、これらは屈従する家士等に
用いられたと推測される。
養照寺は寺院であって本陣、御旅屋ではないが・同
様に休泊に用いられているのでここで検討した。
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小結
岩城家文書に通された富山、東岩瀬、魚津、滑川の
本陣、御旅屋の絵図を中心に検討を行った。金沢蒲、
富山藩内の本陣、御旅屋の平面図がこのようにまとま
って遺されているのは岩城家文書以外にはなく、今回
の調査は大変有意義なものであったと言えよう。
今回対象とした例では、本陣、御旅屋の区別なく、
大名等の休泊用の棟と本陣家、あるいは、御旅屋守家
の居住用の棟とが結合され台所部分は居住用の棟に
のみ設けられるという共通性があり、この種の建物の
平面構成として、ひとつの類型として認め得るものと
考えられる。具体的な建物外形は、両横を直角に接続
するL型（富山篠川家、滑川小泉家）、左右に並置し
てH型（東岩瀬御旅屋）、あるいは、中庭を挟んでロ
型（魚津御旅屋∴滑川桐沢家）に接続する形が見られ
た。
最後に、今回の調査を基に、今後、研究を進める必
要があることとして、以下の点を挙げたい。
（1）金沢港、富山藩全体の本陣、御旅屋の平面構成
金沢港内には、本稿で採り上げた例以外に「高岡御
旅屋」（金沢市立近世史料館蔵）、高岡の本陣図であ
る「御宿天野屋伝兵衛家見取図」（高岡市立博物館蔵）、
「浦山御旅屋絵図」（松儀家文書、黒部市立図書館宇
奈月館蔵）等の本陣、御旅屋平面図の存在が知られて
いる。今回の検討にこれらを加えて総合的に平面構成
の特徴を考察する必要がある。
（2）本陣と御旅屋の時間的な前後関係
今回の検討では、富山では本陣のみ、東岩瀬では御
旅屋のみが見られ、魚津、滑川では両方が見られた。
魚津では本陣を勤めた複数の家の内の1軒が天明5
年（1783）が御旅屋守となって御旅屋が出来ている。
一方、滑川では元禄3年（1690）の焼失を機に御旅屋
が廃止されて本陣が出来、御旅屋守家がそのまま本陣
家となり、他の地でも御旅屋が廃止された例が見られ
る。こうした点を踏まえ、本陣と御旅屋の時間的な前
後関係を明らかにする必要がある。
（3）本陣、御旅屋の利用者
富山、東岩瀬は金沢藩主、大聖寺藩主の、魚津、滑
川はこれに富山藩主を加えた3藩主の参勤路上にあ
った。これら4所では本陣、もしくは、御旅屋は、交
代はありながらも1軒のみが存在し、各藩主がいずれ
も利用するという状態であり、利用者によって使い分
けられてはいなかった。しかし、幕末の滑川には小泉
屋、養照寺の2箇所が利用されまた、金沢藩内の浦
山や三日市では本陣と御旅屋とが同時に存在して利
用者に違いが見られ20）、さらに多くの例を基に利用
上の特徴を考察する必要がある。
（4）本陣、御旅屋の維持管理方法
金沢藩内の文献資料には御旅屋守、御旅屋預り、御
旅屋番人等の名称が見られ御旅屋の管理、運営に携
わった人々の存在が知られる。御旅屋守は新田才許、
山廻役と並んで十村分役に格付けされる役職で、十村
制度との関係が示唆される。また、高岡では御旅屋預
りとして300石の藩士の名が挙げられている21）。同
様に各所の本陣には滑川の桐沢家のような本陣家が
見られた。本陣、御旅屋の維持管理はこれらの人々の
手で行われたと考えられるが、藩がこうした維持管理
にどのように関ったか等についても、今後の解明が必
要とされる。　　　　　　　　　　　（岡田　悟）
［参考文献］
1）高瀬重夫『越中の絵図』巧玄出版、1975
2）富山市郷土博物館（編）『特別展　街道』富山市教育委員会、
2001
3）高瀬保（編）『富山町づくし』桂書房、1989
4）『富山市史　通史　上巻』富山市、1987
5）「富山町方菩事調理」天保12、富山県立図書館蔵
6）東岩瀬史料保存会（編）『東岩瀬史料』昭和8
7）東岩瀬郷土史会（編）『東岩瀬郷土史会会報』第21号、東
岩瀬郷土史会、1986
8）『魚津町誌』魚津町、明治43
9）『魚津市史　上巻』魚津市、1968
10）『魚津市史　史料編』魚津市、1982
11）祇谷信雄『魚津近世古地図集』私家版、1981
12）「越中魚津町惣絵図」天明5、魚津市立図書館蔵
13）沢泉重夫、堀内丈造（校訂）『魚津古今言剋魚津市教育委
員会、1966
14）『魚津の文化財』魚津市教育委員会、2006
15）『滑川町誌』滑川町、大正2
16）『滑川市史　通史編』滑川市、1985
17）『滑川市史　史料編』滑川市、1982
18）『郷土のあゆみ』滑川市教育委員会、1971
19）『滑川の文イ即オ』滑川市立博物館、1983
20）『黒部市誌』黒部市、1964
21）高岡市立中央図書館古文書を学ぶ会（編）『高岡市史料集
第1集』高岡市立中央図書館、1993
22）「御参勤御道中日記」（金沢市立近世史料館蔵）（金沢市
立玉川図書館近世史料館藩政文書を読む会（編）『御参府・御
帰国御道中日吉剋能登印刷出版部、2001所収）
55
第2節　十村の住宅
江戸時代、加賀・富山薄領の農村部にはキ範と呼ば
れる役が置かれ、他藩の大庄屋に相当する役職と代官
職を兼ねる百姓代官として、港の農村支配の一端を担
っていた。身分は農民であるが扶持や苗字・帯刀を許
される家もあった。十村の中にも序列階層が作られ
大きく無組御扶持人十村、組持御扶持人、平十村に分
類された。
昭和45～55年の間に石川・富山両県で行われた民
家緊急調査1）では十村の住宅と言われる民家の調査
もなされたが現状報告に留まり、十村住宅全体を対象
とした建築史的検討は未だ十分になされていない。ま
た全国的に見ても、十村や同格の大庄屋等の住宅研究
は十分ではない。そこで本研究では加賀・富山薄の十
村住宅について規模や平面構成の特徴を明らかにし、
大庄屋等の上層農家住宅の一端を示す例として、住宅
史における十村住宅の位置付けについて分析するこ
とを目的とする。
研究対象は岩城家文書、『中部地方の民家』】）及び
重要文化財保存修理工事報告書等より、平面図に部屋
名称の記載があり、家格の明らかな9軒分（表6－2－1）
について分析を行う。
表臣づ卜1対象住宅一覧
k 建物名 地域 年代（和暦）面敬坪） 対象とした図面史料 出典
十喜多家享保の図 能登 享酎年 130 「享保三年再建之軌との記載あり 報
②鮒 喜住宅（l、図1） 能登 元文元年 129 昭加持の実測図 中
・豊・喜多家住宅（＊） 能登 文化文政頃 127 復原修理後の平面 報
・宮・岩城重右南門家住宅 馴l 文化6年 12 平面訃屋根回塙物図等 石
⑤ 岡部家嘉永改造案 能登 嘉永年閤頃 120 本陣の改造計画図抹実施） 中
⑥朽木双水雲住宅 掛目 嘉永5年頃 163 平面周 石
⑦ 杉本顎五郎有一家住宅 馴l 安政6年 柑9 平面図 石
⑧ 内山家住宅（事） 冨山藩領 鮎 4年 203 復原修理後の平面 中
⑨ 彦別様住宅個2） 新川 鵬 1年 181 行在所の増築計画剛、 石
い・・現存する住宅、岩・1・岩朋文暮、掛‥重要文化財修理工亨鳩告喜、中…『相地方の民家j
1．十村住宅の平面構成と配置
各部屋を、それぞれの名称により「公」と「私」の
観点からみると、「公」に含まれる機能は「役所」と
「接客」、「私」は「仏事」と「生活」に分けること
ができる。以下、それぞれについて検討する。
1－1役所空間
役所は「公」の中心である。「御用場」は、岩城家
文書に含まれる住宅のみ（④⑥急釦で見られる名称
で、住宅内で最も広い室の一つである。その前面には
「書物所」「算用場」「詰所」等の名称で4～12畳の
鞘の間を備えており、公的な事務を執り行う室と考え
られてきた。ここから役所機能は御用場という大部屋
と書物所等の鞘の間を中心に執り行われたことが窺
える。
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図ト2－2彦四郎家住宅平面図（仮29－06日2）
「御用場」の名称が見られない住宅では「ヒロマ」
と呼ばれる広い室が見られ、鞘の間がィ、用亘する（①②
③勘。鞘の間は「御用床」などと呼ばれることから
役所機能であることが推測でき、これらの隣接するヒ
ロマが御用場と同等の機能を有するとの判断が出来
る。一般的にこの地方の農家では「ヒロマ」は「オエ」
とも呼ばれる主屋の中心で、炉が設けられ日常の居室
である。しかし十村の住宅では、哀多家（③）の場合、
「調詞所」が隣接している室が「ヒロマ」であり、役
人の対面所や村の行政の場として使われたと伝える。
規模の点からみても同家の「ヒロマ」は御用場と同じ
く住宅内で最も広い室となっている。「ゴヨードコ」
をもつ岡部家（②）でも平面図上喜多家と同形式を取
り（図6－2－1）、4畳の室は「ヒロマ」との出入りが可
能となっている。岡部家の「ヒロマ」は18畳で最も
室で、御用場の役割と考えられる。
各住宅の「御用場」と「ヒロマ」の設置状況では、
「ヒロマ」を持つ家は「御用場」がなく、「御用場」
のある家では、「ヒロマ」が見られる例は彦四郎家住
宅（図6－2－2）以外に存在しない。したがって「ヒロマ」
と「御用場」いずれも役所の機能を持つと言える。
以下、役所機能の中心である室を‘御用場’、隣接　■
する鞘の間を‘書物所’と称す。‘御用場’には式台
が設けられ式台は‘書物所’と並んで配される。
1－2接客空間
加賀・富山藩では奉行の視察が年三回あり、十村が
案内と宿を勤めた。また藩主が鷹狩りの際に村の視察
を兼ねて十村の家に立ち寄ることもあった。座敷は藩
主や奉行等上級役人の訪日訃宿泊に備えた接客の間で　嫡
あり、正式の座敷、次の間、式台、式台の間、縁側で
構成される。
また藩主の休泊所を兼ねた住宅もあり、‘御座の
間’‘御次’‘式台’‘式台の間’‘縁側’が備えら
れた。
1－3仏事空間
対象住宅は浄土真宗への信仰が篤い地域にあり、大
きな仏壇構えを持つ仏間が設けられる。さらに次の間　トーYr沖
や、法事の際に僧が待機する‘控間’が設けられる。
1－4生活空間
生活空間は‘居間’‘食事等の間’‘台所’‘寝室’
‘内向きの座敷’に大別できる。‘居間’は家人の接
客や団欒の場であり、対象住宅では「茶の間」の名称
が主である。
また「勝手座鋪」等と呼ばれる床や棚を備えた座敷
が見られた。本論では接客空間の座敷と区別するため
に‘内向きの座敷’と呼ぶが、主人部屋か隠居部屋、
或いは対象地域で‘コマ’などと呼はオーる主婦部屋と
考えられる。
1－5建物配置
主屋においては、役所空間と接客空間は表側に配さ
れ生活空間はその殆んどが裏側に置かれていた。仏
間は接客空間と生活空間の間に置かれる例が多く、
「私」の機能の中でも「公」に近い空間であることが
各部屋の配列からも明らかとなった。
敷地構成と併せると、表門と同じ方向に接客空間の
式台が置かれ付属屋である蔵等はほぼ生活空間の側
に配置されていた。すなわち敷地の向きと主屋の向き
が一致し、屋敷全体で見ても表に接客・役所空間があ
り、裏に生活空間があることになる（図6－2－3）。主
屋も敷地全体も、「公」と「私」の秩序によって配置
されていると言える。
2．時代及び家格等による平面の検討
2－1年代による平面構成の相違
第1章で挙げた住宅の機能について、各住宅の状況
を表6－2－2に示す。対象としている十村の住宅ではい
ずれも基本機能がほぼ備えられており、年代による大
きな変化や傾向は特に見られなかった。すなわち年代
を問わず同様の機能を備えていると言うことができ
十村住宅の基本構成は対象住宅のうち最も古い喜多
家享保の図（①、図3）の時期まで遡れる。よって享保
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図6－2－3十村住宅の構成喜多家享保の図（①）
頃には十村の住宅の基本機能や構成はほぼ確立され
ていたと言える。
2－2家格による平面構成の相違
御扶持人と平十村の間には、家格による明確な違い
は対象住宅においては見られなかった。平十村から御
扶持人に昇格する場合や、親が御扶持人でも子供の代
は平十村から勤め始める場合もあり、家格が常に一定
でなかったことが影響していると考えられる。
また、十村の住宅が藩主の休泊所を兼ねた例につい
ては、これを勤めていない住宅との間に相違が見られ
た。藩主の休泊所を兼ねる場合、③⑤富⑨に見られる
ように、主に通常の接客空間において正式・次位の座
敷による二室構成が取られず、正式の座敷も藩主の休
泊所の一部となり、縁側がなく外部の庭園などは眺め
られない位置に配置される場合があった。また役所空
間と座敷空間の式台が同一のもので兼ねられた。これ
らはすべて藩主の休泊所の格の高さ及び独立性によ
る影響と言える。藩主の休泊所でない住宅に関して
は、正式・次位の座敷以外にも床や棚を備えた座敷が
設けられる例が多かった。
以上より、十村の家格における相違は顕著でなかっ
たものの、藩主の休泊所の有無が住宅の構成を変化さ
せる要因の一つと判明した。
3．十村住宅の特質
3－1村役人住宅との比較
十村以下の村役人として、肝煎を中心に22軒の住
宅（表6－2－3）と比較する。
まず規模の点からみて、どの住宅においても100
坪を超える十村の住宅に対し、肝煎住宅の平均は70
坪前後であり、100坪を超える住宅は3軒のみであっ
た。規模の縮小に伴い、十村住宅に比べて機能の縮小
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表6－2－2　十村住宅の機能
住 宅 名 身 分 地 域 建 設 年 代
面 積
（坪 ）
公 私
役 所 愕 写 仏事 生 活
御
用
書
物 式
手
代
座
敷
座
敷 式
式 そ
の
他 緑
本 陣 ／行 在 所
仏 控 居
食
事
等
内
向
き
寝御 御
次
式
式 そ 縁
側壊 所 の
闇 正 次
の
闇
座
敷
側 座
間
の
間
の
他
間 間 間 の
間
所 座
敷
圭
喜 多 家 享 保 十 村 能 登 享 保 3年 130 ● ● ● × ● ● ● ● ● ● X 十 十 × × 〉く ● ● ● ● ● ●
岡 部 家 十 Il 能 登 元 文 元 年 129 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●． ヽ ヽ × X 十 X ● ● ● ● ● ● ●
喜 多 家 十 村 能 登 文 化 文 政 頃 127 ● ● ● ● ● ● ● ● 〉く 十 ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ヽ ●
岩 城 重 石 術 門 十 村 新 川 文 化 06 112 ● ● ● ● ● ● ● ● ヽ ● X ヽ × ヽ × X ● ● ● ● ● ● ●
岡 部 家 某 永 案 十 村 能 登 嘉 永 年 間 頃 120 ● ● ● ● ● ＞く ● ● ● ）こ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
朽 木 双 水 十 村 新 川 嘉 永 5年 頃 163 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● X ＞く ）く ヽ × × ● ● ● ● ● × ●
杉 木 弥 五 郎 十 村 新 川 安 政 06 189 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × ヽ × 〉： × ● ● ● ● ● ● ●
内 山 家 十 村 富 山 慶 応 04 203 ● ● ● × ● ● ● ● × ● ● ● × ）（ ● ● ● ● ● ● ● ●
彦 四 郎 家 十 村 新 川 明 治 11年 181 ● ● ● ● ● × ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ？ ●
表6－2－3　加賀・富山藩領の村役人住宅の機能
lh 住 宅 名 身 分 地 域 建 設 年 代
公 私
i・・ f萎答 仏 手 生 活
式
の
間
そ ★ 内
面 積
（坪 ）
御
用
犠
▲
物
所
式
手
代
の
間
座
敷
正
座
敷
次
式 の
他
座
敷
縁
側
仏
間
控
間
居
間
事
等
の
聞
所
向
き
座
敷
寝
室
1 旧 中 島 家 肝 煎 珊 波 18C 53 ● ヽ ● ● ● ヽ ● ● ヽ ヽ ● 十 ● ● ● ●
2 武 田 て る 肝 煎 射 水 安 永 一 寛 政 134 ● つ つ ● ● ヽ ヽ ヽ ● ● ● ● ● ●
3 北 野 童 平 肝 煎 能 登 18C末 73 ヽ ヽ ● ● ● ● ヽ × × ● ● ● つ ●
4 向 虎 市 肝 肺 能 登 19C初 期 44 ヽ ★ X ● ● ● ● ヽ × ● ヽ ● ● つ ヽ ●
5 西 尾 修 億 肝 煎 能 登 文 化 7 74 ● ● ● × ● ● ● ● ●
6 新 谷 千 里 肝 煎 能 登 文 政 頃 68 X × ● ● ● ● ● × ヽ ● ウ ● ● ● つ ●
7 宮 下 栄 誠 肝 煎 能 登 文 政 頃 57 十 十 × ● ● 十 ● × × × ● ● ● × ●
8 岩 城 （原 図 ） 肝 煎 新 Jll （天 保 13年 ） 80 ● ● ● ● ● ● ● ● X × ● ● ● ● ● ● ●
9 岩 城 肝 煎 新 川 天 保 13頃 66 × × ● ● ● ● ● ● X ヽ ● ● ● ● ● ●
10 山 崎 隆 平 肝 煎 能 登 天 保 5年 頃 63 ● ● ● ● ● ● × 十 × ● ● ● ● ● ●
11 高 野 太 一 郎 肝 煎 能 登 19C 中 53 ヽ ● ● ヽ ● ● × ヽ × × ● ● ● ●
12 百 谷 保 肝 煎 射 水 19C 中 53 十 ● ● つ 十 × つ つ ● ● ● ワ ●
13 黒 瀬 七 郎 肝 煎 能 登 幕 末 51 十 ヽ ● ● ● ● ● X ヽ ● ● ● ● ● ●
14 山 崎 善 郎
肝 煎
網 元
射 水 18C末 34 十 X × ヽ × ● ● ●
15 尾 島 庄 太 郎
肝 煎
組 頭 新 川
18C未 86 × × ● ● ヽ ● ● × × ● ● ● ● ● ●
16 中 林 敏 秋 肝 煎 下 富 山 19C中 80 ● ● ● ヽ ● ● X ● × ヽ ● ● ● ● ● ●
17 小 泉 犀 太 三 郎 組 合 頭 新 川 天 保 7 60 × ● ● ● ● ヽ × ● ● ● つ ●
18 小 泉 屋 太 三 郎 組 合 頭 新 川 天 保 10 135 × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
19 入 道 忠 靖 組 合 頭 礪 波 真 永 6 72 ● ● X ● ● ● ● ● ●
20 藤 井 哲 太 郎 庄 屋 新 川 19C中 106 ● ● ● ● ● ● ヽ ヽ ● ● ● ● ● ● ●
21 座 主　 正 盛
寺 坊
肝 爪
能 登 18C 前 半 35 ヽ ● ● × × ● 十 ヽ ● ● ● ●
22 細 木 喜 代 冶
天 領
庄 屋
能 登 18C後 半 60 ● ● ● X ● ● ● ● ● × × × ● ● ● X
・欠如や複数の機能が一つの部屋に混在する可能性が
指摘できる。
1室で複数の機能をもつのは仏間であり、仏壇のある
室を持つ16軒のうち6軒で正式の座敷に仏間が置か
れ、仏間と座敷の兼用が認められた。また仏間以外に
ついては元々その機能に該当する室が無い例が大半
である。
逆に、肝煎等の住宅で共通して満たされている機能
としては、生活空間の他に正式・次位の座敷の二室構
成が挙げられる。前述の通り正式の座敷が仏間を兼ね
る例もあるが、殆んどの住宅で座敷の二重構成が見ら
れた。しかしながら、それに付随する式台や式台の間
を設ける例は6軒と少なく、正式・次位の座敷以外に
座敷を持つ例も少なかった。ただし座敷には縁側が設
けられる住宅が殆んどで、屋敷地の構成として庭に面
した座敷があったであろうことは十村の住宅と共通
する。
また役所機能に関しては、肝煎住宅では殆んど見ら
れなかった。規模等に着目すると十村の住宅における
書物所や式台のように整った形式を示すものは少な
く、十村の役所空間ほど充実していないと言える。ま
た広間に式台が設けられる住宅では座敷空間の式台
は無い。
十村住宅では役所・接客・仏事空間など基本的な生
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表6－2－4　全国の大庄屋住宅の機能
No． 住 宅 名 身 分 地 域 建 設 年 代 面 積
（坪 ）
公 私
一・・ I妾宅こ 1ム事 生 活
御
用
書
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式
手
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の
座
敷
座
敷 式
式
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そ
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縁
側
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御
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側場 所 間 正 次 間
座
敷
座
間
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間
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他
間 問 間 の
間
所 座
敷
／ ⊥ l■離 名 王 右 手 玉 f好硯 78 X ヽ ヽ × ● ● ヽ ● × × X 十 X ● ● ● ●
2 鈴 木 冠 肝 燕 秋 田 17C後 半 92 ● ● ● × × ヽ × × X ● ● ● ●
J 嵯 峨 家 肝 煎 秋 田 19C前 期 頃 85 × × ● ● ● X ● × ● ● ● ●
4
旧 滝 沢 本 陣
横 山 家
郷 頭 福 島 延 宝 6 68 ● ● × ヽ X ● ● ● ● ● ● ● ● ●
J ■，＝　　－ 名 主 茨 城 18C二閉め 120 × ヽ ● ● ● ● ● × ● ● ● ●
♂ 塙 家
割 元 名
主
茨 城 18C中 頃 69 ヽ ● ● ● × ● 十 X × ヽ ● ● ● ● ● ●
7 黒 澤 家
名 主
（天 領 ）
群 馬 19C中 ご ろ 105 ● ● ● ヽ ● ● ● ● ● ● 十 ヽ ● ● ● ● ●
β 彦 郡 家 名 主 群 馬 17C中 期 頃 109 十 ● ● ● ● つ つ ● ● ● ● ●
★ 吉 田 家 名 主 埼 玉 享 保 6 75 ● ● ● ● ● ●
／β 新 井 家 名 主 埼 玉 延 享 2 81 × ● ● × × ● ● ● ● ●
7／ 平 野 家 名 主 千 葉 明 和 6頃 60 × ● ● ● ● ● ● ヽ ● ● ● ●
十∵
竜 宝 寺
旧 石 井 家
名 主 神 奈 川 ）工 戸 初 中 期 43 X × × ● ヽ ● × ● ● ● ●
十ノ 得 川 家 大 庄 屋 新 潟 文 政 3－ 9 211 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● つ ● ● ● ● ●
74 高 野 家 長 百 姓 山 梨 王 保 5頃 93 × ヽ ヽ ヽ ● ● ● X × X ● ヽ ● ● ● ●
／J 大 鐘 家 大 庄 屋 静 岡 18C初 頭 76 ● ● ● ● ● ヽ X 十 × ● X ● ● ● ● ● ●
／β 服 部 家 庄 屋 愛 知 天 正 4 68 ● ● 十 ● ● ● ● ヽ ● ヽ ● ● ● ● ● ● ●
77 町 井 家 大 庄 屋 三 軍 18C後 半 58 ● ● ● ● ● ● ヽ × ● ● ● ● ● ●
／β 中 家 大 庄 屋 大 坂 江 戸 初 期 104 ヽ 十 十 ● ウ つ つ つ ● ワ つ ワ ● つ つ
Jg 三 木 家 大 庄 屋 兵 圧 17C後 期 99 ● ヽ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
2β 笹 岡 家 大 庄 畳 奈 良 ▼ 斗 62 × × ● ● ● × × × つ ● ● ● ●
gJ 妹 背 家 大 庄 産 和 歌 山 享 保 3 94 ※ 元 は 別 棟 で 郡 ワ つ ● ● つ つ ● ● ● ワ
22 木 幡 家 下 郡 島 根 天 保 2一 嘉 永 4 71 X ● ● ● ● × つ ● ● ●
gJ 河 本 家 大 庄 屋 鳥 取 貞 享 5 96 ● ● ● ● X ● ● ● ● ● ワ ●
24 小 比 官 署 大 政 所 香 川 　 つ　＝ 91 ● ● ● ● ● ● X ● ● ● ● － － ー
gJ 古 市 家
庄 屋 ・
横 目
鹿 児 島 弘 化 3 31 ● ● ● ● ● × × ● ● ● ●
活機能以外の部分が充実することに対して、肝熊等の
住宅ではそれらの機能を持たないものが多いことが
認められた。
312他藩の大庄屋住宅との比較
他藩において十村と同等の役職であった大庄屋等
の住宅が持つ機能は表6－2－4の通りである。
役所空間の基本構成を全て満たすのは新潟の笹川
家のみであり、十村と同様の役所形式を示す例は全国
的に見てもかなり少ないと言える。全国的に大庄屋が
役所専用の機能を自宅に持つことは少なく、役所機能
がある場合でも十村と同様の形式を示す地域は少な
いといえよう。
また座敷の二重構成は対象とする住宅の殆んどで
見られたが、座敷部分に式台が設けられない例も多か
った。式台の有無には住宅の規模や地域による傾向は
見られない。しかしながら十村の住宅においては座敷
空間には必ず式台が設けられていることから、加賀・
富山藩領における式台の重要性が窺える。十村は役務
上奉行を自宅に招き入れ接待することが定期的にあ
り、藩主も臨時で立ち寄る場合があったため、座敷や
式台が設けられたと考えられる。ここに全国的に見た
傾向とは異なる加賀・富山藩における十村住宅の特質
を見ることができる。
仏事空間も十村の住宅ではほぼ全てにおいて確認
できるが、全国的に見ると仏間の有無にばらつきがあ
る。ここで仏教の宗派分布を考慮すると、加賀・富山
藩領は浄土真宗の割合が全国的に見てもかなり高く、
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宗派によって仏壇構えの規模が大きくなり、独立した
仏間が設けられる要因となったと言える。各県の主流
宗派が必ずしも対象住宅の宗派と一致するとは言え
ないが、少なくとも加賀・富山藩においては他の地方
よりも宗派の影響が強く、独立した仏間が作られた可
能性が指摘できる。
小結
十村住宅の基本機能は役所・接客・仏事∵生活の4つ
であり、役所と接客機能は住宅の表側に配された。ま
た仏事空間は公的な用途にも供され、私的空間の一部
でありながら接客や役所機能に近く配置された。
十村住宅の中でも、藩主の休泊所を勤めた住宅とそ
うでない住宅には座敷部分の構成に違いが見られた。
鷹狩りの休憩場所として十村の住宅が想定されてい
たにも関わらず、藩主の休泊所を勤めた住宅との違い
があることから、藩主の休泊所は別格であったことが
窺える。また他の役職や地域との比較においても、御
用場や書物所、座敷空間に設けられた式台及び式台の
間、独立した仏間を兼ね備える点は加賀・富山藩の十
村に独特のものであることが明らかとなった。
（伊藤裕子・永井康雄・岡田悟）
［註］
1）富山県・石川県・福井県教育委員会編『中部地方の民家2
富山石川福井　日本の民家調査報告集成第8巻』、東洋書林、
1998年。
第3節　滑川の町屋
1．旧宮崎家住宅（旧小泉屋住宅）
近世初期に、滑川は地理的条件から宿場町、物資
の集散地、市場の三つの性格を与えられ、町が形成
されていった。その中でも大町・瀬羽町・荒町の三
町は慶長以前にすでに発展しており、蔵宿（給人米の
管理・保管・売却を取り壊う御用商）・材木屋など
特権町人を含む有力町人が居を構える最も格の高い
町域であった（図6－3－1）。特に、大町は宿場町的性
格を強く有するのに対し、瀬羽町は市場的性格を濃
くしていた。
十
鱒鱒琴平大町．Xと‾∴I H∵1
図6－㌢1滑川の概要
現在の瀬羽町には伝統的な町屋がいくつか現存し
ているが、老朽化に加え、地方都市特有の過疎化や
高齢化の問題から維持することが困難となりつつあ
る。今後歴史的建造物を保存、活用する上で、これ
らの歴史的価値を的確に捉えていく必要がある。
本研究では瀬羽町でも大規模な町屋で、古いとさ
れる旧宮崎家住宅（写真6－3－りの変遷を明らかにす
ることを目的とする。
写真6－㌻1旧宮崎家住宅の外観
1－1所有者の変遷について
明治8年（1875）に宮崎家は、小泉屋という酒造家
から土地と建物を購入し、高月から瀬羽町に移り住
み、酒造や家庭薬の製造・販売、質屋を生業とした
小泉屋は売薬で財をなし、天明3年（17鍋）に東
水橋の中野屋幸左衛門から酒造株を買い、酒造業も
始める。さらに、蔵宿を兼ね、滑川町年寄、肝煎、
組頭などを歴任した有力町人であった2）。
大町が宿場的性格を持つことは前にも述べたが、
滑川の本陣は江戸時代末期まで大町の締屋（桐沢家）
が勤めてきた。しかし、桐沢家は4度の火災や建物
の老朽化によって何度も本陣の修繕・修復を行って
おり、天保5年（1834）の焼失以降は本陣を続けるこ
とが困難となった。そのため、弘化以降は小泉屋と
養照寺が交替で本陣を勤めることになる3）0明治に
入ると、小泉屋は「松井」という姓を名乗り・市長
や副区長を勤めた4）。
そして、明治8年（1875）頃に小泉屋（松井）から
屋敷地を買い取った宮崎家は売薬業を営むととも
に、明治25年（1873）には宮崎酒造株式会社を創業
し、平成19年4月まで「轡正宗」や「鬼菩」、唱
気楼」などの銘柄で販売していた。
1－2小泉屋関係史料の分析
「岩城家文書」5）には、江戸期に記された小泉屋
関係の平面図4枚や正面図、断面図、詳細図などの
図面が合計27枚含まれている。その他、『滑川市勤
にも、「新川郡滑川町　小泉屋貞次郎家絵圃」と超
された平面図が1枚収録されている。小泉屋住宅の
変遷を推定するために、これら5枚の平面図を比較
・検討していく（表6－3－1）。なお、後掲の図は輩者
が原図に加筆したものであり、それらの方位は全て
天が束である。
表か3－1検討に使用する平面図一覧
番号 史料名
作 成年代
（西暦）
出典
図6－3－2
　 百 分一木 口蘭 六歩壱間 ノ割
天保 七年 丙申三月 、町方御 用二付改之
天保 7年 岩 城家文奮
（1836）
小 泉屠太三郎 殿居宅
図6－3－8
天保 十年亥奉 仕ル 天保10年 岩城家文沓
小泉屋太 三郎様 家之圃 （1839）
図6－3－4
小泉屋太 三郎殿宅之 圏
天保十 亥年指之
天保 10年
（1839）
岩城 家文 書
図6－3－5 小泉崖太三 郎様 家之薗 年代不明 岩城 家文書
図6－3－6 新川郡 滑川町 小 泉屋 貞次郎家指 匪 年代不明 滑川 市誌
（1）天保7年の絵図
図6－3－2には3軒の町屋が描かれ、中央に「小泉
屋太三郎殿居宅」、その東隣りに「此家小林屋弥三
郎殿家買入分」、西隣りに「此家米ロ屋利右衛門殿
家買入分」と記されている。つまり、天保7年（1836）
以前は現在の旧宮崎家の敷地を異なる3家が所有し
ていた。
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図か3－2天保七年丙申三月
小泉屋太三郎殿居宅
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それ以前の天保5年（1834）には滑川で大火があ
り、寛永4年（1627）から御旅屋・本陣を勤めてきた
締屋（桐沢家）が類焼した6）。前述したように、この
火事をきっかけに本陣を桐沢家から小泉屋が勤める
ことになる。そのため、図6－3－2で小泉屋の両隣の
主屋に「買入分」と記入されているのは、本陣を建
設するために敷地を確保したことを示していると考
えられる。
（2）天保10年の絵図
天保9年（1838）にも滑川では大火が起き、その際、
類焼した町域から判断すると小泉屋住宅も焼失した
と考えられる6）。従って、天保10年（1839）の図
6－3－3、4は焼失後の再建のために作成された図面と
考えられ、今後勤めることとなる本陣の機能が付加
された居宅となっている。
図6－3－3天保十年亥春仕ル　小泉屋太三郎様家之園
台 門
間
旧
図6－3－4小泉屋太三郎殿宅之園天保十亥年指之
図6－3－3、4ではどちらとも、居宅部分はトオリニ
ワ（土間）が表口から裏口まで一直練に通り、それに
並行して居室部分が2列並ぶ3列構成である。また、
間取りも規模も同一である。
本陣部分に関しては、門や式台などがどちらにも
備えられ、それらの位置も変わらないが、座敷と式
台の間の間取りが図6－3－3では東西方向2列となり
（Ⅰ型）、図6－3－4では3列となっている（Ⅱ型）点が
最も大きな相違点である。図6－3－4には書き込みも
あり、また図面も詳細に描かれているが、図6－3－3
は簡略的な表現である。図6－3－4は図6－3－6とはぼ
一致し、この図6－3－6は後述のように弘化元年
（1844）以降の様子を示していると考えられるので、
図6－3－3は図6－3－4よりも前の段階の図面と考えら
れる。
（3）岩城家文書中の年代不明の絵図
図6－3－5の居宅部分の間取りは天保10年（1839）
の図6－3－3、4とほぼ同じであるが、総梁行規模で1
間、総桁行規模で半間小さい。また、図6－3－5も本
陣部分を持ち、この部分の間取りは図6－3－3に似て
いる（Ⅰ型）。居宅部分の規模は図6－3－3の天保10
年以降全て同形なので、居宅部分の規模が小さく、
本陣の平面形式がⅠ型である図6－3－5は、図6－3－3
以前に作成されたと推測できる。小泉屋が本陣部分
を建設するのは天保9年（1838）以降であるから、図
6－3－5は天保9年の大火後、天保10年までの間に作
成された可能性を指摘できる。
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図か3－5小泉星太三郎様家之固く年代不明）
（4）『滑川市誌』中の年代不明の絵図
図6－3－6の居宅部分は規模・間取りともに天保10
年（1839）の図6－3－3、4と同形である。本陣部分の間
取りは、図4の座敷部分を北側に半間移した形で図
6－3－4に似ている（Ⅱ型）。図6－3－6には小泉屋貞次
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型国㌻3－6小泉屋貞次郎家鎗園（年代不明）
郎宅と記入されているが、貞次郎は図6－3－2～5が描
かれた時期の小泉屋の当主であった太三郎の跡を継
いだと考えられるので、図6－3－6は天保10年（1839）
以降の小泉屋住宅と推測できる7）。文久元年（1861）
に十村の岩城七郎兵衛に提出した頗書4）には、「弘
化元年御郡御奉行より御座間等出来仕」と記されて
いて、本陣部分が出来上がったのは弘化元年（1844）
であると判断できる。以上より図6－3－6はそれ以降
の様子を示していると考えられる。
1－3旧宮崎家住宅について
図6－3－6に描かれる居宅部分と現状（図6－3－7）を
比較すると、大きな相違点は次の2点である。
まず、トオリ二ワの幅は図6－3－6では2間半、現
状では3間である。居宅部分の間口幅は図6－3－6、
現状ともに7間半であるが、現在はトオリニワに面
する居室部分1列の間口幅が半間短くなり、その分
トオリニワが半間広くなり3間となっている（写真
6－2－2）。
図6－3－7旧宮崎家住宅平面図2間半　2間4尺8寸
－62－
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写真6－2－2トオリ二ワ周辺
つぎに、ザシキ（写真6－3－3）・チヤノマより旧北
国街道側（南瓜のの部屋数が図6－3－6では7室であっ
たものが、現状では4室となっている。また、この
部分の規模も図6－3－6では南側から2間－2間－3
間（計7間）であるのに対し、現状では2間4尺8寸
－2間半（計5間l尺8寸）という点が異なる。
写真か3－3オクザシキ
（1）旧宮崎豪住宅の部材と痕跡の状態（図6－3－8
参撫）
オイ周辺の指物や入口付近の朱塗りされた二階梁
はザシキ・チヤノマより北側の部分と比べると新し
いものである。図6－3－8の柱1上に架かる梁を境に
して、それより旧北国街道側（南収ののトオリニワと
オイの上全体には新しい梁組が、それより北側には
古い梁組が架かっている。特に、境となる東西方向
の梁には旧梁組の仕口痕がある。また、トオリニワ
上の梁組には、トオリニワの間口幅（桁行方向）を変
えたような痕跡も見つからず、当初よりトオリニワ
の間口幅は3間であったと考えられる。
（2）旧宮崎家住宅の建築年代の推定（図6－3－7、8
参照）
慶応2年（1866）の養照寺境の被害記録から、小泉
屋の居宅および弘化元年（1844）に建てられた本陣は
全焼した可能性が高い。また、明治7年（1874）まで
小泉屋は、松井の姓で滑川に住んでいた記録が残っ
ている。さらに前述のとおり、トオリニワは当初か
ら3間であったと考えられる。従って、小泉屋は慶
応2年の養照寺焼後、すぐに新しい住宅を再建した
ことになる。
宮崎家は明治8年（1875）頃に現在の土地と建物を
購入した。つまり、宮崎家は慶応2年の養照寺焼後
に小泉屋が建てた建物を購入したことになる。
聞き取り調査によると、宮崎家では居宅購入後、
間もなく大改造したと伝えられている。前述の部材
と痕跡の状況より、旧北国街道から南北方向2列の
改造は、この時になされたものと判断できる（写真
6－3－4）。
なお、表 6－3－2はこれまでの変遷をまと
コマ
である。
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めたもの
表㌻3－2旧宮崎家住宅の変遷
所有者 年号 西暦 図面 居 宅部分 本 陣部 分 滑川の火fく
小泉屋 と宮崎家に
関係する記述
小
泉
屋
天保7年 1836 図6－3－3 3軒（中央） 一′
天保9年 1838 焼 失 一′ 滑川大火
天保 10年 1839 図6－3－6
図6－3－4
図6－3－5
3列構成（トオリニワ1列と居宅2列
図4の規模が大きくなる　同上
Ⅰ型
Ⅰ型
Ⅱ型
弘化元年 1844
図6－3－7 同上 Ⅱ型
御郡御 奉行より
御座間等出来仕
弘化3年 1846 前 田筑前守、小休あり。
安政3年 1856 前 田筑前守、休泊あり。
安政5年 1858
　 幕府外 国奉行
堀部織 正一行、昼休あり。
安政6年 1859 滑川大火
萬延元年 1860
閏三月前 田筑前守、　昼休あり∧
文久元年 1861 加賀 中納言休 泊あり。
文久2年 1862 松平飛騨守、休泊あり。
文 久3年 1863
前 田中納言、前 田中将、　宿泊あり。
慶応2年 1866 焼失後 、再建 （トオリニワ幅3間） 焼失 養照寺坑
明治7年 1874 トオリニワ幅3閤
順徳天皇御霊撫佐渡より
御運行、御′ト休∩
宮
崎
家
明治8年 1875
現在 の建物
（図6－3－8） 大改築（主屋前半部分）
宮崎家が土地と建物を購
入し、淑羽町 に移 り住 む。
明治 14年 1881 滑川火 災
明治20年 1887 滑川火 災
明治25年 1892 宮崎酒造株式会社 創業
小結
天保7年（1836）前後では小泉屋住宅も規模が小さ
く、現在の敷地を異なる3家が分割して所有してい
た。天保9年（1838）の大火を機に、小泉屋は本陣を
勤めることになる。天保10年（1839）には両隣の土地
と建物を買い上げ、本陣部分を備えた居宅を建設し
始め、図6－3－5→図6－3－3→図6－3－4の順に計画され
たと推測できる。弘化元年（1844）に図6－3－6の本陣
が完成し、以後養照寺と交替で本陣を勤めた。その
後、慶応2年（1866）の養照寺焼で居宅・本陣ともに
全焼した。慶応2年の大火後すぐに再建されたのが覧立
現在の建物で、明治8年（1875）頃に宮崎家が土地と
その建物を小泉屋から購入し、主屋前半部分を大改
造し、現在に至る。
以上のように、現在の建物は慶応2年の養照寺焼
直後に再建されたものであり、当地域では数少ない
江戸期の遺構である。また、居宅部分は天保10年
（1839）以降踏襲されてきた平面構成であり、滑川の
本陣を長く勤めていた桐沢家の住宅が残っていない
現在、本陣を勤めた有力商家の居宅としても貴重で
ある。さらに、史料の上からは、一般町人から本陣
を勤める住宅への形成過程や、火災後の再建など住
宅の維持の様子も把握できる歴史的建造物である。
（増田晴夫、永井康雄、池上重康、角　哲、費迎慶、伊藤則子）
写真6－㌢4明治期の旧宮崎家住宅
注：
1）当主の宮崎紋一郎氏への聞き取り調査による．
2）『滑川町誌』（滑川町編纂、大正2年）。
3）F滑川市史　通史編』（滑川市史編纂委員会、昭和60年）。
4）r滑川市誌j（滑川市、昭和32年）。
5）滑川で幕末から昭和初年まで建築活動を行っていた岩城家
に伝えられた史料。滑川市立博物館蔵。
6）『富山県気象災害誌き（富山地方気象台、昭和46年）と『滑
川の火災史』（滑川市消防本部、昭和58年）、『角川日本地
名大辞典16富山県』（角川日本地名大辞典編纂委員会、昭
和54年）。
7）「安政五年由緒中上帳」（『滑川市鼠q所収）によると、
この貞次郎の件は太三郎を名乗っているので、′ト泉屋の当
主は太三郎又は貞次郎を襲名していたと考えられる。
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2．岩城豪文書に見る町星
岩城家が関与した町屋で現在その存在が確認でき
たのは、旧宮崎家住宅（旧小泉屋住宅）と鷹野家住宅
（旧深井家住宅）である。前者については前述の通り
である。
廣野家住宅（写真6－3－5）は、深井氏の住宅の⊥部
として建てられたもので、岩城庄之丈が棟梁を勤め
た。建築年代は大正3（1914）年とされ国の登録文
化財になっている。岩城家文書には「明治四十三年戊
夏深井省三氏家造草稿圃入岩城庄之丈控」と書か
れた袋に収められた草稿図面類がある（写真6－3－6
～8）。この中に井波の木彫師岩倉理八から岩城庄之
丈へ宛てた大正元（1912）年8月11日付の書簡があ
り、この内容から推してこの頃には柵間を取り付け
られるまでに工事は進んでいたようである。草稿図
は、2階平面と屋根の架構図であるが、これらは現
状と良く一致している。この建物の特徴の一つは2
階屋根の軒の出が深いことであるが、草稿図からは
この軒を支えるための架構方法を入念に検討してい
たことが知られる。社寺建築において深い軒を支え
るために用いられる枯木を多用した架構法で、堂宮
大工として腕をふるった庄之丈の力量が発揮された
ものである。
この他に岩城家文書には、富山県内に存在した町
写真ト3－6　　　三氏寮造草稿圏（仮29－058）
屋の図面が多数含まれている。史料の年代は年紀の
ある物は文政7（1824）年からであることより、これ
らは江戸時代後期以降の当地方のける町屋の実態を
知る上で貴重である。
屋敷地全体の建物配置が描かれているものとして
は、小泉屋（天保10（1839）年，滑川・瀬羽町，写真
6－3－9、図6－3－9）、蓮択屋（大町，明治4（1871）年以前，
写真6－3－10）、吉野家（魚津，年不詳，写真6－3－11）
等があり、主屋の平面図には米沢家（入亀嘉永
2（1849）年，写真6－3－12）等がある。何れも大規模な
町屋で、片側を敷地の奥まで続くトオリ二ワとし、
主屋は2列型又は3列型の平面で、敷地の奥には複
数の土蔵を配する。
米沢家（入善，嘉永2（1849）年）については、主屋の
詳細な断面図が残されている（写真6－3－13、14）。ミ
セ側は吹き抜けとし、茶の間には梁が3段架けられ、
その間に貫が何段も通されている。この様な架構方
法は幕末期の旧宮崎家住宅や明治初年の城戸家住宅
にも受け継がれている（図6－3－10、写真6－3－15、16）。
当地方の伝統的な屋根はトントン葺きと称されるも
ので、栗板1）で葺いて桟で押さえ、その上に自然石
を置く形式であった。岩城家文書の図面では何れの
町屋においても屋根は板葺きであったようで勾配は
3寸2分から3寸4分と緩く、軒先は登り梁で支持
∨“∨′M“、～〉「竿
‥∴∴轟・・・！∴－●
ーー????????????????
? ? ? ? ? ? ? ?
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写真6－3－7　深井省三氏家造草稿周（仮29－058）
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写真6－3－8　深井省三氏家造草稿固（仮29－058）
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する等の点は共通している。
富山地方における町屋の外観の特徴は、主屋二階
の両脇にコワキと呼ばれる防火・防犯のための袖壁
???〝??
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ー ， ． ? ? ?
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写真6－3－9　小泉屋（滑川瀬羽町
天保10（1839）年，仮17－024）
図6－3－9　旧小泉屋（旧宮崎家）
現状実測図（滑川市瀬羽町）
を立ち上げ、一階部分には腕木で支えたコヤネ（小屋
根）と呼ばれる厚い樺板1）で葺いた庇を設ける。そ
してこの庇の先端にはガンギ（雁木）と呼ばれる霧除
????「」．」「
写真6－3－10　蓬沢屋（大町，明治
4（1871）年以前，仮18－007－09）
写真6－3－11吉野家（魚津，年不
詳，仮35－017－09）
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写真6－3－12　米沢泉（入善，嘉永
2（1849）年，仮17－032）
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けが取り付けられる。これらは町屋の外観を決定づ
ける重要な要素として認識されていたようで、岩城
家文書にはこれらに関する図面が数多く含まれてい
る（写真6－3－17－22）。医lみにコワキとガンギの呼び
方であるが、岩城家文書ではコワキを「袖」、ガンギ
を「サガリ」「下りがんぎ」と記している。コヤネの形
状には起りがあるもの（屋根の上面が凸型の曲面と
なるもの）と、無いものの2様ある。何れも勾配は3
寸5分から4寸で主屋の屋根より若干急勾配となる。
ガンギは幅2寸5分程の桟の内側に板を取り付けた
もので、高さは桟の内法で1尺3寸から1尺3寸5
分、主屋への入口部分に火灯患風に曲線で凹みを施
す。主屋の前面は、入口部分には潜り戸付の大戸を
入れ　ミセ部分には格子を族め、その他は下見板張
りとしている。　　　　　　　　　　（永井康雄）
［註］
1）「滑川の民俗　上」（滑川の民俗編集委員全編，滑川市教育委
員会，平成6年）。
写真6－3－13　米沢寮茶之同上仕切∧通り側舶周
（入善，嘉永2（1849）年，仮17－032）
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写真6－3－16　旧宮崎家ミセ
（滑川市瀬羽町）
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写真6－3－22　左：蓬沢屋の下見板（大町，明治4（1871）年，仮18－007－11）
右：小泉屋の下見板（滑川，天保10（1839）年，仮17－024）
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